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宝くじで40
 億当たったんだけど異世界に移住する⑥


すずの木くろ





お断り

　

　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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序章

　

「ちょ、そんなに泣かなくても……」

「よがっだでずううう」

　バレッタはカズラを見上げたまま、えぐえぐと声を上げて泣いている。よほど感極まったのか、涙と鼻水で顔がすごいことになってしまっていた。

　背後からその様子を見つめていたリーゼは、ぐっと拳を握ると２人に歩み寄った。
一
 かず

 
良
 ら

 の
袖
 そで

 をちょいちょいと引っ張り、そっとハンカチを手渡す。

「お、ありがと。ほら、バレッタさん」

「ず、ずびばぜん……」

　バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を
拭
 ふ

 かれてなんとか落ち着くと、周囲の状況に気づいてはっとした。自身の行動の恥ずかしさに顔を赤らめると同時に、
一
 かず

 
良
 ら

 の
傍
 そば

 に立つリーゼと目が合い、表情を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせる。

　そんなバレッタに、リーゼは優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「あなたがカズラの言っていた職人さんですね。私はリーゼ・イステールです。これからよろしくお願いします」

「は、はははい！　よろしくお願いします!!
 　グリセア村から来ました、バレッタと申します！」

「そんなに硬くならないでください。気楽にいきましょう」

「えっ!?
 　あ、あの、その」

「ね？」

「は、はい！」

　雲の上の存在であるリーゼから気さくな物言いを受け、バレッタはしどろもどろになりながらもなんとか
頷
 うなず

 いた。

　それと同時に、
一
 かず

 
良
 ら

 から聞いていたとおりの人物だと少しだけほっとしていた。

　彼女の目の前で
一
 かず

 
良
 ら

 に抱きつくような真似をしてしまったため、目の敵にされるのではと多少なりと恐れていたのだ。

「アイザックさん、彼女の泊まる場所ってもう決まってるんですかね？」

「一応昨晩は私の屋敷に泊まっていただきましたが、今後どうするのかはまだ決まっておりません」

「そっか。リーゼ、今日から彼女もこっちに泊まってもらってもいいかな？」

「うん、分かった。エイラ、４階の客室を彼女に使ってもらうわ。すぐに用意させて」

「かしこまりました」

「アイザック様、彼女の荷物はまだそちらの屋敷にあるのですか？」

「はい、すべて私の屋敷に置いてあります」

「マリー、お２人と一緒に行って、荷物を運んできてちょうだい」

「はい」

「あ、俺も一緒に行って手伝うよ。マリーさんだけじゃ大変だろうし」

　そう言って
一
 かず

 
良
 ら

 が馬車に向かおうとすると、リーゼはその腕を掴んで引き止めた。

「向こうの屋敷にだって使用人はいるんだから、カズラが行かなくても大丈夫だよ。それより、明日からの予定の調整をしちゃおう？　彼女には職人の取りまとめをしてもらうだけってわけじゃなくなるんでしょ？」

「んー……そうだな。そうするか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が付いてくると聞いて一瞬表情を輝かせたバレッタだったが、
一
 かず

 
良
 ら

 がそう返事をするとしゅんとした表情になった。

　それに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに苦笑を向ける。

「バレッタさん、また後で話しましょう。戻ってきたら部屋にお邪魔してもいいですか？」

「あ、はい！　ぜひ！」

「……じゃあ、私たちはいったん戻ろっか」

「おう」

　リーゼに連れられて去っていく
一
 かず

 
良
 ら

 の背を見送り、バレッタは再びしょんぼりとした表情になった。

　ぜひ
一
 かず

 
良
 ら

 にも付いてきて欲しかったのだが、リーゼの手前、そんなことを言えるはずもない。

　何より、ずいぶんと打ち解けている様子の２人を見て胸が苦しくなってしまっていた。

「あの、バレッタさん？」

「あ、ごめんなさい。行きましょう」

　アイザックに声をかけられ、バレッタはなんとか笑顔を作った。

　そうして何度も振り返りながら、再び馬車に乗り込むのだった。

　

「いやしかし、まさかバレッタさんが来てくれるとは思わなかったな。これは頼もしい」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自室に戻ると、椅子に腰掛けてスケジュール帳を開いた。

　バレッタがやってきたとあっては、当初の計画のように職人の取りまとめをしてもらうだけというのはもったいない。

　可能な限り手元に置いて、力を借りるのがベストだろう。

「あの娘って、前に言ってたカズラがお世話になってた家の娘だよね？　そんなにすごい娘なの？」

　嬉しそうにしている
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼは扉の前に立ったまま問いかける。

「すごいどころの話じゃないよ。記憶力はずば抜けてるし、応用力と発想力もかなりのもんだ。しかも新しいことへの学習意欲と飲み込みの速さが半端じゃない。ああいう人を天才っていうんだろうな」

「そんなにすごい娘なら、何で今まで呼び寄せなかったの？」

　リーゼはそう言いながら、座っている
一
 かず

 
良
 ら

 のすぐ背後まで歩み寄った。その両肩にそっと手を置き、後ろからスケジュール帳をのぞき込む。




[image: 007.jpg]




「俺も本当は来て欲しかったんだけど、グリセア村を離れる気はないって言ってたことがあってさ。彼女はお父さんと２人暮らしなんだけど、お父さんを１人にしたくなかったんだと思う。……あれ、バリンさん、どうしてるんだろ。こっちに来るんだろうか」

「あなたたち、仲良さそうだよね」

「そりゃあ、一カ月くらい一緒に生活してたからな」

「……私とのほうが長いじゃない」

　リーゼはそう言うと、
一
 かず

 
良
 ら

 の首に腕を回し、ぎゅっと抱きついた。

「こ、こら、何してるんだ」

「嫉妬してるの」

　息がかかるほどの耳元で囁き、腕の力を緩めて顔を少し離す。

「なんちゃって」

「おま……」

「あの娘の部屋の様子、見てくるね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が振り向きながら口を開きかけるとリーゼは被せるように言い、小走りで部屋を出て行った。

　

　バレッタたちはアイザックの屋敷に到着すると、さっそく荷物を荷馬車に積み込み始めた。

　マリーは重そうな木箱を１人で抱えているにもかかわらず、ひょいひょいと軽快な足取りで運んでいく。

「あの、それは重いので私が運びますから……」

「いえ、大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　心配するバレッタに笑顔を向け、マリーは木箱を抱えたまま荷馬車へと歩いていく。

　まるで重さを感じさせない足取りで、自身の力にも疑問を持っているようには見られない。

「どうやら、彼女も祝福の力を授かっているようですね。私も今日初めて知りました……」

「そ、そうですか」

　バレッタはとりあえず
頷
 うなず

 くと、アイザックや使用人とともに荷物を抱えては荷馬車へと運ぶ。

　本や食料、村で作った機械や設計図など、荷物はかなりの量だ。

　衣料品はアイザックがあらかじめ用意してくれており、上等な洋服を何着か貰っていた。

「アイザックさん、他国の資料の閲覧って、私にもさせてもらうことはできますか？」

「内容にもよりますが、どういったものが見たいんですか？」

「品物の生産量の資料と、外交状況の資料が見たいです。できれば早めに見たいんですけど……」

　バレッタの言葉に、アイザックは不思議そうに首を傾げた。

「そういった資料は極秘扱いなので、ナルソン様かジルコニア様に許可をいただかないと……しかし、そんなものを見てどうするんです？」

　そう問われ、バレッタは少し困ったような顔になった。

「ちょっと気になっていることがあって」

「気になっていること、ですか？」

「はい。といっても、夢の話なんですけど」

「ゆ、夢ですか？　夢の話を持ち出されては、さすがにナルソン様に話を通しにくいのですが……バレッタさんならカズラ様に頼めば、見せていただけるんじゃないですか？」

　困り顔で言うアイザックに、バレッタは少し口ごもる。

　自分でも無理なお願いをしているのは、よく分かっていた。

「いえ、カズラさんにはその……万が一、ということがありますし」

「あの、話がまったく見えてこないのですが……」

　バレッタは少し考え込むと、アイザックに向き直った。

「アイザックさん、絶対に誰にも言わないと約束していただけますか？」

「えっと、それは夢の話ですか？」

「もっと重要なことです。国の行く末に関わるような」

　真剣な表情で見つめてくるバレッタに、アイザックは困惑しながらも
頷
 うなず

 いた。

　

　バレッタはアイザックを広場の
隅
 すみ

 に連れて行くと、木箱を置いてフタを開けた。

　そして、中から銀色に鈍く輝く長方形の
塊
 かたまり

 を取り出した。

「これは？」

「鉄という金属です。青銅よりも強く、鋭く、軽く、安価で、世界を席巻する力を持つ次世代の金属です」

「……え？」

「もしかしたら、他国では……バルベールではすでにこれを作っているかもしれません。もしそうだとしたら、私たちには時間がありません」

「ちょ、ちょっと待ってください。それとバレッタさんが見た夢と、どう関係があるんですか？」

「夢の中で、大きなウリボウに警告されたんです『やつらは手当たり次第に、目に付くすべての木を切り倒しているぞ』って。鉄の精製には大量の燃料が必要になります。もし夢の警告が本当のことで、やつら……バルベールが鉄を作っているとしたら、すでに大量生産に入っている可能性が高いんです」

　それを聞き、アイザックはぎょっとした。

　何カ月も前の話になるが、アイザックは確かにハベルとともにナルソンから聞いたのだ。

『最近、バルベールでは木材の生産量が急激に増加している』と。

　戦時中にバルベールでは
錫
 すず

 が
枯
 こ

 
渇
 かつ

 したという
噂
 うわさ

 と、現在の木材の大量生産の話がしっかりと結びついてしまった。

　そんなアイザックに構わず、バレッタは言葉を続ける。

「鉄を味方につけた文明に、青銅しか持たない文明は勝てません。戦えば、必ず負けます。しかも相手がバルベールほどの大国であれば、状況は絶望的になります。だから……」

　バレッタはそう言うと、木箱の中に目を落とした。

　中には、筒状に丸められた紙が何枚も入れられている。

「もし彼らが鉄器の力を持ってこの国に再び攻めてくるというのなら、それに抗う力をこの国は手に入れなければいけません。その判断をするために、資料を見せていただきたいんです」

「それなら、カズラ様に相談を……」

「それは絶対にダメです」

　バレッタはぴしゃりと言うと、少し寂しそうに目を伏せた。

「何でもかんでも、カズラさんになんとかしてもらおうとしないでください。復興政策についてだけならまだしも、戦争についてまであの人に責任を押し付けないでください」

　バレッタは顔を上げると、困惑するアイザックの目をじっと見つめる。

「だから、お願いします。私に資料を見せてください」

「……そういうことならば、ナルソン様たちと直接話す機会を設けましょう。日取りはいつがいいですか？」

「できるだけ早くお願いします。早ければ早いほどいいです」

「分かりました。ナルソン様の屋敷に戻り次第、すぐに話を通すことにしましょう」

　その言葉に、バレッタはほっとしたように
頷
 うなず

 いた。

　

「バレッタさん、お帰りなさい」

　夜半にバレッタがナルソン邸の広場に到着すると、
一
 かず

 
良
 ら

 が迎えに出てきた。

　少し遅れてリーゼもエイラと一緒に出てきて、小走りで
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に寄り添う。

　バレッタは馬車を降りて
一
 かず

 
良
 ら

 の下に駆け寄ると、数歩手前で立ち止まった。

　本当はもっと近くに寄りたかったが、隣に寄り添うリーゼを見て遠慮してしまった。

「ただいまです。少し遅くなっちゃいました」

　そう言いながら、ちらりとリーゼを見やると、リーゼはにこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　とても友好的な笑顔であり、敵対心は一切感じられない。

　実はイステリアに来る前、村で仲のいい娘たちに「リーゼ様に負けるんじゃないわよ」と発破をかけられていたので、かなり気にしていた。

「部屋に夕食の用意をさせてありますよ。風呂の用意も……あの、どうかしました？」

　どことなくしょんぼりしているバレッタに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

　バレッタは慌てて表情を取り
繕
 つくろ

 い、「なんでもないです」と手を振って
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 した。

「……カズラも彼女の部屋に食事を運んで、２人で食べたら？　積もる話もあるだろうし」

　その
台詞
 せりふ

 に驚いてバレッタがリーゼに目を向けると、リーゼはふいとバレッタから目をそらした。だがすぐにはっとした様子で、バレッタに先ほどと同じ優しい笑顔を向ける。

「……うん、そうさせてもらおうかな。バレッタさんもそれでいいかな？」

「は、はい！」

　バレッタは返事をしつつも、リーゼから目をそらせないでいた。





　

第１章　鉄器と焦燥

　

　エイラに連れられて、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは４階に用意された部屋にやってきた。着替えや日用品などの荷物は部屋に運び込んだが、他のものは広場の荷馬車に置きっぱなしだ。

　それらの荷物は、明日の朝に１階の別室に運び込む予定である。

「カズラ様、給仕はいかがいたしますか？」

「あ、勝手にやるんで大丈夫です。何かあったら呼びますんで」

「かしこまりました」

　エイラが扉を開け、先にバレッタが部屋に入る。

「あの……」

　続いて
一
 かず

 
良
 ら

 も部屋に入ろうとすると、エイラに声をかけられた。

「ん、どうしました？」

「……いえ、何でもありません。失礼いたしました」

　よく分からない態度を取るエイラに小首を傾げながらも、部屋に入る。

　扉を閉めて顔を上げると、先に入っていたバレッタと目が合った。

　どことなく、不安そうにしている様子が見て取れる。

　新しい環境に緊張しているのだろう。

「どうぞ座ってください。夕食にしましょう」

「はい」

　向かい合わせで席に着き、並べられている料理を見やる。

　焼き魚や野菜など、いつもナルソンたちが食べているような内容のメニューだ。

「あ、しまった。マリーさんが屋敷にいなかったから、料理の食材がこっちのものだけだ」

「カズラさんの食事は、マリーさんが用意しているんですか？」

「ええ、朝から晩まで、全部用意してもらってます。彼女、料理がすごく上手なんで助かってますよ」

　最初のうちは缶詰料理に肉や野菜を足して再加熱するといったものばかりだったが、慣れてくるにつれてマリーはいろいろな料理を作ってくれるようになった。

　小麦と肉でミートパイを焼いてくれたり、リクエストに応えてチャーハンを作ってくれたりと、レパートリーは広がり続けている。

　最近のヒット作は、果物の缶詰とこちらの世界の果物を合わせて度数の高い酒に砂糖を混ぜた『なんちゃってフルーツポンチ』だ。

「そうなんですか……あ、あの、もしよければ、私にもカズラさんの食事を作らせてもらえませんか？」

「えっ、いいんですか!?
 」

「はい、包丁は毎日使っていたくて。腕が鈍ったら困りますし」

「うわー、嬉しいなあ。ぜひお願いしたいです。後でマリーさんに言っておきますね！」

「はい、お願いします」

　とても嬉しそうにする
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　こちらに来たら自分が
一
 かず

 
良
 ら

 の食事を作るのだと、前々から強く決心していたのだ。

　他においては無理を言うつもりはあまりなかったが、これだけは
譲
 ゆず

 れなかった。

「あ、でも、マリーさんは私の専属料理人兼従者って扱いになってるんですよ。料理担当から外すと彼女の立場がまずいことになるんで、一緒に料理するか代わりばんこってかたちにしてもらえると」

「そうなんですか……分かりました。彼女と相談しますね」

「バレッタさんの作る料理は本当に
美味
 おい

 しいからなあ。いやあ、楽しみだ」

「えへへ、期待しててください。もしよかったら、今から何か作ってきましょうか？」

「んー……いや、それだとこれを作ってくれた人に悪いですし、このまま食べることにします。後で何か缶詰でも食べれば平気なんで」

「あ、缶詰ならたくさん持ってきてますよ」

　バレッタは席を立つと、持ってきた箱を開けて中から桃缶を取り出した。

「家にあった桃缶はほとんど持ってきちゃいました。確か30
 個くらいあったかな」

「バレッタさん、本当に桃缶好きですよね……そういえば、空き缶とかかなり溜まってるんじゃないですか？　今度日本に持って帰らないと」

「村の空き家にまとめて置いてあるんで、大丈夫ですよ。それに、いろいろと使い道もありますし」

「使い道？　鉢植え代わりにするとかですか？」

「えっと……まあ、そんなところですね」

　バレッタは棚から銀皿を取り出すと、缶詰をあけてテーブルに持ってきた。

　カロリーが
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 できて満腹感が得られればいいので、用意された料理を食べながら桃缶をつまめばとりあえずはいいだろう。

　２人して『いただきます』をし、料理を食べ始める。

「村はどんな様子ですか？　駐屯部隊の人たちとは上手くやってます？」

「はい、皆さんすごくいい人たちで、村のみんなとも打ち解けて仲良くしてます。最近は村の外で畑も作り始めてて、水路の脇が豆畑になっていますよ」

　駐屯部隊の近衛兵たちは全員が
予
 よ

 
備
 び

 
役
 えき

 なため、年齢的に50
 歳近くの者が大半である。

　元近衛兵ということもあり、経済的に裕福な者たちばかりだ。

　楽隠居の暇な身分から久々の軍の仕事、しかも裕福な村の警備という半分休暇のような任務のため、皆が仕事を楽しんでいるようだった。

　３カ月で半数がいったん任務を切り上げ、イステリアから新たにやってくる人員と交代する手はずとなっている。

「それはよかった。部隊の隊長はアイザックさんの従姉妹だと聞いていますが、バレッタさんは話しました？」

「シルベストリア様ですね。あのかたには、毎日武術を教えてもらっていました」

「え、武術ですか？　そういえば、昼間に武術がどうとか言ってましたね」

「はい。剣術と
槍
 そう

 
術
 じゆつ

 と、騎乗術を教えてもらいました。まだ習いたてなんで、へたっぴですけどね」

　そう言って
微
 ほほ

 
笑
 え

 むバレッタの手を見てみると、右手に持つフォークの隙間からマメが潰れたような痕が見えた。

　ちらりと見ただけで分かるような傷があるのなら、おそらく手のひらはマメだらけになっているのだろう。

「でも、これからも頑張って特訓して腕を磨くつもりです。何かあったら、これからは私がカズラさんを守りますね」

「おお、ありがとう……って、何か情けないですね。普通、言う立場が逆なんじゃないだろうか」

「そ、そんなことないですよ！　今までは私がカズラさんに守ってもらってましたから、そのお返しです！」

　少し慌てたように言うバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は笑ってしまった。

　以前は米袋すら持ち上げられないような非力な少女だったのに、ずいぶんと頼もしくなったものだ。あまりにも頼もしすぎて、逆に自分の非力さが際立つような気さえしてきてしまう。

　技術力といいやる気といい、太刀打ちできるような気がしない。

「カズラさんは、何か変わったことはありませんでしたか？」

「私のほうは特には……あ、そうだ、１つ……いや、２つ相談したいことがあるんですよ。１つ目は、イステリアに掘ってる井戸のことなんですけど」

「井戸ですか。確か、街中でたくさん穴を掘って
岩
 がん

 
盤
 ばん

 がないところを探してるんでしたっけ」

「ええ。それで、今日までに１５０箇所も井戸掘り機で掘ったんですけど、水が出たのが５箇所しかなくて……水が出た場所の共通の特徴も見当たらないし、このままだとがむしゃらに掘り続けるしか手段がないんですよね。なんとか
岩
 がん

 
盤
 ばん

 がない場所を見つける方法はないかと思って」

　バレッタは話を聞くと、口に手を当てて「うーん」と
唸
 うな

 った。

「水の出た場所は、水量は豊富でしたか？」

「ええ。水脈に達するとすぐに水が染み出してきて、周りを広げれば安定して
汲
 く

 みだせるような感じでしたね」

「水の出た深さはどれくらいですか？」

「８メートルから10
 メートルってところですかね」

「10
 メートルいかないくらいですか……うーん」

　バレッタは少しの間考えていたが、ぽん、と手を打つと、席を立って壁際の棚へと向かった。

　中から銅製のコップを１つ取り出し、席に戻る。

「これを使ってみるのはどうでしょうか」

「これって、コップを使うんですか？」

　用途が分からず首を傾げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが
頷
 うなず

 く。

「夜のうちに、これから井戸を掘ろうとしている場所にこのようなコップを伏せておいてみてください。朝になってコップの内側に水滴が溜まっているものがあったら、その下には水脈があるかもしれません」

「ま、マジですか。そんな方法初めて聞きましたよ。よく思いつきましたね」

「あ、私が考えたんじゃないですよ。井戸掘りの歴史の本に、確かそう書いてあったんです」

「え、本当ですか。あの本は確か本棚に……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は席を立って本棚に向かうと、井戸掘りの歴史の本を引っ張り出した。

　バレッタに手渡すと、ぱらぱらとページをめくってすぐに該当箇所を見つけ出した。

　ページ番号まで暗記しているらしい。

「ここです。『夜のうちにコップを伏せておいて、朝になって内側に水滴がついていたら、その地下には水脈があるといわれている』……確実に水脈があるって断言はされてないですね。外れるかもしれないです」

「なるほど、こんな方法があったのか。前に読んだ時は、必要なことが書いてある場所だけぱぱっと読んだだけだったからなぁ……ていうか、よくページ番号まで覚えてましたね。何か覚えるコツでもあるんですか？」

「コツですか？　見たものをそのまま覚えておくだけなんですけど……あ、写真と同じですよ。見たものを写真に撮っておいて、頭の中に置いておく感じです」

「うん、そんなの絶対無理です。バレッタさんしかできないです」

「そ、そうですか？　そうなのかな……」

　げんなりとしている
一
 かず

 
良
 ら

 に対し、バレッタは少し
戸
 と

 
惑
 まど

 っている様子だ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は気を取り直すと、もう１つの相談をすることにした。

「あと、もう１つ相談したいことがあるんです。そろそろ製鉄技術の導入について、本気で検討しないといけないなと思って」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、バレッタの表情に緊張が走った。

「それは、経済力の底上げのためですか？」

「それもあるんですけど、一番の理由は４年後に始まるかもしれない戦争なんです。前回は痛みわけで終わったと聞いてますが、次の戦争はもっと厳しい戦いになるかもしれないらしくて。なんでも、東のクレイラッツが裏切るかもしれないとか」

「えっ、裏切るって、クレイラッツは同盟国ですよね？　それなのにどうして……」

「私もジルコニアさんから聞いただけなんで詳しくは知らないんですけど、どうもバルベールがクレイラッツに接触してるんじゃないかって話で……もしそうなれば、アルカディアはバルベールとクレイラッツを相手に２正面で戦うことになります。そうなっては敗北は必至なので、やれるだけのことはやってしまおうと思って」

「それは、軍事的に協力するということですか？」

「それしか方法がないようなら、やらざるを得ないですね。この国を滅ぼさせるわけにはいきませんから。それに、もしかしたらバルベールは、もう……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう話しながら、バレッタが不安げな表情で自分を見つめていることに気がついた。

　怖がらせてしまったかと思い、安心させるようにやさしく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「大丈夫ですよ、きっとなんとかなります。バレッタさんもグリセア村も、必ず……」

「カズラさんは」

　言いかかった
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉を、バレッタがさえぎった。

「カズラさんは、軍事協力することに不安は感じないんですか？　技術や道具を与えることによって、間接的にたくさんの人を殺すことになるかもしれないんですよ？」

　予期せぬ質問を受け、
一
 かず

 
良
 ら

 はきょとんとした。

　だが、バレッタがいつになく真剣な表情になっていることに気づくと、再び柔らかく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「そりゃあ、自分のせいで大勢の人が死ぬ姿なんて見たくないですよ。でも……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は言葉をいったん区切ると、手元に目を落とした。

　バレッタは黙って、その言葉の続きを待つ。

「親しい人たちの命が関わってくるとなったら話は別です。正直な話、バレッタさん１人の命と、何十万何百万といるバルベールの人びとの命のどっちを取るかと問われたら、私は迷わず前者を取ります。会ったこともない彼らが死のうがどうしようが、そんなの知ったことじゃありません」

「……」

　迷いなく言い切った
一
 かず

 
良
 ら

 を、バレッタはじっと見つめた。

　その視線を受け、
一
 かず

 
良
 ら

 は困ったように苦笑する。

「人でなしですかね、私は」

「そんなことないです。私だって……同じです」

　そう言いながらも、バレッタは切なげな表情でうつむいてしまった。

　お互い言葉を発さず、短い沈黙が流れる。

「……まだ戦争が始まると確定したわけではないですし、そこまで悲観するような状況ではないと思っています。ただ、万が一に備えて技術の支援は必要かなと。といっても、出し惜しみも与えすぎもどっちも悲惨な結果になるような気がするんで、技術の選択は慎重に行いたいところです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、バレッタは顔を上げた。

「戦争が起こらないならそれに越したことはないので、戦わなくて済むように何とかしたいところですね」

「……そうですね。できれば、戦争なんかしたくないです」

　そう寂しげに言うバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は言葉を詰まらせた。

　彼女自らの意思とはいえ、イステリアでのごたごたに巻き込まないと決めていた人を巻き込んでしまったことは事実なのだ。だが、今さら村に追い返すようなことなどできるはずもないし、彼女もそれは望まないだろう。

「……そんなわけで、後ほど製鉄技術の導入について、バレッタさんにも意見を出して欲しいんです。
炉
 ろ

 の作り方とかも私だけだと不安なんで、手伝ってもらえると助かります」

「はい。
炉
 ろ

 は村でも１基作ったので、お手伝いできますよ。まだ数回しか使ってませんが、十分使用に耐えると思います」

「おお、さっそく作ったんですか。レン
炉
 ろ

 ですよね？」

「いえ、
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 です。村の奥の畑を潰して建てました。水路を引いて水力式のふいごも付いてますよ」

「……え、レン
炉
 ろ

 じゃなくて
高
 こう

 
炉
 ろ

 を作ったんですか!?
 　ていうか、
高
 こう

 
炉
 ろ

 に使う耐火レンガはどうしたんです？　持って行った分だけじゃ足りなかったでしょう？」

　レン
炉
 ろ

 はそれほど大きいものではなく、高さが１２０センチほどしかない。

　だが、
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 は大きなものでは高さが10
 メートルちかくにもなる巨大なものだ。

　日本から持って行った耐火レンガだけでは、どう考えても量的に足りない。

「実は、アイザックさんに材料を用意してもらって、自分でたくさん作っちゃいました。けっこう高品質のものができましたよ」

　てへ、といったように
微
 ほほ

 
笑
 え

 むバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は背筋に冷たいものを感じるのだった。

　

　夕食後、
一
 かず

 
良
 ら

 は自室に戻ると、パソコンを起動した。

　スキャナで取り込んでおいた戦時記録や外交記録を開き、目を通す。

「……やっぱこれって、向こうはやる気満々ってことだよな。やるしかないか」

　パソコンの画面には、バルベールで３年前に行われた軍制改革についての資料と、
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 との和平についての資料が映し出されていた。

　資料によると軍制改革は成功を収めているようで、失業率は低下して治安も改善され、市民の支持率も向上しているらしい。

　
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 との和平も確実に広がりをみせており、最近では大規模な戦闘は発生していないようだ。

「しかもこれ、たぶん鉄作ってるよな……」

　そう言いながら開いた別の資料には、バルベールでの木材生産量の急激な増加について記載されていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は毎晩少しずつ時間を作っては、パソコンに取り込んだ資料を片っ端から読み漁っていた。その時にこの情報についても見つけたのだが、これを目にしたのはほんの数日前だ。

　時系列順に見ていこうと、資料を古い順に読んでいったため気づくことができた。

「休戦したのが４年前で、軍制改革が３年前。その頃から徐々に木材の生産量が増えてて、急激な増加が１年半前ってとこか。戦時中に
錫
 すず

 が
枯
 こ

 
渇
 かつ

 した時に代用品として製鉄技術を発明したけど、実用化が間に合わないと判断して休戦を申し出たと……それから１年でなんとか技術をものにできる
目
 め

 
処
 ど

 が立って、これならいけると軍制改革に踏み切ったってところだろうな」

　資料の
隅
 すみ

 には『大規模な
錫
 すず

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 が発見されたと思われる』とメモ書きがされているが、木材生産量の異常な増え方から、製鉄を行っているのだろうと
一
 かず

 
良
 ら

 は踏んでいた。

　先ほどバレッタと話した時にも口にしようとしたのだが、バレッタが
怯
 おび

 えていると思い、言うのを取りやめたのだ。

　新たな金属についての情報が資料に書かれていないとなると、相手は製鉄について秘匿しているということになる。

　せっかく製鉄技術を確立したにもかかわらず、その存在を秘匿するとなると理由は１つしかない。

　鉄の存在を想像すらしていないアルカディアを、鉄器の力で開戦と同時に一気に
粉
 ふん

 
砕
 さい

 するつもりなのだろう。

「経済力をできるだけ上げて軍備もがっちり固めれば抑止力に……状況的に無理があるか。でも、開戦時期の先延ばしにはなるのかな……もしくは、開戦後に敵の主力を
粉
 ふん

 
砕
 さい

 して、敵の再編が間に合わないくらいの速度で逆襲にかかれば有利な条件で講和が……うーん、俺素人だからなぁ。ナルソンさんに意見をもらわないとどうにもならないか。そういえば、エルタイルとプロティアって国はどうなってるのかな……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はしばらくの間、ぶつぶつ言いながらモニターに向かっていた。

　

　その日の深夜。

　いつものように
一
 かず

 
良
 ら

 がエイラとお茶をしていると、話題がグリセア村のことになった。

　エイラは興味津々の様子で、あれこれと村での生活について
一
 かず

 
良
 ら

 に質問している。

「農村の生活って、のんびりしていていいですね。なんだか
羨
 うらや

 ましいです」

「そうですね。でも、作物がたくさん採れればいいですけど、不作になると大変みたいですよ。私が最初に村に行った時なんて、
酷
 ひど

 い有様でしたから」

「確かに……つい数カ月前まで、近隣の街や村は
酷
 ひど

 い状態だったらしいですね。食べ物がなくて餓死者が出たところもあったと聞いた覚えがあります」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の支援が始まってからは、イステリアの備蓄食料を放出して飢餓状態にある街や村に食料支援を行ったため、状況は落ち着きを見せている。

　冬には豆と芋が十分に収穫できる見通しなので、とりあえず食料の心配はもうしなくてもいいだろう。

　加えて、イステリア以外の街や村にも、すでに
揚
 よう

 
水
 すい

 水車の設置は始まっている。

　今まで
開
 かい

 
墾
 こん

 できなかった土地も畑として使えるようになるはずなので、今後はさらに収穫高が増えるはずだ。

「バレッタ様はグリセア村出身の方なのですよね？　彼女は平気だったのですか？」

「だいぶ痩せてはいましたが、比較的元気でしたね。ただ、父親のバリンさんは熱病にかかっていてかなり危なかったです。あと１日でも遅かったら間に合わなかったと思います」

「そうだったのですね……バレッタ様にとって、まさにカズラ様は恩人なのですね。グレイシオール様に向かって恩人なんて、おかしな言い方かもしれませんけど」

「恩人ねえ……そんなたいそうなものじゃないんだけどな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、エイラがくすっと笑みを漏らした。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 は小首を傾げる。

「いえ、カズラ様らしいな、と思いまして」

「……エイラさん、もし私がグレイシオールではなくて、実はただの人間だと言ったらどう思います？」

「えっ？」

　ふと
一
 かず

 
良
 ら

 がそんなことを言うと、エイラは目をぱちくりさせた。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌てて言葉を付け足す。

「あ、いや、例えばの話です。私がグレイシオールなんかじゃなくて、実はグレイシオールを自称しているだけの人間だと言ったら皆どんな反応をするのかなって」

「グレイシオール様じゃなくて、ですか？　……うーん」

　エイラは少し考えるように首を傾げると、
一
 かず

 
良
 ら

 ににっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「たとえグレイシオール様ではなかったとしても、カズラ様は私たちにとっての救世主様であることには変わりありません。でも、もし神様ではないとしたら……ちょっと嬉しいかもしれないです」

「嬉しい？　なぜです？」

「ふふ、なぜだと思います？」

　逆に聞き返され、
一
 かず

 
良
 ら

 は困った顔になった。

「……分からないです。答えを教えてください」

「ダメです。ご自分で考えてください」

「ええ、そりゃないですよ……」

　不満げな
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラはくすくすと笑みを漏らす。

「たとえカズラ様がどんな存在であろうとも、何かが変わるといったことはないと思います。リーゼ様も、きっとそうです」

「リーゼも、ですか？」

「はい。リーゼ様はカズラ様のことを、とてもお
慕
 した

 いしておりますから。いろいろと良くしてくださって、本当にありがとうございます」

「ああ……まあ、何だかんだでリーゼにはいろいろと手伝ってもらってますからね。シャンプーとか化粧品とか、エイラさんも使ってみますか？　まだいくつか残ってますよ」

「わあ、ありがとうございます……って、そういうことではなくて、友人としてリーゼ様と接してくださっているということです。最近のリーゼ様は、毎日とても幸せそうでしたから」

「幸せそう……ですか？」

　そこまでリーゼは幸せそうにしていただろうかと、一緒に出かけた時のことや部屋で過ごしていた時の姿を思い起こす。

　幸せそうにしているというよりは、肩の力を抜いて気楽に構えている、といった感想を
一
 かず

 
良
 ら

 は持っていた。

「はい。打算抜きで付き合える友人なんて、今までリーゼ様には１人もいなかったんです。それに、ニーベル様との塩取引の件もありますし……リーゼ様にとって、カズラ様以上に信頼できて頼りになるかたはいないのだと思います」

「そ、それはいくらなんでも言いすぎじゃないですか？」

「そんなことないですよ。きっとそれは、バレッタ様も同じだと思います」

　ふいに出たバレッタの名前に、
一
 かず

 
良
 ら

 は意図を察しかねてエイラを見る。

「リーゼ様はああ見えて、とても寂しがりやです。放っておくとしょげかえってしまいますから、ちゃんと構ってあげてくださいね」

「は、はあ」

　
曖
 あい

 
昧
 まい

 に
頷
 うなず

 く
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラは優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　

　次の日の早朝。

　日の出とともに目を
醒
 さ

 ましたバレッタは、身軽な服装に着替えると軽くストレッチをし、訓練用の木剣を持って部屋を出た。

　しんと静まり返った石造りの階段を、コツコツと革靴の音を響かせながらゆっくりと下る。

「あっ」

「あっ」

　２階まで下りた時、踊り場でリーゼとばったり出くわした。

　リーゼも身軽な格好で、腰には細身の片手剣を差し、手には小型の円盾を持っている。

　バレッタのものとは違い、リーゼが持っているものは真剣だ。

「バレッタさん、おはようございます。早起きですね」

「は、はい！　おはようございます！」

　にっこりと優しい笑顔を向けてくるリーゼに、バレッタは緊張しながらも頭を下げる。

「剣の訓練ですか？」

「はい、どこか広い場所でと……中庭を使わせていただこうかと思って降りてきました」

「そうでしたか。私も毎朝、中庭で訓練をしているんです。せっかくですから、一緒にやりましょう。ちょっと待っててくださいね」

「え……ええっ!?
 」

　
戸
 と

 
惑
 まど

 うバレッタに構わず、リーゼは
踵
 きびす

 を返して廊下を戻って行ってしまった。

　バレッタがそわそわしながら数分待っていると、先ほどの片手剣の代わりに木剣を携え、リーゼが戻ってきた。

「おまたせしました。行きましょう」

　そう優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、先に立って階段を降りていく。バレッタも慌てて後を追った。

「剣術歴は何年ほどですか？」

「えっと、基礎を習ったのがだいたい３カ月半くらい前で、きちんと１対１で習い始めたのは１カ月半くらい前です」

「では、まだ習いたてですね。指導者はシルベストリア様ですか？」

「はい、毎朝２時間……１刻くらいずつ指導してもらっていました」

「そうなのですね……私も毎朝訓練をしていますが、一緒にする相手がいなくて不自由していたんです。今後は気が向いた時でいいですから、私の相手をしてくれませんか？」

「えっ」

　バレッタが驚いて声を漏らすと、リーゼは振り返って
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「別に毎日とは言いませんから。どうでしょう？」

「は、はい！」

　思わず姿勢を正して返事をするバレッタに、リーゼは苦笑した。

「そんなに硬くならないでください。気楽に、ね？」

「はい！」

　そのまま階段を下りて廊下を歩き、中庭に出る。

　ひんやりとした空気を肌に感じながら、２人は中央の開けた場所に移動した。

「準備運動はしましたか？」

「はい。部屋で柔軟体操をしてきました」

「なら、さっそく始めましょう。盾はなくても平気ですか？」

「はい。盾なしの訓練ばかり積んでいたので」

「分かりました。では、まずは私が受けに回りますね」

　左手を腰に当てて剣を中段に構えるバレッタに対し、リーゼは盾を前面に突き出すようにして剣をやや後方に構えた。

「私は受けに徹するので、打ち込んできてください。形は習っていますね？」

「はい、大丈夫です。あの、防具は……」

「なくても平気ですよ。ちゃんと受けられますから」

「す、すみません。では、中段突きから」

　バレッタは緊張しながらも、ゆっくりと剣をリーゼの胸あたりに向けて突き出す。

　リーゼは盾をやや斜めにしてそれを受け、軽く払いのけた。

　バレッタは形どおりに、スローなペースで剣を振るう。

「バレッタさんのことは、カズラから少し聞きました」

　しばらくの間バレッタが無言で打ち込んでいると、ふいにリーゼが口を開いた。

「何でも、カズラは村でずいぶんとお世話になっていたとか。１カ月くらい一緒に暮らしていたんですよね？」

「はい。初めてカズラさんが村にやってきてから、イステリアに行ってしまうまではずっと……」

「バレッタさんは、カズラとどういう関係なのですか？」

　一撃一撃を丁寧に受け流しながら、リーゼが問う。

「ど、どういうって……」

「恋人同士なのですか？」

「それは……違い……ます」

「そうでしたか。よかった」

　その言葉に少し顔をしかめたバレッタに、リーゼはふっと笑顔をみせる。

　バレッタは自分が打ち込む部位を見ているが、リーゼはずっとバレッタの目を見つめていた。

「バレッタさん、相手と
対
 たい

 
峙
 じ

 する時は目を見ないとダメですよ。部位を見て打ち込む
癖
 くせ

 は直さないと。攻撃をする際に隙が生じますし、相手の動きを読めません」

「は、はい」

　村で何度もシルベストリアに注意されていた
癖
 くせ

 を指摘され、バレッタは慌てて目線をリーゼの目に向けた。

　
癖
 くせ

 は直したつもりだったが、本能的に視線をそらしてしまっていたようだ。

「私、カズラのことが好きなんです」

「……」

　じっと目を見つめたまま言うリーゼに、バレッタは何も答えられないまま黙々と剣を振るう。

「少し前に、私はカズラに
酷
 ひど

 いことをしてしまいました。でも、カズラはそんな私を許してくれて、友達としてお互い誠実に付き合おうって言ってくれたんです」

「友達……ですか」

「そう、友達です」

　つぶやくように漏らしたバレッタに、リーゼが
頷
 うなず

 く。

　がんがんと剣が盾にぶつかる鈍い音が、中庭に響き渡る。

　その間隔が、少しずつ短くなっていく。

「それから、カズラは私と親しい友人として接してくれました。私はそれが、すごく嬉しかったんです。本当に、嬉しかった」

　剣と盾がぶつかる音が次第に大きくなり、間隔がさらに短くなる。

　当初は盾だけで受けていたリーゼだったが、剣も使ってバレッタの攻撃を受け始めた。

「この間街でデートしたんですけど、その時に食事をしに寄ったお店でカズラったら……」

　街であった出来事を楽しそうに話すリーゼに対し、バレッタは無言で剣を振るう。

　剣を持つ手には力が入りすぎており、剣速は速まってリズム感の欠片もない。

　時折あぶなっかしい打ち込みが入るが、リーゼはそれを冷静に受け流す。

「バレッタさんは、本当にカズラのことが好きなんですね」

「っ！」

　リーゼは突き出された剣を盾で受けると同時に、自らの剣で上からバレッタの剣を叩きつけた。

　その衝撃でバレッタは我に返り、慌てて剣を引っ込める。

　剣を取り落としこそしなかったが、手がじんと痺れていた。

「も、申しわけございません！　私、つい……」

「い、いえ……よくあれで剣を手放さなかったですね。びっくりしました」

　リーゼは剣を下すと、バレッタに驚いた顔を向けた。

　その
頬
 ほほ

 には汗が一筋流れていて、息も少し上がっていた。

「手は大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です……あの、本当に申しわけございませんでした。私、その……」

「いえ、私のほうこそ意地悪してごめんなさい。あなたの性格が知りたくて、わざとあんなことを言ってたんです」

　しょんぼりして謝るバレッタに、リーゼが言う。

「え？」と漏らしながら顔を上げるバレッタに、リーゼは苦笑を向けた。

「カズラがあんなに気に入っている娘ってどんな人なんだろうと思って。あ、もちろんさっき言ったことに嘘はないですよ？　お話ししたことは全部本心ですから」

「は、はあ」

「とはいえ、あんなふうに話されたら気分が悪くなりましたよね。私もいくらなんでも、やり方が
酷
 ひど

 かったです。本当にごめんなさい」

「り、リーゼ様！　顔を上げてください!!
 」

　ぺこりと頭を下げるリーゼにバレッタが慌てて言うと、リーゼはすぐに顔を上げた。

「ありがとうございます。ただ……バレッタさん」

「は、はい」

「私、負けるつもりはありませんから」

「えっ」

「お互い、頑張りましょう」

「あの、負けるつもりって」

「ね？」

「は、はい！」

　
微
 ほほ

 
笑
 え

 むリーゼに、バレッタは困惑しながらも
頷
 うなず

 いた。

　――こ、殺されるかと思った。

　優しげな
微
 ほほ

 
笑
 え

 みの裏で、リーゼは剣を交えていた時のバレッタの目付きを思い出して冷や汗をかくのだった。

　

　朝食後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はイステール一家を自室に集め、皆にバレッタを紹介していた。

　バレッタは緊張した様子で、手を膝の上で硬く握っている。

「今日から彼女にも仕事に加わってもらいます。彼女には職人の取りまとめと機具の開発指導を中心に手伝ってもらおうと思っています」

「開発指導ですか。彼女は設計ができるのですか？」

　バレッタを見やりながら問うジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

　ジルコニアはアイザックからバレッタが面会を希望しているという話は聞いていたが、返事は保留中だったのでまだ話したことはない。

　人柄や能力についても報告を受けているのだが、面会するにしても先に
一
 かず

 
良
 ら

 から紹介を受けてからのほうがいいという判断だった。

「できますよ。図面も引けますし、製材機を再設計した実績もあります。手先もかなり器用ですし、私なんかよりもよっぽど優秀です」

「えっ!?
 　そ、そんなことないですよ！　まだまだカズラさんに教えてもらわないといけないことばっかりですし……」

「いやいや、本当のことじゃないですか。仕事のほうは無理そうだったらまた考えるんで、とりあえずやってみてもらえませんか？」

「は、はい」

「……職人の取りまとめっていうと、私に付いてもらうってことでいいのかな？」

　２人がそんなやりとりをしていると、リーゼが口を挟んだ。

「ああ、それがいいかな。任せて大丈夫か？」

「うん、任せて。バレッタさん、一緒に頑張りましょうね」

「はい！」

「それで、手始めといってはなんですけど、バレッタさんが考案してくれた鉱石
粉
 ふん

 
砕
 さい

 機っていう機械を職人に作ってもらおうと思うんです」

「鉱石
粉
 ふん

 
砕
 さい

 機……鉱石を砕く機械ですか？」

　興味深げに聞いてくるナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「ええ。水車の動きに連動して、地面に設置した石の台座に
槌
 つち

 を振り下ろす機械です。今までのように人力で鉱石を砕かなくてもよくなるので、かなり楽になると思います」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、バレッタから受け取っていた図面をテーブルに広げた。

　図面には、水車から延びる軸の回転に連動して垂直運動する
槌
 つち

 のついた機械の絵が描かれていた。

　軸に取り付けられた突起が回転すると
槌
 つち

 が上方に持ち上げられ、突起が外れると重力で石の台座に落ちるというシンプルな仕組みだ。

　砕いた鉱石は熊手のような道具を使って回収するので、誤って手や足が潰されるといった事故も起きにくいだろう。

「そういえば、鉱石の採掘量はどうですか？　順調に増えてますかね？」

「はい。手押しポンプのおかげで排水が上手くいくようになったので、いくらか採掘量は増えております。思ったほど劇的には増えませんでしたが……まあ、こんなものか、といったところです」

「ふむ。一応は結果良好ってことですかね？」

「そうですな。それなりに採掘量は増えているので、良好といってよいかと思います。閉鎖した鉱山の再採掘準備も行っていますので、そちらが始まればもっと採掘量は増えるかと」

　手押しポンプは製作に手間がかかるので生産数はかなり少ないが、少しずつ数は揃い始めている。

　完成した端から鉱山と
開
 かい

 
墾
 こん

 地に優先的に設置され、その性能をいかんなく発揮していた。

　盗難防止のために四六時中警備をつけたり、１日の作業終了後には撤去したりしているので人件費はかさんでいるのだが。

「それと、鉱山に関連してもう１つ相談があります。青銅に代わる、新たな金属の開発についてです」

「新たな金属、ですか？」

「ええ、鉄という金属で、青銅よりも強くて安価な金属です。おそらくですが、バルベールはすでにこの新たな金属を開発しています」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ナルソンとジルコニアの顔色が変わった。

　以前より耳にしていた、バルベールにおける
錫
 すず

 の
枯
 こ

 
渇
 かつ

 と木材生産量の増加の情報がとっさに頭に浮かんだからだ。

「鉄という金属は、銅や
錫
 すず

 とは比べ物にならないくらい安価です。
錫
 すず

 の
枯
 こ

 
渇
 かつ

 や軍制改革などの情報を照らし合わせて考えると、まず間違いなく鉄の開発に成功しているのではないかと」

「その鉄という金属は、加工は容易なのですか？」

「青銅と比較すると難しいですね。鉄は青銅よりも硬くて溶かしにくいので、加工技術も高度になります」

「安価というのは、銅や
錫
 すず

 に比べて採掘しやすいということですか？」

「そのとおりです。埋蔵量がくらべものにならないので、容易に調達できます。現に、北西の山岳地帯にも鉄の
大
 だい

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 が存在しています」

「なんと、そのような
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 が領内にあったとは……バルベールにも
大
 だい

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 があるのでしょうか？」

「それは分かりませんが、資料に載っていた木材の生産量を鑑みると、あちらにも
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 があると見て間違いありません」

　説明を聞き、ナルソンの表情が険しくなった。

「むう……青銅の代わりに鉄を使えば、兵士の装備をすべて支給することも可能ということですか。まさかそのようなものをバルベールが開発しているとは、夢にも思いませんでした」

「確定というわけではないですけどね。ですが、十中八九、鉄を開発したとみて間違いないかと思います。おそらく４年前には鉄を発見し、技術の確立は２年から１年半前かと……」

「こちらもすぐに鉄の採掘を始めましょう。
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 の場所は分かっているのですか？」

　横から口を挟んだジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「私は詳しい場所は知りませんが、バレッタさんが
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 を発見しました。なので、案内は彼女に……」

「分かりました。バレッタ、アイザックを付けるから、採掘の人員を連れて
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 まで案内してもらえる？」

「はい」

「急ぎで悪いんだけど、すぐに準備してもらえるかしら。午後には出発して欲しいの。あと、地図を確認したいから、ちょっと付いてきてくれる？」

「は、はい！」

　立ち上がったジルコニアに続き、バレッタも慌てて席を立つ。

「えっ、そんなに急がなくても」

　すでに扉へ向かっているジルコニアに
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、彼女は険しい表情のまま振り返った。

「いえ、すでにバルベールに先を越されているというのであれば、一刻の
猶
 ゆう

 
予
 よ

 もありません。早急に鉄の採掘を始めなければ」

「それなら私も一緒に……」

「
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 の場所を確認して採掘指示を出すだけですから、彼女たちだけでも大丈夫でしょう。それに、カズラさんには鉄を加工する準備をお願いできればと思うのですが」

「そう……ですね。分かりました」

「無理を言ってごめんなさい。よろしくお願いしますね」

　ジルコニアはそう言うと、バレッタを伴って部屋を出て行った。

「なんだかあの娘、屋敷に来て早々忙しいわね……どうかしたの？」

　難しい顔をしている
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが首を傾げる。

「いや、俺１人で
炉
 ろ

 を造るのかって」

「私も手伝うよ。それに、人手が足りないならいくらでも集めればいいじゃない」

「そういうことじゃなくて、バレッタさんはもう村で
炉
 ろ

 を造ったことがあるらしいんだよ。だから、造り方は彼女に聞けばいいやって思ってたんだ」

「カズラ殿は造り方を知らないのですか？」

　２人の話を聞いていたナルソンが、驚いた様子で言う。

「いや、造り方は分かるんですが、実際に造ったことが一度もないので上手くできるか不安なんです。バレッタさんは
炉
 ろ

 を使ったこともあるらしいんで、彼女に聞きながら造れば問題ないと思ってたんですよ」

「えっ、あの娘、カズラに聞かないで自分で造っちゃったの？」

「うん」

「それってすごくない？」

「正直かなりすごいと思う」

「……」

「どうかしましたか？」

　難しい顔で考え込んでいるナルソンに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

「いえ、何でもありません。彼女が実際に
炉
 ろ

 を造ったことがあるというのなら、彼女が帰って来るまでに材料をそろえておくというのはどうでしょうか？　数日あれば戻ってくるでしょうし、製作に取り掛かるのはそれからでも遅くはないかと」

「そうですね、そうしましょうか。製作には耐熱性のある特殊なレンガを使うんで、そちらの準備を先にしておきましょう」

　こうして、バレッタが留守の間、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは製鉄の準備を進めておくことになった。

　

　一方、執務室に移動したバレッタとジルコニアは、２人並んで山岳地帯の地図を眺めていた。

　バレッタはグリセア村から延びる川を指でなぞり、
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 のある場所まで指を這わせる。

「この辺り一帯の岩肌すべてが
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 で、川沿いには砕けた
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 がごろごろしています。岩肌を削って採掘を行わなくても、落ちているものを集めればかなりの量になるはずです」

「ここ一帯がすべて……相当な広さね。よくこんなところ見つけたわね」

「村で狩人をしているかたに鉱石の見本を見せて、見覚えがある場所を案内してもらったんです。私１人ではとても見つけられなかったと思います」

「ふーん……村からこの場所まではかなりの距離があるわね。徒歩で行ったの？」

「えっと……」

　ためらった様子のバレッタに気づき、ジルコニアがふっと
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「あなたたちに祝福の力が備わっていることは聞いているから、隠さなくても大丈夫よ。走って山まで行ったんでしょう？」

「は、はい」

「時間はどれくらいかかったの？」

「……半日くらいだったと思います」

　実際は１時間半ほどで
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 に着いているのだが、バレッタはかなり
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 して答えた。

　ジルコニアは驚いたように、少し眉を上げる。

「すごいわね。まるでラタに乗って行ったみたい。私もカズラさんからエイヨウドリンクっていう薬をもらって飲んだことがあるけど、あの疲れ知らずの状態がずっと続く感じかしら？」

「はい、そんな感じです」

「それならずっと走りっぱなしでも大丈夫ね。納得した」

　ジルコニアは軽い調子で笑って返す。

　特に突っ込んで質問をする様子もなく、バレッタは内心ほっとした。

「でも、屋敷に来て早々に遠出させることになってごめんなさいね。帰って来れそうだったら、案内が終わったら先に戻ってきちゃってもいいから」

「はい、ありがとうございます。それよりその……ジルコニア様にお話ししたいことがあって……」

　バレッタがそう言うと、ジルコニアはきょとんとした表情を見せた。

「話したいこと？　……ああ、アイザックが言ってた面会の話？」

「はい。もしよろしければ、少し時間をいただきたいのですが」

「ええ、構わないわよ」

「それでは、すみませんが私の部屋で……」

　バレッタは地図を棚に戻すと、ジルコニアを連れて部屋を出た。

　

　バレッタは自室に入ると、部屋の
隅
 すみ

 に置いておいた木箱から数枚の紙束を取り出した。

　備え付けのテーブルにそれを広げ、ジルコニアとともにのぞき込む。

「これは……弓の設計図かしら？　何だか変わった形をしているけど」

「はい。クロスボウという名前の弓です」

　広げられた紙は、クロスボウと呼ばれる機械弓の設計図だった。

　図面のあちこちにメモ書きがされており、射程や特性について記されている。

　ジルコニアは図面をしげしげと見つめると、それをめくって２枚目を見た。

　そこには、３点のパーツに分解されたクロスボウが描かれていた。

「組み立てて使うの？」

「そうです。各部位ごとに製作して、組み立てて使います。使用していて不具合が出た際も、部品の交換で対応できます」

　バレッタの設計したクロスボウは、生産性を重視した組み立て式のものだった。

　部位は弓部分、胴部分、持ち手部分の３つに区分けされている。

　それらの接合部分は
鋲
 びよう

 で固定され、金属の棒と
金
 かな

 
槌
 づち

 があれば容易に分解してパーツの交換やメンテナンスをすることができる。

　弓部分は威力と射程を向上させるために大きく
歪
 わい

 
曲
 きよく

 したような形状になっており、引きしろを大幅に増大させていた。

　紀元前５世紀頃の中国で使われていた形状のものと、ほぼ同じ構造である。

「どういう武器か説明してくれる？　あと、普通の弓との違いは？」

「板のしなりと反発力を動力に用いた武器で、ボルトと呼ばれる太い矢を台座に固定して、弓と同じく弦で矢を発射する武器です。訓練が容易かつ高威力で、誰でもすぐに扱うことができます。ただ、弓に比べると射撃準備に時間がかかるので、連射がききません」

「ふーん……現物はある？」

「あります。今お見せします」

　バレッタはテーブルを離れると、壁際の布で覆われた物体に歩み寄り、布をはいだ。

　出てきたものは、組み上がった状態のクロスボウと矢筒だ。

　バレッタはそれらをテーブルに置いた。

「これがクロスボウです。少し重いですが、とても強力な武器です」

　ジルコニアはクロスボウを両手で持つと、しげしげと眺めた。

「ずいぶんと大きいわね……使い方は？」

「この輪っかに足をかけてから弦をこの止め具にまで引っ張りあげて、矢を乗せます。その後、この引き金を引くと矢が発射されます。持ち方はこうで、狙い方は……」

　バレッタはクロスボウを持つジルコニアの手に自らの手を添え、使い方を指導する。

　クロスボウには弦を引っ掛ける止め具を流用したアイアンサイト（凹型の照準器）がついており、だいたいの狙いをつけることができるようになっていた。

　ジルコニアはバレッタに使い方を聞きながら、クロスボウの先に付いている金属の輪に足をかけた。

　弦を引きながら少し顔をしかめたが、そのまま止め具にまで弦を引っ張り上げる。

「矢を
番
 つが

 えるのにかなり時間がかかるわね。これじゃあ数射もしないうちに、敵の弓兵や投石兵にやられてしまうわ」

「そこは用兵でカバーできます。兵士を３人１組にして、代わりばんこに射撃を行うんです」

　バレッタはそう言いながら、ボールペンを取り出すと図面の端に絵を描き始めた。

　丸を３つ縦に並べて描き、一番後ろの丸から矢印を引っ張って先頭の丸の手前に向ける。

「先頭の者が射撃を行ったら、最後尾の者が一番前に出て射撃を行います。その間に、最初に撃った者は矢を
番
 つが

 えるんです」

「代わりばんこに撃って隙をなくすってこと？」

「そうです。間断なく射撃を続けながら、少しずつ部隊を前進させる戦法です。クロスボウの矢は非常に強力なので、ちょっとやそっとの鎧なら
貫
 かん

 
通
 つう

 します」

　バレッタは矢筒から鉄製の矢を取り出すと、ジルコニアに手渡した。

　矢は鋳造したもので、矢じりから柄まですべてが鉄製だ。

　バレッタは再び部屋の
隅
 すみ

 の木箱に向かうと、中から分厚い板を取り出して壁に立てかけた。

「なるほどね。でも、部品が多くて作るのが大変そうね」

「そんなことはありません。木製の部品は部位ごとに区切られていますから製作は容易ですし、その他の部品は溶かした鉄を型に流し込めば作ることができるように設計してあります。武器職人でなくても製造と修理ができるうえに、大量生産が可能です」

　その言葉に、ジルコニアはバレッタに目を向けた。

「歩兵が、殺人兵器になります」

　バレッタはそう言うと、ジルコニアからクロスボウを受け取って矢を
番
 つが

 えた。

　今しがた立てかけた板に狙いを定め、人差し指で引き金を絞る。

　鋭い音を響かせて鉄の矢が射出され、板に深々と突き刺さった。

　ジルコニアは矢の刺さった板を一瞥すると、バレッタに視線を戻した。

「話っていうのは、こういう武器の作り方を私たちに教えるってこと？」

「はい。今お見せしたクロスボウは個人用の携行武器ですが、複数人で使用する大型の攻撃兵器もいくつか設計してあります。４年以内に再開されるかもしれないバルベールとの戦争には、こういった強力な武器が大量に必要になるはずです」

「……４年以内に、か」

　ひとりごちるようにつぶやくジルコニアに、バレッタは
頷
 うなず

 く。

「バルベールがクレイラッツに接触しているかもしれないということと、おそらくクレイラッツは裏切るだろうという話をカズラさんから聞きました。もしそうなるのなら、今から大急ぎで準備しておかなければ取り返しのつかないことになります」

「話は分かったわ。それで、この武器の作り方は、カズラさんに教えてもらったの？」

「はい。直接ではありませんが」

「これを私たちに教えること、カズラさんは承知してる？」

「……いえ、まだ話してません」

「カズラさんに内緒で、ってことね。理由を教えてくれる？」

「……」

　バレッタは少しの間うつむいて黙っていたが、顔を上げると口を開いた。

「これらの図面に描かれている数々の武器は、まだこの世界にはない強力なものばかりです。実際に使われることになったら、きっとたくさんの命を奪うことになります。だから……」

「彼の代わりにあなたが私たちに技術を勝手に教えて、彼が人殺しの罪悪感に
苛
 さいな

 まれないよう、身代わりになる？」

「……」

　こくりと
頷
 うなず

 くバレッタに、ジルコニアはやれやれと首を振った。

　バレッタがそのようなことを考えているだろうことは、先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋で彼女が彼に向けていた眼差しと、この部屋で図面を広げた時の表情から何となく想像がついていた。

　ここまで高い技術力を持っているとは、さすがに想定外だったが。

「悪いけど、その話に乗ることはできないわ」

「え？」

　ジルコニアは板に歩み寄ると、矢を両手で握り板に足をかけた。

　矢をぐりぐりとねじり、無理矢理引き抜く。

「本格的にこれを生産することになったら、遅かれ早かれカズラさんの耳に入るわ。そうなった時、彼になんて説明するというの？　あなたに作り方を教えてもらったから、これ幸いと黙ってたくさん作ってましたって説明しろと？」

「……カズラさんが気づかないように、どこか別の場所で生産すれば大丈夫です。資材と人員を確保していただければ、グリセア村でも生産できます」

「あなたの言うとおり彼に隠れて武器を生産したとして、それからどうするの？　戦争が再開されたら、いきなり彼の目の前で武器を使い始めるの？　バルベールを撃退できたとしても、今もあれだけ力を尽くしてくれている彼を私たちは裏切ることになってしまうのよ？」

「……」

「確かに彼の殺しに対する罪悪感は薄めることができるかもしれないけど、それ以上に彼を侮辱して傷付けることになると思うわ。とても賛成できない」

「……それでも、私は」

　再びうつむくバレッタに、ジルコニアはゆっくりと歩み寄った。

　その手をとり、持っていた矢を握らせて両手で優しく包む。

　バレッタは
戸
 と

 
惑
 まど

 った表情で、ジルコニアを見上げた。

「少し、冷静になりなさい」

　その言葉に、バレッタはジルコニアをじっと見つめた。

　ジルコニアも、バレッタの
瞳
 ひとみ

 を真っすぐに見つめる。

「彼はとても優しいけど、あなたが考えているようなヤワな人間じゃない。何が大切なのか、きちんと優先順位を考えられる人よ。私は、そう思ってる」

「……」

　感情の読み取れない
瞳
 ひとみ

 で見つめてくるバレッタをジルコニアは見返しつつ、その握る手に少し力を込めた。

「別にあなたを邪険にしてるわけじゃないの。物事には優先順位があるのよ。それは分かるわね？」

「……はい」

「なら、勝手に動くような真似はやめなさい。私もナルソンも、もちろんカズラさんだって、相談があればちゃんと聞くから」

「はい」

「……本当に分かった？」

　いぶかしげに問うジルコニアに、バレッタはしっかりと
頷
 うなず

 いた。

「はい、分かりました。勝手な真似をして、申しわけございませんでした」

「私に謝られても困るんだけど……まあ、分かってくれたならそれでいいの」

　ジルコニアは
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、バレッタの手を離した。

「あなたがすごく優秀だってことは図面を見てよく分かったし、他にもいろいろできるってアイザックから聞いているわ。期待してるから、頑張りなさい」

「はい」

「それと、何か思いついたらどんどん提案してちょうだい。遠慮しなくていいから」

「はい。ありがとうございます」

「じゃあ、私は戻るわね。あなたは出立の準備をしておきなさい」

「分かりました」

　静かになってしまったバレッタにジルコニアは苦笑すると、一度ぽんと頭を
撫
 な

 でてから部屋を出て行った。

　バレッタはそれを見送り、矢を握る自身の手に目を落とす。

「……私は、冷静です」

　自分に言い聞かせるように、そうつぶやいた。





　

第２章　霧の先へ

　

　夕焼け色に染まる森の中、コルツは目の前に立てられたカカシと向き合いながら、もぞもぞと足を動かしていた。

　手には木の棒が握られており、握り手の部分は
若
 じやつ

 
干
 かん

 
擦
 こす

 れて黒くなっている。

「うーん……何か違うんだよな。バレッタ姉ちゃんがやってるの、ちゃんと見てたんだけどなあ……」

　以前見たバレッタの訓練姿を思い出しながら、棒を構える。

　右半身を前に出すようにし、棒を腰の位置で握った。

　彼女がやっていたように構えてみるが、どうにもしっくりこない。

「足が閉じすぎています。あと足１つ分広げましょう」

「うわあっ!?
 」

　不意に背後から声をかけられ、コルツは口から心臓が飛び出さんばかりに驚いた。

　振り向くと、そこには長い黒髪の若い女が立っていた。

　長
袖
 そで

 の旅服の上に
外
 がい

 
套
 とう

 をまとい、腰には長剣を挿している。

　手には木編みのカゴを下げており、中には熟した木の実やキノコがたくさん入っていた。

　剣を携えている以外は、村の入口に駐屯している部隊の使用人と同じ格好だ。

「１人で練習をしているのですか？」

「……ごめんなさい」

　コルツが謝ると、彼女はきょとんとした顔をした。

「どうして謝るのですか？」

「どうしてって……シア姉ちゃんたちが練習してるのを俺が隠れて見てたから、怒ってるんでしょ？」

　コルツは村はずれの森でバレッタとシルベストリアが武術の訓練をしていることを偶然知ってから、こっそり隠れて毎日見学していた。

　さっきの独り言を聞かれてそれがバレたのだと思い、怒られてしまうと
怯
 おび

 えているのだ。

　ちなみに、シア姉ちゃんとは子どもたちが呼んでいるシルベストリアの愛称である。

「別に怒ったりはしませんよ」

　ビクビクしているコルツに、彼女は困ったように苦笑した。

「でも、シア姉ちゃんには言うんでしょ？」

「言ったほうがいいですか？」

「や、やめてよ！　シア姉ちゃん、怒るとめちゃくちゃ怖いんだよ！」

　シルベストリアは普段はきさくでとても優しいが、本気で怒った時の迫力は半端ではない。

　数日前、彼女が子どもたちと川に遊びに行っている隙に、いたずら好きな１人の男の子が彼女の天幕に『探検』と称して侵入したことがあった。

　彼はベッドに立てかけてあった長剣を見つけると、こともあろうに鞘から抜いて天幕内で遊びだしてしまったのだ。

　そして間の悪いことに、シルベストリアが
釣
 つり

 
竿
 ざお

 を忘れたことに気づいて天幕に戻ってきてしまった。

　何も知らずに天幕に入ったシルベストリアの鼻先ギリギリのところを男の子が振るった剣がかすめ、その後はもう地獄絵図である。

　駐屯地中に響き渡るほどの怒声が彼女の天幕から発され、30
 分後には涙と鼻水で顔をぐしょぐしょにした男の子がガクガク震えながら失禁した状態で、兵士に家まで送り届けられた。

　シア姉ちゃんを怒らせるととんでもないことになる、という認識が子どもたちの間で共有された事件だった。

「分かりました。言いませんから、安心してください」

「……本当？」

「ええ、本当です」

「絶対に言わないでよ？　約束だよ？」

「はい。約束です」

　彼女はコルツに優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、彼の持っている棒に目を向けた。

「私でよければ、剣術を教えて差し上げましょうか？」

「えっ、いいの!?
 」

　驚きと期待に
瞳
 ひとみ

 を輝かせるコルツに、彼女は
頷
 うなず

 く。

「剣が使えるようになりたいのでしょう？　彼女たちのような形とは違いますが、それでもよければお教えしますよ」

　彼女はそう言うと、カゴを下ろして剣を抜いた。

「まずは基本の形から始めましょう。私の真似をしてください」

　両手で剣の柄を握り、剣先を頭上に向けて右腕を引き、胸の前で剣を掲げるようにする。

　左半身を前にして斜めに立ち、足を大きく開いて少し膝を曲げて腰を落とした。

「いいですか。重心を下げるように意識して……どうしました？」

　何ともいえない表情で見つめてくるコルツに、彼女は首を傾げた。

「その構え方、何だか格好悪い……」

「……後で格好いい構え方も教えます。さあ、構えてください」

　彼女にうながされ、コルツは慌てて棒を構える。

　彼女はいったん剣を下ろすと、コルツに歩み寄って背中に手を添えた。

「背筋が曲がっています。背中に一本棒を通したような感じ……で……」

「どうしたの？」

　身体に触れた途端、急に言葉を詰まらせた彼女に、コルツは首を傾げた。

「……いえ。そう、手はその位置です。足の幅はもっと広げましょう」

　彼女は何もなかったかのようにそう言うと、コルツの姿勢を直し始めた。

　

　辺りが薄暗くなってきた頃。

　彼女は剣の振るいかたや受けかたなどをコルツに一通り教えると、剣を鞘に戻した。

「だいたいこのような形です。私も人がやっているのを見ていただけなので、これが正しいのかは分かりませんけど」

「ちょっ!?
 　ここまで教えておいてそんなこと言うなよ！」

　しこたま指導した後でとんでもないことを言う彼女に、コルツが不満の声を漏らす。

　彼女は小さく笑うと、地面に置いておいたカゴを拾い上げた。

「たぶん大丈夫ですよ。だいたい合っているはずですから」

　そう言って、カゴをコルツに差し出した。

「これを差し上げます。これだけあれば足りますか？」

「足りるけど……え、何で知ってるの？」

　コルツはここに来る前、母親から近くの森でキノコと木の実を採ってくるように頼まれていた。

　だが、採取をせず彼女から剣術を教わっていたので、当然のごとく手ぶらである。

　今日だけでなく、最近はいつも言いつけそっちのけで剣術の真似事をしていたため、ほとんど採取をしておらず、帰るたびに叱られていた。

「お父さんとお母さんの言うことは聞かないとダメです。次からは採取をしてから練習をしましょうね」

　彼女はずれた答えを返すと、コルツの頭を優しく
撫
 な

 でて
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「そろそろ日が落ちます。今日はもう帰りなさい」

「うん……明日も教えてくれる？」

「もちろんです。いつでもいらっしゃい」

「やった！　絶対だよ？」

　飛び上がって喜ぶコルツに、彼女は苦笑した。

「約束は守ります。ほら、早く帰らないとご両親が心配しますよ」

　彼女に背中を押され、コルツは家へと向かって歩き出した。

「あ、そうだ。お姉ちゃんの名前……あれ？」

　まだ彼女の名前を聞いていなかったことに気づき、コルツは振り返った。

　だがそこには誰もおらず、薄暗い森が広がるばかりだ。

　慌ててきょろきょろと辺りを見渡すが、気配すら感じられなかった。

　声を上げて彼女を呼ぶが、声は空しく森に響くばかりで返事は返ってこない。

「……え、嘘だろ。もしかして、あの人も神様かよ。いったい何人いるんだよ」

　コルツは一瞬焦ったが、かつて目の前で
一
 かず

 
良
 ら

 が消え去った時のことを思い出して落ち着きを取り戻した。

　グレイシオールと毎日のように会っていたコルツにとって、ここにきてまた神が現れたとしても別に驚くようなことではない。

　自分に剣術を教えてくれたことから、きっと彼女は戦いの神であるオルマシオールだろうと勝手に納得した。

　それならば、自分が親から採取を頼まれていたことを知っていたことにも納得ができる。

「オルマシオール様も来たってことは、やっぱり戦争が始まるのかな……ていうか、オルマシオール様、カズラ様がイステリアに行っちゃったこと知らないのかな？」

　コルツは少しの間その場で考えていたが、考えても仕方がないという結論に達し、家に向かって駆けていった。

　

　翌日、
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼを伴って、イステリアの街なかにある一軒のレンガ工房を訪れていた。

　工房の敷地はとても広く、高い屋根の付いた建物の中には大きなドーム状のレンガ窯がいくつも鎮座していた。

　そのなかの１つの窯の前で、
一
 かず

 
良
 ら

 は１人の
白髪
 しらが

 の老人と立ち話をしていた。

　彼はこの工房の親方で、イステール領で一番の腕を持つレンガ職人だ。

　イステリアに住む貴族の邸宅に使われているレンガは、ほとんどが彼の工房で作られたものであるらしい。

「ろう石を石臼で粉々に砕いたら、粘土とよく混ぜて普通のレンガと同じように整形して干しておいてください。混ぜる割合や大きさは、今渡した紙に書いてあるとおりでお願いします」

「ふむ、粉にしたろう石を混ぜると火に強くなるのですか。いろいろな場所の粘土を採ってきて試したことはありましたが、ろう石を混ぜたことはありませんでしたな」

　彼は手渡された皮紙に目を落とし、感心した様子で
顎
 あご

 を
擦
 こす

 った。

「そのレンガの製法は極秘なので、外部には漏らさないようにお願いします。おそらく、今まで作られていたレンガとは耐熱性が段違いですので、他国に製法が漏れると厄介なことになりますから」

「ほう、そんなにすごいのですか。これは完成が楽しみですな。乾燥が終わったら、最優先で焼き上げることにしましょう」

「いえ、そのレンガは別の窯で焼くので、そのまま置いておいてください。後で回収しにきますから」

　グリセア村にはバレッタお手製のレンガ窯があるはずなので、焼成作業はその窯を使う予定だ。

　
高
 こう

 
炉
 ろ

 に使う耐火レンガは長期にわたって
酷
 こく

 
使
 し

 することになるので、どうせなら高品質なものを作りたい。

　イステリアで耐火粘土を作製してレンガ窯を作ってもいいのだが、今から作るのでは時間がかかる。

　日本製の耐火レンガを使って作られているグリセア村の窯を使ったほうが、より高温で焼けるため、質のいい耐火レンガが造れるだろう。

「別の窯？　ここよりも質のいい窯を持つ別の工房があるのですか？」

「いえ、質がいいというか……別の場所にろう石を使ったレンガで試験的に作った窯があるんですよ。そこでなら高温でレンガが焼けるので、そちらに持って行こうと思って」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言葉を選びながら答えると、親方は「ほほう」と意味ありげに
唸
 うな

 ってみせた。

「それはあれですか、最近
噂
 うわさ

 になっているグレイシオール様のお力添えというやつですかな？」

「……何ですって？」

「おや、違いましたかな？」

　思わず
一
 かず

 
良
 ら

 が聞き返すと、親方は意外そうな表情をした。

「あの、その
噂
 うわさ

 ってどんな話なのか教えてもらえますか？」

「今年の夏頃にグレイシオール様が領内に現れて、あちこちの村や街を救って回ったという話です。なんでも、今グレイシオール様はイステリアにやってきていて、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯を復活させたり水車などの新しい道具の知識を我々に与えてくださっているとか」

「そ、そうですか。それはすごい話ですね」

「もしかしたらとは思っていましたが、やはりただの
噂
 うわさ

 
話
 ばなし

 でしたか。まあ、グレイシオール様がそこまでイステール領を気にかけているのなら、この間の戦争の時にとっくに現れているはずですな。グレイシオール様にお会いできるかもと、少し期待していたのですが。残念です」

　愉快そうに声を上げて笑う親方に
一
 かず

 
良
 ら

 は合わせるようにして笑う。

　少し脚色されてはいるが、内容はほぼ当たっている。

「ところで、その試験的に作ったレンガ窯を私も見てみたいのですが、見せていただくことはできますか？」

「ええ、こちらとしてもぜひ見ていただきたいです。乾燥させたレンガを運ぶ際に、窯が置いてある村まで一緒に行きましょう。出来上がったレンガを使ってこちらにも窯や
炉
 ろ

 を造っていただかないといけないので、参考にしていただければと思います」

「それはよかった。どれほどの腕を持った職人が造ったのか、今から見るのが楽しみです。行く時は弟子たちも連れて行きましょう」

　こうして話をつけ、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは礼を言ってその場を後にするのだった。

　

「何だかんだで
噂
 うわさ

 が広まっちゃってるみたいだね。さすがに騒ぎになるほどじゃないみたいだけど」

　工房を出て馬車に乗り込むと、すぐにリーゼが小声で
一
 かず

 
良
 ら

 に話しかけた。

　馬車は屋根付きの乗合馬車のような形状のものだ。

　少し肌寒いが、周囲がよく見えるので個室型の馬車よりもこちらのほうがいいという意見で２人は一致していた。

　ちなみに、この馬車は以前
一
 かず

 
良
 ら

 が日本で調べてきた『
懸
 けん

 
架
 か

 
式
 しき

 』という振動対策を採用した新型馬車である。

　旧式の馬車に比べて乗り心地は格段にいいのだが、生産の優先順位が低いためにまだ数台しか作られておらず、一般層にまでは技術が普及していない。

「まあ、仕方ないといえば仕方ないけどな。
若
 じやつ

 
干
 かん

 、話に尾ひれが付いてるみたいだけど」

「
噂
 うわさ

 
話
 ばなし

 なんてそんなものでしょ。でも、けっこう当たってたね」

「そうだな。でも、水車の話まで出てくるとは思わなかったな」

　以前、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯で肥料散布の作業指示を出していた時に、
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉をこの国の言葉を話せない者までが理解できたといった出来事があった。

　
噂
 うわさ

 の出所はその者たちであるはずなので、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の復活がグレイシオールの行いだとして
噂
 うわさ

 が広まるのは分かる。

　だが、水車の開発までがグレイシオール発であるということになっているのは予想外だった。

「広まってても
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の復活止まりだと思ってたんだけど、
噂
 うわさ

 ってのはどう脚色されるか分からないもんだな……」

「肥料を撒いた時と水車を設置し始めたのは同時期だったし、それは仕方ないんじゃない？」

「でも、慈悲と豊穣の神様が水車の作り方を教えるっていう話は違和感がないか？　もっとこう、技術とか知識の神様の行いだって
噂
 うわさ

 が立つなら分かるけどさ」

「そう？　別に変だとは思わないけど……そういえば、前にカズラの国にはオルマシオール様とかガイエルシオール様みたいなのがいるって言ってたけど、技術と知識が担当の人もいるの？」

「技術と知識……ああ、いるいる。天変地異を起こして世の中を恐怖のどん底に落とした後に学問の神様になったすごいお方が」

「な、なにそれ……名前はなんていうの？」

「
菅
 すが

 
原
 わらの

 
道
 みち

 
真
 ざね

 っていう、通称、
天
 てん

 
神
 じん

 
様
 さま

 って呼ばれているお方だ」

　
菅
 すが

 
原
 わらの

 
道
 みち

 
真
 ざね

 は、平安時代の政治家である。

　一般的には文才に優れた学者として知られ、政治的な失脚の末に不遇の死をとげた人物として有名だ。

　死後に政敵を呪い殺したあげく、都に天変地異を巻き起こしたとされ、その怨念を静めるために
御
 ご

 
霊
 りよう

 
信
 しん

 
仰
 こう

 と呼ばれる日本の独特な風習で神様として奉られた。

　現在では天満宮（天満神社）が奉る学問の神様として、人びとの信仰を集めている。

「スガワラノミチザネシオール様か。長い名前だね」

「いや、シオールはいらないから」

「え？　だって、スガワラノミチザネって『学問』って意味なんでしょ？　学問をつかさどるからスガワラノミチザネシオール様なんじゃないの？」

「それだと俺なんて『カズラシオール』になっちゃうだろ。そのまま
菅
 すが

 
原
 わらの

 
道
 みち

 
真
 ざね

 様でいいんだよ」

「……ああ！　テンジンシオール様って呼び方が正しいってことね！」

「うん、言いたいことは何となく分かった。とりあえずシオールから離れようか」

　ぱからぱからと蹄の音を聞きながら、２人は並んで言葉を交わす。

　通りを行き交う人びとはリーゼを見ると立ち止まり、腰を折って
挨
 あい

 
拶
 さつ

 する。

　いつもそうしているように、リーゼは笑顔で手を振ってそれらに応えていた。

　並んで歩く
一
 かず

 
良
 ら

 にも自然と視線は集まり、あちこちで何やらひそひそと話している人びとの姿が視界に入る。

「そういえば、耐火レンガはイステリアでも作れるようにするの？」

「そのつもり。せっかくだから、生産効率がいい特殊なレンガ窯も作ろうかと思ってる」

「へえ、そんなのがあるんだ。どんな形してるの？」

「さっきの工房にあったような窯を、坂道に段々に設置して連結したような形かな。登り窯っていう窯で、一度にたくさんレンガとか土器を焼けるし、燃料も少なくて済むんだよ。もちろん炭焼きにも使えるぞ」

　登り窯とは、かまくらのような形の窯を段にして何個も連結した形状の窯だ。

　温かい空気は上に昇る性質があるので、それを利用して下の段の余熱を使い、上部の窯を温めることができる。

　すべての窯には口がついており、そこから薪を追加して余熱で温まった窯を加熱できるので燃料の節約になる。

　当然、生産効率も従来の窯に比べれば段違いだ。

「そうなんだ。なら、レンガの材料をたくさん用意しておかないといけないね。炭にする木材も用意しておかないと」

　今は11
 月末であり、間もなく冬が訪れる。

　冬場は薪の価格が上がると以前聞いた覚えがあったが、そこからさらに高騰させてしまっては市民に迷惑をかけてしまう。

　食料価格の低下で活気を取り戻し始めた市場に水を差しかねないので、大規模な買い付けは避けなければならないだろう。

　もうしばらくしたら
一
 かず

 
良
 ら

 はいったん日本に戻る予定なので、その時にホームセンターで炭を大量購入してしまってもいい。

　いざとなったら日本から高品質な鉄を直接持ってきてしまってもいいのだが、休戦協定の期限まで４年も
猶
 ゆう

 
予
 よ

 があるので、そこまで焦る必要はないと
一
 かず

 
良
 ら

 は考えていた。

「そうだな。そろそろ冬になるから需要も増えるだろうし、早めに確保しておかないといけないな……あ」

「どうしたの？」

　ふと思い出したように声を上げた
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼが小首を傾げる。

「４カ月くらい前の話なんだけどさ、グリセア村で作物が不作でどうにもならないから、代わりに木材を租税として
納
 おさ

 めるってことになったんだ。他にも同じ状態の農村がたくさんあるはずだから、それらの村からは少なくとも来年の春か夏までは租税は木材で入ってくるってことになるだろ？　それを製鉄とレンガ作りの燃料に回せばいいんじゃないかな」

「へえ、そんなことになってたんだ。それなら、薪の心配はしなくてもよくなるね。どれくらい入ってきてるのか、後でお父様に聞いてみよっか」

「うん、そうしよう。しかし、まさか
飢
 き

 
饉
 きん

 の影響が役立つ方向に働くとは思わなかったな。どこで何が関係してくるのか分からないもんだ」

　そんな話をしながら、２人は馬車に揺られて次の目的地へと向かうのだった。

　

　２日後の朝。

　アイザックとバレッタは、少数の鉱夫や護衛とともに
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 がある河原に到着していた。

　バレッタは皆を岩壁の
傍
 そば

 に集めると、採掘作業の説明を始める。

「この
縞
 しま

 
模
 も

 
様
 よう

 の岩壁すべてが
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 です。河原に山積みになっている石にも
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 がかなり含まれているので、まずはこれらを回収するのがいいと思います」

　落ちている
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 をいくつか拾い上げ、見本として鉱夫たちに手渡す。

　彼らはそれを受け取って
頷
 うなず

 きながらも、先ほどから気になっているものにちらちらと視線を向けていた。

「集めた鉱石は
筏
 いかだ

 に載せて、川を下るのが手っ取り早いです。ここに来るまでにたどってきた川を使って、イステリアまで順次輸送してください」

「あの、バレッタさん、ちょっといいですか？」

「なんですか？」

　早口で説明をするバレッタに、皆を代表してアイザックが口を挟む。

　アイザックが目を向けた方向には、何本もの白灰色の煙が木々の上に延びるように立ち昇っていた。

　煙の出所はそれほど離れてはいないようで、少し歩けばたどり着くことができるだろう。

「山の向こうに煙がいくつも上がっているようなんですが、あれは何ですか？」

「炭焼き窯から出る煙です。そういえば、炭も作らないといけなかったですね」

「もう窯が用意してあるんですか。いくつくらいあるんです？」

「全部で10
 基ですね。村で使っている
炉
 ろ

 には大量の木炭が必要になるので、常に炭を作り続けている状態です」

　イステリアに向かう前、バレッタは
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 の収集や炭焼きなど、すべての作業をグリセア村の人びとに引き継いできていた。

　河原をよく見てみると、
筏
 いかだ

 用に切り出された材木の残骸や、調理に使ったであろう
焚
 た

 き火の跡がいくつか残っている。

「ということは、あそこにはグリセア村の人が常駐しているんですか？」

「ええ、数人交代で炭を焼いてもらっています。山のことで分からないことがあったり困ったことがあったら、彼らに相談してみてください。それと、村の人たちも頻繁にこの場所に鉱石を採りに来ると思うので、見かけても怪しまないでくださいね」

　バレッタはそう言うと、皆に向き直って説明を再開した。

　周辺地理についても地図を広げて簡単に説明し、内容をまとめたメモ紙を鉱夫のリーダーに手渡す。

　説明を済ませると、自分の着替えが入ったズダ袋を手に取った。

「では、私は先に帰ります」

「え、先に帰るって、ここから１人で帰るつもりですか？」

「はい。走って帰ればすぐなので」

「でも、帰るにしてもかなり時間がかかりますし、１人では危ないですよ。私たちと一緒に帰ったほうが……」

「いえ、自分の身は自分で守れるので大丈夫です。それでは」

　バレッタはそう言うと太陽の位置を確認し、森へと入っていった。

　

　山岳地帯の森を抜け、荒野を２時間ほど走ってバレッタはグリセア村に帰ってきた。

　村に入る前にシルベストリアに
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を済まそうと、村の入口にある守備隊の駐屯地へと向かう。

　見張りの兵士に声をかけていると、駐屯地の奥から誰かが走ってきた。

「バレッタ!!
 」

　シルベストリアはバレッタの前で急停止すると、満面の笑みでバレッタに抱きついた。

　鎧姿のまま力いっぱい抱きしめられ、ぐりぐりと
頬
 ほほ

 ずりされる。
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「こいつめー、会いたかったんだぞー！」

「し、シルベストリア様！　痛い！　痛いです！」

「あ、ごめんごめん！」

　シルベストリアは慌てて離れると、バレッタに笑顔を向けた。

「いやあ、こんなに早く帰って来るなんてびっくりしたよ。１人で帰ってきたの？」

「はい、家の様子が気になって」

「そかそか。君は本当にいい子だねぇ」

　シルベストリアはまるで子どもを
褒
 ほ

 めるように、バレッタの頭をよしよしと
撫
 な

 でる。

　以前からそうだったのだが、バレッタはことあるごとに彼女に頭を
撫
 な

 でられていた。

　バレッタのことを相当気に入っているらしく、いつもこんな調子である。

「それで、あっちでは上手く行った？　彼には会えたの？」

「はい、一緒にナルソン様のお屋敷で働かせてもらえることになりました」

「おー、よかったじゃん！　もし、何か困ったことあったら相談してね。力になれるかは分からないけど、話くらいは聞けるからさ」

「はい。ありがとうございます」

　シルベストリアには、イステリアに向かった目的について話してある。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の下へ行って力になりたいといった旨の話をしたのだが、その話をしている間、終始彼女は
瞳
 ひとみ

 を輝かせて聞き入っていた。

　どうも、そういった話に憧れを抱いているらしい。

「今日は村に泊まっていくの？」

「いえ、夕方までにはイステリアに戻ろうと思ってます」

「そっか。じゃあ、あんまりのんびりしていられないね」

　シルベストリアは少し残念そうな表情になったが、すぐに笑顔を見せた。

「また今度、時間がある時に話聞かせてよ。楽しみにしてるからさ。特に彼との話を」

「は、はい。では、失礼します」

「あ、そうだ」

　村へ向かおうとバレッタが背を向けかけると、シルベストリアが思い出したように声を上げた。

「村の人たちでさ、正規の剣術を習ってた人っている？」

「いえ、軍の速成訓練を受けた人たちは何人もいますけど、剣術を習ってた人はいないと思います」

「んー、そっか……うーん」

「何かあったのですか？」

　何やら合点がいかない様子のシルベストリアにバレッタが問うと、シルベストリアは「うん」と
頷
 うなず

 いた。

「私たちが武術の訓練をしてる時にさ、毎日コルツ君が遠くからこっそり見てたんだけど、バレッタは気づいてた？」

「えっ、そうだったんですか？　全然気づかなかったです」

「あの子、剣術に興味があるみたいでさ。毎日私たちがいなくなってから、あの場所で１人で練習してたみたいなんだよね。すぐに
飽
 あ

 きるかなと思ってたんだけど、毎日かかさず練習を続けてるみたいでさ。それも、ただ練習してるっていうんじゃなくて、こう、表情とか雰囲気がすごく必死なの」

　バレッタはコルツに対して、『いたずら好きのわんぱく坊主』といった印象を持っていたので、そういったひたむきな一面があったことにとても驚いていた。

　何より、コルツはまだ６歳である。

　男の子なので剣術に憧れを抱くのは理解できるが、そこまで必死に１つのことに取り組むということ自体がどうにも不自然に感じられた。

「それで、昨日の夕方に森に見に行ったらやっぱりいたんだよ。そんなに必死なら教えてあげようかなって思って声かけようとしたんだけど、何だか様子がおかしかったから隠れて様子を見てたんだ」

「どうおかしかったんですか？」

　バレッタが興味深げに聞くと、シルベストリアは神妙な面持ちになった。

「それがね、コルツ君、私たちが訓練で一度も使ったことのない形を使ってたの。両手持ちのやつなんだけど、見たことある？」

「いえ、両手持ちの形は一度も……あまり使われない形なんですか？」

「使わないってことはないけど、ほとんど使われてないと思うよ。最近じゃ両手剣なんてあんまり使う機会ないし」

　それを聞き、バレッタは首を傾げた。

　バレッタの知る限り、そのような形を使える者は村には１人もいない。

　バリンやロズルーなどはある程度武器が使えるが、バレッタがシルベストリアから習ったようなきちんとしたものではないはずだ。

「おっかしいなぁ。見た感じきちんとした形になってたし、誰に教わったんだろ……あ、ごめんね、引き止めちゃって。もう行っていいよ」

「あ、はい。失礼します」

　バレッタはぺこりと頭を下げると、村へと足を向けるのだった。

　

　下ろしっぱなしにされた跳ね橋を渡り、村へと入る。

　巨大な野菜がはびこる畑を眺めながらあぜ道を歩いていると、せっせとイモの蔓返し（蔓から延びた根っこを地面から引き抜くこと。蔓や葉が余分な栄養を吸収して大きくなりすぎることを防ぐ）をしている父の姿を見つけた。

「お父さん、ただいま。蔓返ししてるの？」

　バリンは顔を上げると、バレッタの姿を見て表情を綻ばせた。

「ん？　おお、バレッタか。お前に言われたとおりやってるんだが、なかなか大変で苦労してるよ……。カズラさんには会えたのか？」

「うん、一緒にお仕事を手伝わせてもらえることになったよ」

　バレッタが答えると、バリンは安心した様子で
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「そうかそうか、よかったな。村のことは気にしなくても大丈夫だから、お前のやりたいようにやるんだぞ。頑張りなさい」

「うん、ありがとう。それ、手伝おうか？」

「あー、そうだな。手伝ってもらえると助かるが……何か用があって戻ってきたんじゃないのか？」

「道具の生産具合を見に戻ってきただけだから、少しなら手伝えるよ。夕暮れ前にはイステリアに戻りたいから、あんまり長くはいられないけど」

「なら、先にそっちの用を済ませてきなさい。こっちの手伝いは時間が余ったらでいいから」

「ん、分かった」

　バリンと別れ、村の奥へと向かう。

　しばらく歩き、１軒の小屋にたどり着いた。

　開けっ放しになっている戸の陰からこそっと顔を出して中をのぞくと、ニィナをはじめとする数人の村娘たちが何やら作業をしていた。

　それぞれ、足踏み式のグラインダー（金属を研磨するための回転する
砥
 と

 石）を使って
鏃
 やじり

 を研いだり、小型の
炉
 ろ

 で焼いた鉄の棒で矢に
鏃
 やじり

 を挿す穴を開けたりしている。

「ただいま」

「あ、バレッタ！　帰ってきたんだ！」

　戸から控えめに顔をのぞかせたままバレッタが声をかけると、娘たちは作業の手を止めて駆け寄ってきた。

「お帰り！」と言いながら抱きつく者や、わしわしと頭を
撫
 な

 でる者たちの間でもみくちゃにされる。

「カズラ様には会えた？」

「うん、会えたよ」

「それでそれで!?
 　一緒にいたいって言えた!?
 」

「う、うん」

　バレッタが
頷
 うなず

 くと同時に、娘たちが「おおっ」と声を上げた。

「それで!?
 　カズラ様は何て言ってたの!?
 」

「い、いいよって言ってくれたよ」

「それだけ!?
 　他に何か言ってなかったの!?
 」

「え、えっと……『こっちからお願いしたいくらい』って言ってくれた」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 気圧されながらもバレッタが答えると、娘たちが歓声を上げた。

　なぜか両手で口を覆って涙ぐんでいる者がいたり、抱き合って飛び跳ねている者たちがいたりとすさまじい盛り上がりっぷりだ。

　彼女たちのあまりのはしゃぎぶりに、バレッタは気まずそうに視線を泳がせる。
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「じゃあ、カズラ様をリーゼ様から取り返せたんだね！　もう、毎日心配で気が気じゃなかったよ！」

「やっとくっついたかー。一時はどうなることかと思ったけど、これで安心だね。ほっとした」

「……」

　バレッタが後ろめたそうに口をつぐんでいると、盛り上がっていた村娘たちもその様子に気づいて静かになった。

　そして、「まさか」といった表情でバレッタに目を向ける。

「あ、あのさ。念のため聞くけど、ちゃんと告白したんだよね？」

「……え、えっと」

　答えづらそうに口ごもっているバレッタに、皆の表情が一気に呆れたものに変化した。

「で、でも、ナルソン様のお屋敷に一緒に住んで、お仕事を手伝わせてもらえることになったよ！」

「あれだけ図面とか機械をたくさん持っていったんだから、ナルソン様に見せれば取り立てられて当然でしょ……最高のタイミングを逃してどうすんのよ」

「喜んで損した……」

「ヘタレすぎる……」

　散々な言われように、バレッタは「そんなこと言ったって……」と涙目になる。

　小屋の空気はまるでお通夜だ。

「……ま、まあ、バレッタにしては頑張ったと思わない？　一緒に住めるようにはなったんだし、もう大丈夫だって！」

「全然大丈夫じゃないような気が」

「それで、帰ってきた用事は何？　何か困ったことでも起こったの？」

　沈んだ空気を
払
 ふつ

 
拭
 しよく

 すべく、ニィナが他の娘の
台詞
 せりふ

 をさえぎって話題を変える。

　もちろん、バレッタはそれに乗っかる。

「ううん。鉱夫さんたちに
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 を案内しに山に行ったついでに、ちょっと様子を見に戻ってきただけ」

「あ、結局採掘することになったんだ。カズラ様は一緒にこなかったの？」

「うん、場所の案内だけだったから、一緒に行ったのは鉱夫さんたちとアイザックさんの部隊だけ。カズラさんはイステリアで製鉄の準備をしてるよ」

「リーゼ様と一緒に……あいたっ!?
 」

　余計なことを言いかけた者の頭を小突きながら、ニィナはバレッタに
相
 あい

 
槌
 づち

 を打つ。

「こっちの作業は順調？」

「順調順調。道具の使いかたにも慣れてきたし、もう私たちだけでも作れるよ」

　ニィナはそう言うと、
傍
 そば

 にあった矢を拾ってバレッタに差し出した。

　その矢は通常の矢と
鏃
 やじり

 の形状が異なり、船の
錨
 いかり

 のような形をしている。

　地球ではブロードヘッドと呼ばれている、一度突き刺さると特殊な道具を使わなければ抜くことができない形状の
鏃
 やじり

 だ。

「でも、これ作るのにすごく時間がかかるね。普通の矢じゃダメなの？」

「普通の矢だと命中してもすぐに引き抜けるし治癒しちゃうから、そういう形の矢のほうがいいんだよ。抜くのに手間取れば傷口がズタズタになって感染症を併発させられると思うから」

「そ、そう」

　バレッタからの生々しい答えに、ニィナは少し引き気味に
相
 あい

 
槌
 づち

 を打った。

　ここ数カ月の間、村の者たちはバレッタの指示で様々な道具を生産していた。

　土木用工具や工作機械、そして今バレッタが持つ特殊形状の
鏃
 やじり

 を付けた矢など、その種類は
多
 た

 
岐
 き

 にわたる。

　特殊形状の
鏃
 やじり

 は製作が難しく手間がかかるので、上手い作り方はないかと
模
 も

 
索
 さく

 している状態だ。

「それで、武器とか機械の生産はどうするか決まった？　前に言ってたみたいに、イステリアでたくさん作る感じ？」

「そのことなんだけど、ちょっと予想と外れちゃって。しばらくは村だけで作ることになりそう。機械はイステリアでもすぐに作ることになると思うけど」

　バレッタが少し表情を
曇
 くも

 らせて答えると、娘たちはお互い顔を見合わせた。

「でも、少ししたら武器もイステリアでも作ることにはなると思う。全部じゃなくて、クロスボウとかスコーピオンとかだけ」

「あのさ、村でいろいろ……武器をたくさん作ってること、カズラ様には話してあるんだよね？」

「……言ってないよ」

　その言葉を受け、娘たちは一様に不安げな表情になった。

「ねえ、前にも言ったけど、カズラ様には全部話しておいたほうがいいよ。バレッタの気持ちも分かるけどさ」

「うん。でも、もう決めたから」

「でもさ……」

「カズラさんはこれから軍事協力もするつもりみたいだから、それは私も手伝うよ。でも、ここでやってることは秘密にしておいて。お願い」

　
頑
 かたく

 なな様子のバレッタに、娘たちは仕方なく
頷
 うなず

 いた。

　

　その日の夕方。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自室のテーブルでリーゼと隣り合って座り、パソコンの使い方を教えていた。

　先ほどリーゼにこの国の文字をすべて書き出してもらい、スキャナでパソコンに取り込んでフォント登録を済ませたところである。

　その時リーゼが「私も使ってみたい」と申し出たので、こうしてマンツーマンで指導しているのだ。

　元々リーゼにはパソコンで書類作成くらいはできるようになってもらうつもりだったので、自分から言い出してくれたのは好都合だった。

　エイラやマリーにも教える予定だが、リーゼが使えるようになってくれれば指導も楽になる。

「まずはこれに矢印を合わせて、さっき俺がやってたみたいにカチカチって左のボタンを２回素早く押してみてくれ」

「うん」

　ノートパソコンの画面に映し出されている『徴税報告書』と名前の付けられたファイルを、
一
 かず

 
良
 ら

 が指で指し示す。

　リーゼは右手に持ったマウスを持ち上げると、液晶画面に２回押し当てた。

「ええ……」

「た、ただの冗談だからそんな声出さないでよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が絶望したような声を漏らすと、リーゼは慌ててマウスをマウスパッドの上に戻した。

　カーソルをゆっくりとファイルの上に移動させ、カチカチとダブルクリックする。

　するとウィンドウが開き、表計算ソフトの画面が液晶に映し出された。

「あ、報告書と同じことが書いてある。なんだかあみあみしてる部分もあるけど」

「それは俺が昨日のうちに少しだけ書き写しておいたやつだな。あみあみしてるところは空きスペースだ。ちょっと貸してみ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は半身をリーゼの前に割り込ませると、マウスを受け取った。

　前もって作ってあった表を選択し、資料を見ながら内容を書き写す。

　租税の種類は複数選択できるように設定されており、時期ごとの徴税結果が１つの画面で見られるような作りになっている。

　計算式もあらかじめ入れてあるので、集計結果を間違えるといったことは絶対にない。

「わ、すごい。上手だね」

「手書きよりも圧倒的に早いだろ？　ここを押すとグラフも出るようにしてあるから、数字とにらめっこしなくても前の年以前の税収と比較することができるぞ」

「おー！」

　ぱっと現れた棒グラフを見て、リーゼが感嘆の声を上げた。

「これ、私もできるようになるの？　すごく難しそうなんだけど」

「平気平気。そんなに難しいものじゃないし、すぐにできるようになるよ。まずは文字打ちに慣れようか」

　キーボードのキーには、その１つ１つにこちらの世界の文字が書かれたシールが張られている。

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 に教わりながらマウスを操作して表の空欄をクリックすると、キーボードと画面を交互に見ながら人差し指でキーを叩いた。

　すると、先ほどフォント登録したこちらの世界の文字の１つが画面に現れた。

「書けた！　書けたよ!!
 」

「上手いじゃないか。その調子だぞ」

　キーを叩いて文字を打つことに上手いもへったくれもないのだが、盛り上がるリーゼをおだてながら指導を続ける。

　何かやるごとに「今のよかったな！」とか「センスあるぞ！」などと意味不明な持ち上げかたをしているが、おだてられているリーゼはまんざらでもない様子だ。

　しばらくそんなことをしていると、部屋の扉がノックされた。

「バレッタです」

「え？　あ、どうぞ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が返事をすると、扉が開いてバレッタが入ってきた。

　バレッタは並んで座る２人を見て少したじろいだが、
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合うと表情をとりなして「ただいまです」と
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「お帰りなさい。あの、アイザックさんたちと山岳地帯に向かったはずじゃ……」

「はい。今朝案内が終わったので、一足先に走って帰ってきちゃいました」

「そ、そうですか。走ってですか……」

　バレッタは２人の下へ歩み寄ると、後ろからノートパソコンの画面をのぞき込んだ。

　リーゼはバレッタにちらりと顔を向け、「お帰りなさい」と
微
 ほほ

 
笑
 え

 みかける。

　そしてすぐに画面に目を戻し、タイピング作業を再開した。

　かなり熱中しているようだ。

「これってもしかして、パソコンですか？」

「ええ。これが使えると何かと便利なんで、リーゼにも使えるようになってもらおうと思って。バレッタさんにも覚えてもらいたいんですけど、お願いできますかね？」

「あ、はい！　ぜひ教えてください！」

「よかった。予備で持ってきたやつが木箱に何台か入ってるんで、さっそくセッティングしましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は席を立つと、部屋の
隅
 すみ

 に置いてある木箱に向かった。

　ノートパソコンが梱包されている箱を取り出し、テーブルに運ぶ。

　箱を開けてクリムゾンレッドのノートパソコンを引っ張り出すと、その様子を見守っていたバレッタが「おー」と声を上げた。

　その声にリーゼも顔を上げ、美しい光沢を放つそれを見て同じように声を漏らした。

「ぴかぴかしていてすごく
綺
 き

 
麗
 れい

 ですね。化粧品の箱みたいです」

「こっちのも
綺
 き

 
麗
 れい

 でかっこいいけど、赤も素敵だね」

　２人はそう言いながら表面を手で
撫
 な

 でたり、鏡のように反射している塗装に顔を映したりしている。

　ちなみに、リーゼの使っているノートパソコンは白色で、こちらも表面塗装は美しい光沢を放っている。

「部屋のインテリアとしてもおかしくならないように、デザインも考えられてるみたいですね。赤とか白だけじゃなくて、他にもいろんな色のものがありますよ。そこの木箱にあと２台入ってますけど、色も違うやつを選んできました」

　電源コードとマウスをセットし、起動する。

　２人に見守られながら
一
 かず

 
良
 ら

 が初期設定を行っていると、部屋の扉がノックされてジルコニアが入ってきた。手には数枚の皮紙が握られている。

「カズラさん、クレアからガラスの売買について気になる報告が……あら、バレッタ、帰ってきてたの」

「はい、先ほど戻ってきました。アイザックさんたちは２日後か３日後には戻ってくると思います」

「普通はそれくらいはかかるわよね。採掘作業は問題なく行えそう？」

「鉱石の見分け方から輸送の方法まで指示してきたので、大丈夫だと思います。何かあってもグリセア村の人が近くで炭焼きをしているので、問題はないはずです」

「よかった。後は
製
 せい

 
鉄
 てつ

 
炉
 ろ

 を造って鉄の精製を行うだけね。明日にでも、さっそくグリセア村に向かいましょう」

　生の耐火レンガの乾燥は順次行われており、バレッタが戻り次第グリセア村に運ぶ手はずとなっていた。

　要はバレッタ待ちの状態だったので、早く帰ってきてくれたことは好都合だった。

「鉱山のこと、もう少し詳しく聞きたいわ。夕食を食べながら聞かせてくれない？」

「えっ、ご一緒させていただいてよろしいのですか？」

　驚いた様子で問い返すバレッタに、ジルコニアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「もちろんよ。それと、あなたさえよければ、これから食事は一緒にとるっていうのはどうかしら。しばらくはいろいろと手伝ってもらうことになるだろうし、そのほうがいいと思うのだけど」

「は、はい！　ありがとうございます！」

　思わぬ申し出に、バレッタは
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子で頭を下げた。

　ジルコニアは
頷
 うなず

 くと、部屋の外にいる警備兵に指示を出した。

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちの下へ歩み寄り、ノートパソコンの画面をしげしげと眺める。

「これは、河川工事の写真を見せていただいた時に使っていた道具ですか？」

「ええ、パソコンっていう道具です。リーゼとバレッタさんにも覚えてもらおうと思って」

「リーゼも使えるのですか。私にもできるかしら」

「あ、やってみます？　そんなに難しいものじゃないんで、すぐにできるようになると思いますよ」

「まあ、ありがとうございます。後で使い方を教えてください」

　ジルコニアはそう言うと、手にしていた皮紙を
一
 かず

 
良
 ら

 に差し出した。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれを受け取り、内容に目を走らせる。

「……えっ、これマジですか」

　驚いている
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼとバレッタも何事かと目を向けた。

「何て書いてあるの？」

「クレアさんに頼んでる
闇
 やみ

 取引の市場で、俺たちのもの以外のガラスの持ち込みが少しずつ増えてきてるらしい。そのせいで、一部のガラスの価格が低下してきているんだとさ。おそらくバルベール産だろうって書いてある」

「えっ!?
 」

　それを聞き、リーゼは驚いたように声を上げた。

　バレッタは横から皮紙をのぞき込み、少し顔をしかめている。

「どの程度の品質なのかは分かりますか？」

「クレアの話では、泡が混じった色の濃いものが多いそうです。色は濃い黄色や紺色のものが出回っていると聞いています。透明度は低く、そこまで品質の高いものではないそうで、我々の流しているものの価値にはほとんど影響は出ていないとのことですが……彼らに新たな資金源ができたかもしれませんね」

「……鉄と銅ですね」

　ぽつりと漏らしたバレッタに、皆の視線が集まる。

「鉄と銅？　何のことかしら？」

「あ……えっと……」

　ジルコニアに問われ、バレッタは少し
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 したように
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

　だが、やがて
諦
 あきら

 めたように口を開いた。

「断言はできませんが、それらのガラスは人工的に作られたものかもしれません。加工技術が低いと、ガラスを作る際に気泡が混じるんです。黄色と紺色のもののみが出回っているというのは、酸化した銅や鉄を混ぜて着色したからだと思います」

　バレッタの説明を聞き、ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「た、たぶん合ってます。鉄を精製する技術力があるのなら、独自にガラスの製法を編み出していたとしても不思議ではないです」

　ガラスの色の付け方など
一
 かず

 
良
 ら

 はまったく知らなかったが、バレッタがそういうのなら正しい情報なのだろうと
頷
 うなず

 いた。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 の様子に、リーゼは「なんなのこの娘……」とでも言いたげな驚きの視線をバレッタに向けている。

「ということは、私たちもやろうと思えばガラスを作れるってこと？」

「作れます。ですが、カズラさんが持ってきたものと同じ品質のものを作るのは難しいと思います」

「そう。カズラさんの持ってきたものは特別ってことなのね……それでも、彼らの経済力がさらに強化されることは間違いないわね」

「はい……」

「バレッタさん、どうかしましたか？」

　何やら合点のいかない様子のバレッタに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

「いえ……もしバルベールがガラスの製造に成功していたのだとしたら、どうしてわざわざ
闇
 やみ

 市に流すような真似をしたのかなって」

「そりゃあ、私たちが思いついたのと同じように、流通量が少ないうちに少しでも稼いでおこうって考えたんじゃないですか？　結構
儲
 もう

 かるんですよ、
闇
 やみ

 取引って」

「それはそうなんですけど……考えすぎなのかな」

　納得がいかない様子で、バレッタは考え込んでいる。

「どのみち彼らがガラスの製造に成功していたら、近いうちに市場にガラスの皿とかコップが流通し始めますよ。バルベールがガラスを作ってるかどうかはその時になれば嫌でも分かりますし、とりあえず放置でいいんじゃないですかね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、バレッタは少し間をおいてから
頷
 うなず

 いた。

　ジルコニアも
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直って口を開く。

「では、とりあえずは様子見ですね。バルベールの資金繰りがよくなるとしたら困りものですけど」

「まあ、こっちで特にできることもないですからね。でも、そのうちバルベール産のガラスの品質も少しずつ上がってくるかもしれません。そうなると、こっちが流しているガラスの売値も少しは下がるかと」

「なら、彼らの流すガラスの品質が上がる前に、こちらの流すガラスの量を少し増やしましょう。先に稼いでおかないともったいないです」

「そうですね。ただ、あんまり一気に増やすと目立ちすぎるんで、そこのところは上手く調整してくださいね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が釘を刺すと、ジルコニアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「大丈夫です、心得ていますわ。後でクレアに連絡しておきますね」

「ガラスのコップかあ。私も使ってみたいなー」

　話が終わったとみたのか、リーゼが気の抜けた声を上げた。

　少し前まで、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 以外の者がいる時は常にピシッとしていたのだが、最近ではジルコニアがいても素の状態を見せるようになってきていた。

　ジルコニアには雑貨屋で素の状態をモロに見られているので、今さら
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 しても仕方がないと考えているのかもしれない。

　初対面であるバレッタにもそんな態度を見せたのはかなり意外だったが、そうしてもらったほうが
一
 かず

 
良
 ら

 としては楽だ。

「今度持ってきてやるよ。だからパソコン頑張るんだぞ」

「えっ、いいの？　やった！」

「あら、いいわね。
羨
 うらや

 ましいわ」

　喜んでいるリーゼを見て、ジルコニアも話に乗っかる。

　リーゼの態度を気にする様子でもなく、むしろどこか楽しげだ。

「あ、もちろん皆の分も持ってきますよ」

「まあ、ありがとうございます。私もパソコン頑張りますね」

「は、はい」

「私、青いガラスのコップがいい！　透き通ってるやつ！」

「分かった分かった」

「私は赤がいいです。カキ氷が入れられるようなものだと嬉しいです」

「りょ、了解です」

「カズラさん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が２人とそんな話をしていると、それまで黙っていたバレッタが声をかけてきた。

「あ、バレッタさんは何色がいいですか？」

「じゃあ、私はオレンジで……って、そうじゃなくて、あれって酸素バーナーですか？」

　バレッタはそう言いながら、壁際のテーブルに置かれた酸素バーナーを指差す。

「ええ、そうですよ。使ってみます？　ガラスロッドもたくさんありますけど」

「あ、はい。後で使ってみたいです。それで、あの酸素バーナーから出る炎って、温度はどれくらいなんですか？」

「だいたい２０００度ってところですね」

「２０００度……なら、大丈夫かな」

「ん、何がです？」

　ぽつりとつぶやくように言うバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 が小首を傾げる。

「それくらい高温でないと溶けないガラスなら、バルベールの人が火にかけても人工物だとはばれないかなって」

「実際にはもっと低い温度で柔らかくなりますけど、さすがにそこまで心配しなくても大丈夫ですよ。
闇
 やみ

 取引には形や大きさをいびつにして流してますし、量も絞ってるんでばれやしませんって」

「そうですよね。ごめんなさい、やっぱり考えすぎでした」

「あ、いやいや、これからも何か気づいたらどんどん言ってください」

「分かりました」

　バレッタは
頷
 うなず

 くと、席について
一
 かず

 
良
 ら

 からパソコンのレクチャーを受け始めた。

　そしてもう一度酸素バーナーにちらりと視線を向け、軽く首を振って再び画面に向き直るのだった。

　

　２日後の夜。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はグリセア村の入口で、シルベストリアと話していた。

　隣にはバレッタが控えており、１歩後ろでは、ジルコニアとリーゼ、エイラとマリーがその様子を見守っている。

　当初はバレッタと２人で村に戻るつもりだったのだが、リーゼが「絶対に付いて行く」と強く主張したためこうなった。

　ジルコニアは元から付いてくるつもりだったようで、特に理由も付けずに当たり前のように付いてきている。

　近頃は何だかんだ理由をつけて、
一
 かず

 
良
 ら

 が遠出する際には同行することが多くなってきているようにも思える。

「では、少しの間職人さんたちをお願いします。といっても、昼間は村の中で作業してもらうので、ほとんど野営地にはいませんけどね」

「はい！　かしこまりました！」

　何やら嬉しそうに、やたらと元気な声で返事をするシルベストリア。

　少し
頬
 ほほ

 が
紅
 こう

 
潮
 ちよう

 しており、先ほどからちらちらとバレッタに意味深な視線を送っていた。

　バレッタは所在なさげに、周囲に目を泳がせている。

「さて、俺たちは家に戻りますね。皆さん、また明日です」

「ジルコニア様、リーゼ様、失礼いたします」

　２人がそう言って村に入っていこうとすると、リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 の服の
袖
 そで

 を掴んだ。

「ん、どうした？」

「……置いていっちゃ、やだ」

　消え入りそうな声で、
縋
 すが

 るようにリーゼが言った途端、シルベストリアが「おおっ」と声を上げた。

　皆の視線が集中し、彼女は慌ててあさっての方向に目をそらす。

「明日の朝になったら迎えに来るって。今生の別れじゃあるまいし」

　そう言いながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は先日のお茶会の席でエイラに言われたことを思い出した。

　ふとエイラに目を向けると、エイラは「どうしましょう」とでも言いたげな困った表情で苦笑していた。

　その隣では、マリーがリーゼとバレッタの顔を交互に見やりながらあわあわしている。

「……うん、ごめんなさい」

「……あの、もしよろしければリーゼ様も家にお泊まりになりせんか？　あまり
綺
 き

 
麗
 れい

 なところではないですが、お風呂もあるので野営地にいるよりはよく休めると思います」

　しゅんとした様子で
頷
 うなず

 くリーゼに、バレッタが遠慮がちに声をかけた。

　予想外の申し出に、リーゼは驚いた表情でバレッタに目を向ける。

「い、いいの？」

　敬語を使うことも忘れて問うリーゼに、バレッタはぎこちなく
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「はい。でも、寝具が足りませんので、それは持ち込んでいただかないと……」

「あら、お風呂があるの？　私にも使わせてもらえない？」

　バレッタが言いかけると、ジルコニアが話に入ってきた。

「あ、はい。大丈夫です。すぐに用意します」

「ありがと。ついでに、私もあなたの家に泊めてもらっても平気かしら？　天幕だと疲れがとれなくて」

「は、はい」

　バレッタが
頷
 うなず

 くと、ジルコニアはエイラとマリーに用意を命じた。

　寝具だけでなく、着替えや食料品も運び込むようだ。

「ほら、リーゼも用意なさい。あの娘たちだけじゃ大変だから、自分の着替えくらいは運ぶのよ？」

「は、はい！」

「バレッタ、あなたも手伝ってもらえるかしら？」

「分かりました」

　ばたばたと野営地に入っていく皆を
一
 かず

 
良
 ら

 がぽかんとした表情で見ていると、ジルコニアがくすっと笑った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそれに気づいて彼女に目を向けると、目が合った。

「１つ貸しですよ？」

　そう意味深な
台詞
 せりふ

 を吐き、軽い足取りで野営地へと入っていった。

　

　数十分後。

　バリン邸の居間では、
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタとバリン、そしてリーゼとジルコニアの計５名が
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 を囲んでいた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタだけが帰って来ると思っていたバリンは、突然押しかけてきたリーゼたちに緊張している様子だ。

　エイラとマリーは野営地に戻っており、そちらで寝泊まりするらしい。

「突然押しかけちゃってごめんなさいね。少しの間お世話になるわ」

「いえいえ！　こんな小汚いところで申しわけございませんが、好きに使っていただければと！」

　バリンが緊張しきった声で答えると、ジルコニアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「ありがと。世話になりっぱなしっていうのも悪いし、ここにいる間は私が食事の用意をするわね。たいしたものは作れないけど」

　ジルコニアはそう言うと立ち上がり、台所のある土間へと向かう。

　それを見て、バレッタは慌てた様子で立ち上がった。

「ジ、ジルコニア様！　私がやりますから休んでいてください！」

「あら、なら一緒にやりましょうか。料理なんて数年ぶりだから、私があなたの手伝いをしたほうがいいかしら」

「えっ」

「ほら、遅くなっちゃうからさっさと始めましょう？」

「は、はい！　お父さん、お風呂の準備してきて！」

「う、うむ！」

　ばたばたとバリンが外に出て行き、
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の前には
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼがぽつんと残された。

　特にやることもないので台所に立っている２人の背を
一
 かず

 
良
 ら

 が眺めていると、隣に座っていたリーゼがちょいちょいと服の
裾
 すそ

 を引っ張った。

　人の家に上がっているということもあってか、どことなく遠慮がちな様子だ。

「ん？」

「あのさ、あの娘のお母さんの姿が見えないんだけど……他に家族はいないの？」

「バレッタさんのお母さんはもう亡くなってるみたいだな。兄弟とかもいないはずだ」

「そう……もしかして、戦争で亡くなったの？」

「いや、俺もそこは詳しくは知らないんだ。そういう話になったこともないし」

「村の中にお墓とかは？」

「俺は見たことないな。墓参りしてるそぶりもなかったし、近くにはないんじゃないかな」

「そっか……」

「どうかしたのか？」

　少し暗い顔をしているリーゼに
一
 かず

 
良
 ら

 が問うと、彼女はすぐに表情を取り
繕
 つくろ

 った。

「ううん、何でもない。それより、明日はどうするの？　一日中耐火レンガ作りと
製
 せい

 
鉄
 てつ

 
炉
 ろ

 の見学？」

「うん、そうしてもらうつもりだ。作業はバレッタさんに主導してもらうから、何かあったら彼女に聞いてくれ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、リーゼは小首を傾げた。

「カズラは一緒に行かないの？」

「俺はいったんあっちの世界に戻って、肥料とか道具とかいろいろと補充してくる。すぐに戻ってくるよ」

「えっ！　私も行きたい！　連れてって!!
 」

　以前のバレッタのように、期待に
瞳
 ひとみ

 を輝かせてリーゼが言う。

　その声に気づき、ジルコニアとバレッタが何事かと振り返った。

「どうしたの？」

「あ、その……明日、カズラが神の世界に戻ると言うので、連れて行って欲しいってお願いしてたんです」

「あら、それは楽しそうね」

　ジルコニアはそう言うと、
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

　その
瞳
 ひとみ

 には「自分も行きたい」と書いてある。

「えっと……悪いんだけど、他の人を連れて行くことはできないんだよ。あの雑木林の奥には、俺以外は誰も進めないようになってるんだ」

「進めない？　どういうこと？」

　意味が分からない、といった様子でリーゼが問う。

「俺以外の人が一定の地点から先に進もうとすると、一瞬で雑木林の入口付近に転移させられるんだ。俺と手を繋いでいようが身体にしがみついていようが、何をしても通り抜けることはできない」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう答えると、リーゼは『信じられない』とでも言いたげな、いぶかしんだ表情になった。

　ジルコニアは特に驚くでもなく、ほうほう、といった調子で話を聞いている。

「それは絶対にそうなるのですか？」

「絶対にそうなります」

「今までに試した人は？」

「バレッタさんと……いや、バレッタさんだけですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の答えに、皆の視線がバレッタに集まる。

「私以外にも、過去に雑木林の奥に進もうとして転移してしまった人が何人かいたと聞いたことがあります。最近は試した人は誰もいないはずです」

「そう……カズラさんの力でもどうにもならないのですか？」

「それについては私の管轄外なので、どうすることもできません。申しわけないのですが、
諦
 あきら

 めてもらうほかないですね」

「でも、もし通れたら、私も付いて行ってもいいってことだよね？」

　ずいぶんと挑戦的なことを言うリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は困った表情を浮かべた。

　バレッタは少しむっとした表情になっている。

「いやそれは……」

「通れるのなら通っちゃってもいいってことなんじゃないの？　ダメな人は戻されちゃうんでしょ？」

「だから、俺以外は誰も通れないんだって」

「でも、やってみないと分からないじゃない。私は通れるかもしれないよ？」

「むう……」

　思わず
一
 かず

 
良
 ら

 が
唸
 うな

 っていると、ジルコニアが楽しそうに口を開いた。

「そうね、やってみないと分からないわね。夕食を食べたら行ってみましょうか」

「え、マジでやるんですか？　しかも今夜って……外はかなり寒いですよ？」

　嫌そうな声を上げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアがくすりと笑う。

「そうでもしないと、リーゼが気になって夜も眠れなさそうなので。やらせてあげてください」

「お、お母様！　勝手に話を進めておいて、私のせいにしないでください！」

「あら、あなたが言いたそうにしてたことを代弁してあげただけなんだけど」

　からかうような調子で言うジルコニアに、リーゼが
頬
 ほほ

 を膨らませる。

「なら、私たちだけで行ってきます。お母様はお留守番していてください」

「うそうそ、ごめんなさい。私も気になるから連れて行って」

　そんなこんなで、急遽、『夜の雑木林突入ツアー』が開催されることになってしまったのだった。

　

　夕食を済ませ、４人は屋敷の外へ出た。

　月明かりに照らされたあぜ道を、散歩でもするかのようにゆっくりと進む。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼが並んで前を歩き、バレッタとジルコニアがそれに続くかたちだ。

　リーゼは少し興奮している様子で、
瞳
 ひとみ

 は期待に満ちていた。

「あんまり期待しないほうがいいぞ。まず通れないと思うから」

「そんなの分からないじゃない。きっと通れるって」

「その自信はどこから来るんだよ……」

　はしゃいでいるリーゼとは対照的に、
一
 かず

 
良
 ら

 はげんなりとした様子だ。

　以前、バレッタが通り抜けに失敗した時の落胆振りを思い返し、きっと同じようにへこむのだろうという考えが頭に浮かんでいた。

「それにしても、かなり冷えるわね。ストールを持ってきて良かったわ」

　肩に掛けたストールを手で押さえながら、ジルコニアが白い息を吐く。

　11
 月終盤ということもあってかなり寒いのだが、今夜は特別冷え込んでいた。

　皆が厚手の服を着てはいるが、あまり長く外にいては風邪を引いてしまいそうだ。

　ちなみに、ジルコニアもリーゼも服装は鎧ではなく私服である。

　一応鎧も持ってきてはいるが、作業監督などをする予定はないので使うことはないだろう。

「戻る頃にはお風呂が
沸
 わ

 いていると思うので、帰ったらすぐに入って温まってください。お湯の交換は時間がかかりすぎるので、そのまま続けて入らないといけないですが……」

「なら、きちんと身体を流してから入らないとね。洗い場もあるの？」

「はい、モルタルの床の上にゲタを履かせた木の板を敷いて洗い場にしています。お風呂の小屋はなるべく密閉するように造ってあるので、外よりは暖かいと思いますよ」

「それは楽しみね。どんなお風呂なのかしら」

　そんな話をしながらしばらく歩き、件の雑木林に到着した。

　真っ暗なそこはかなり不気味な雰囲気で、リーゼが「うわ……」と表情を引きつらせる。

「それじゃ、行こうか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は足元をペンライトで照らしながら、真っ暗な雑木林の奥へとずんずん進む。

　それをリーゼは慌てて追いかけると、
一
 かず

 
良
 ら

 の左腕に自身の腕をからめてしがみついた。

「何だ、怖いのか？」

「こ、これだけ暗ければ怖いに決まってるでしょ。ていうか、何でみんな平気な顔してるのよ……」

　後ろを歩くバレッタとジルコニアは、まったく怖がる様子もなくスタスタと付いてくる。

　バレッタは
若
 じやつ

 
干
 かん

 目付きが鋭くなっていたが。

「何でって……慣れてるから、かしら。バレッタは？」

「私も、よく夜の山で炭焼きをしたりしていたので慣れちゃいました」

「うう、何で私だけ怖い思いしてるの……何かお化けが出そうだし……」

　平然としている３人とは異なり、リーゼは１人で
怯
 おび

 えた表情になっている。

　それを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 がからかうような口調で口を開いた。

「あー、そういえばこの間、この雑木林の中でそれっぽいのに
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 したな。髪の長い女の幽霊で、
焚
 た

 き火が一瞬で消えたと思ったら腕を掴まれて……」

「ちょ、ちょっと！　変な冗談言わないでよ！」

「冗談じゃないんだな、これが……いてっ！　腹を殴るな！」

「怖がらせようとして変な冗談言うからでしょ！」

「だから冗談じゃないんだって。そいつは俺の腕を掴むと真っ暗な林の中を……」

「あーあー！　聞こえなーい！」

　ぎゃーぎゃー騒ぐ２人を先頭に数分歩き、一行は目的地に到着した。

　以前バレッタが通り抜けに失敗してしまった地点であり、少し先にある木には
一
 かず

 
良
 ら

 が石で付けた目印が彫られている。

「ここですか？」

　辺りをきょろきょろと見渡しながら問うジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「ここから先は俺しか進めません。試してみましょうか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼに腕を解かせると、自分だけその印の先に進んだ。

「どうぞ」

　振り返った
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、ジルコニアとリーゼはお互い顔を見合わせた。

　お先にどうぞ、といった空気が双方から発せられる。

「どうした？　こないのか？」

　手前にいるリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

「い、行くわよ。行けばいいんでしょ」

「何か腑に落ちない言い方だな」

　リーゼは
諦
 あきら

 めたように視線を
一
 かず

 
良
 ら

 に戻すと、足を動かした。

　がさがさと落ち葉を踏みしめながら、
怯
 おび

 えた様子で少しずつ進む。

　印の付いた木まであと数歩というところにまで近づいた時、一瞬でリーゼの姿がかき消えた。

「……えっ」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 引きつった表情で、ジルコニアが声を漏らす。

「ね？　言ったとおりでしょう？」

「あ、あの娘はどこへ？」

「雑木林の入口あたりに戻っているはずです。ジルコニアさんもどうぞ」

「……」

　ジルコニアは黙って
頷
 うなず

 くと、先ほどのリーゼと同じようにゆっくりと歩を進めた。

　そしてまったく同じ地点で、ふっとその姿がかき消えた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はやれやれと息をつくと、バレッタに歩み寄る。

「さて、２人のところに戻りますか……どうかしました？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、バレッタはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　その表情には、
安
 あん

 
堵
 ど

 の色が浮かんでいる。

「ふふ、何でもないです」

　バレッタは答えると、
一
 かず

 
良
 ら

 の横にそっと並ぶのだった。

　

　数十分後。

　バレッタは風呂小屋の薪入れ口の前にしゃがみ込み、じっと火を見つめていた。

　小屋の周囲は
闇
 やみ

 に包まれており、パチパチと薪の
爆
 は

 ぜる音だけが時折響くだけだった。

　頭上にある開かれた小窓からは湯気が立ち上っており、中に掛けられているオイルランタンの明かりがぼんやりと漏れる。

「ねえ、バレッタさん」

　雑木林で転移させられてしまう原因は何なのだろうかとぼんやり考えていると、頭上から声をかけられた。

　見上げると、両手を窓のふちにかけたリーゼが顔をのぞかせていた。

　リーゼはタオルで髪を頭に巻いており、少しのぞいている肩からはほかほかと湯気が立ち上っている。

　風呂に入るまでは
酷
 ひど

 く落ち込んでいるように見えたのだが、今は気を取り直したのか元気そうだ。

「あ、もしかしてぬるかったですか？」

「んーん、ちょうどいい温度だよ。大丈夫」

　リーゼはにこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、窓枠で両腕を組んで顔を乗せた。

　砕けた口調で話しかけてくる彼女に、バレッタは少し困惑した表情を向ける。
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「あのさ、どうして私を家に泊めてくれたの？　あの時何も言わなければ、カズラと２人きりになれたのに」

「え、その……特に深い意味は……」

「でも、言った後で内心、後悔してたでしょ？　だから、何であんなこと言ったのかなって」

　その言葉に、バレッタはぎょっとした表情になった。

　それを見て、リーゼは苦笑してみせる。

「あなた、思ってることが全部顔に出るのよ。カズラのことになると特にね」

「う……そんなに分かりやすいですか？」

「うん」

「あうう……」

　頭を抱えるバレッタに、リーゼがくすくすと笑う。

「それで、どうして泊めてくれたの？」

「えっと……」

　答えを迷っている様子のバレッタを、リーゼはじっと見つめる。

　しばらくして、バレッタはおずおずと口を開いた。

「その……リーゼ様がすごく寂しそうだったから……です」

　その答えに、リーゼはきょとんとした表情になった。

「え、それだけ？　それだけの理由で誘ってくれたの？」

「は、はい」

「いくらなんでもお人よしすぎるでしょ。早朝訓練の時に嫌われるの覚悟で宣戦布告したっていうのに、やりにくいったらないわよ……」

　呆れたように言うリーゼに、バレッタはぎこちなく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「あはは……私、バカみたいですよね」

　バレッタはそう言うと、少しうつむいた。

「でも、寂しいのはすごく辛いですよ。我慢なんて、できないです」

「……あなた、優しいのね」

　バレッタが顔を上げると、リーゼは優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。

　いつものような大人びた笑顔ではなく、作ったところのない自然な笑顔だ。

「リーゼ様だって優しいですよ。私のことなんて遠ざけようと思えば簡単にできたはずなのに、そうしなかったじゃないですか」

「そんなことしたらカズラに嫌われちゃうでしょ。仕方なくよ、仕方なく」

「それなら、私がお屋敷に着いた日に、どうしてカズラさんと２人きりにさせてくれたのですか？」

「それは……」

　リーゼは少し視線を泳がせると、ため息をついてバレッタに目を向けた。

「たぶん、あなたがさっき言ってたのと同じような理由だと思う……自分でもよく分かんない」

「ふふ、やっぱり優しいですよ」

「やってることが中途半端なだけだよ。実際、あなたの部屋だってわざとカズラの部屋から離れてる４階にしたし、引越しの手伝いに行こうとしたカズラを引き止めたりしたし。性格悪すぎでしょ。ほんとやだ」

　リーゼは窓枠に乗せた腕に顔をあずけ、深くため息をついた。

「え、そうだったんですか？」

「……気づいてなかったの？」

「は、はい」

　バレッタが答えると、リーゼは再び呆れたような表情になった。

「あなた、鋭いんだか鈍いんだかよく分からないわ。すごく頭がいいのは分かるんだけど」

「あ、ありがとうございます」

「いや、
褒
 ほ

 めてるわけじゃなくて……まあいいや。それでさ」

　リーゼはそう言うと、バレッタをじっと見つめた。

　少し真面目な表情で、どことなく緊張しているように見える。

「もしよかったらでいいんだけど、これからはかしこまった態度はやめて、今みたいな感じであなたと付き合いたいなって思うの。……どうかな？」

「はい、分かりました。大丈夫です」

　笑顔で答えるバレッタに、リーゼはほっとしたように
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「よかった。あと、あなたもこれからは敬語使わなくていいから。様付けもしなくていいから、カズラと同じように接してね」

「……え？」

「すぐやれって言っても無理だと思うから、少しずつでいいよ。私も慣れるまで時間かかったし」

「あ、あの、リーゼ様……」

　慌ててバレッタが声をかけると、リーゼの表情があからさまに陰った。

「……やっぱり、ダメかな？」

「だ、ダメじゃないですが、私なんかがそんな……」

「気にしなくていいって。今までみたいに気を使い合いながらずっとやっていくなんて、疲れちゃうもの。これからもよろしくね」

　そう言って
微
 ほほ

 
笑
 え

 むリーゼに、バレッタは
戸
 と

 
惑
 まど

 いながらも
頷
 うなず

 いた。

　

　一方その頃。

　屋敷の居間では、
一
 かず

 
良
 ら

 が大学ノートに日本で調達する品物を書き出していた。

　隣にはジルコニアが座り、横からノートをのぞいている。

　バリンは同じ席にいるのは気が引けるようで、寝室に引っ込んでいた。

「ガラスのコップと肥料と……あ、化粧品ってまだあります？」

　ジルコニアには化粧品を数種類渡してあったのだが、前回渡してから３カ月半近くが経過している。

　毎日使っているとしたら、そろそろなくなる頃合だ。

「確か今使ってるのが最後の１つですね。それも残り半分くらいかな」

「なら、追加で持ってきますね。気に入ったのはありましたか？」

「んー……どれもすごく使い心地がよかったですけど、しいて挙げるなら今使ってるこれですね」

　ジルコニアは近くに置いておいた荷物袋から保湿ゲルの白い容器を取り出し、
一
 かず

 
良
 ら

 に手渡した。

　他のものよりもそれだけが頭一つ分値段が高かった記憶がある。

「ふむふむ、じゃあこれと同じのをいくつか持ってきますね。他のもいくつか持ってくるんで、試してみてください」

「ありがとうございます。いただいた化粧品を使い始めてから肌の調子がすごくよくて、毎朝鏡を見るのが楽しみになっちゃいました」

　そう言われて
一
 かず

 
良
 ら

 がジルコニアの顔を見ると、確かに肌にツヤもハリもあって
潤
 うるお

 っているように見えた。

　やはり成分の違いは如実に影響するのだろうかとまじまじと観察していると、ジルコニアがにこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

　思わずどきりとしてしまい、慌てて視線をノートに戻す。

「え、ええと、あとは何が必要かな。入浴剤もあったほうがいいですよね」

「そうですね。もう使い切ってしまったので、あると嬉しいです。あと、洗髪剤もそろそろ少なくなってきましたね」

「分かりました。次はもっと多めに用意しますね」

　ジルコニアやリーゼだけでなく、バレッタとエイラの分も用意しなければならない。

　マリーにはまだ何も渡していなかったので、この機会に一緒にプレゼントしようと考えながらかなり多めにノートに書き込む。

「日用品はこんなもんか。あとは食料品と
嗜
 し

 
好
 こう

 品と……」

「あの、１つお聞きしたいのですが」

　冷凍庫内の在庫を思い出しながら米やら肉やらと書き込んでいると、ジルコニアが口を開いた。

「カズラさんの持ち込む食料品って、もしかして以前いただいたお薬と同じように、急激に体力を回復させる効果があったりします？」

　思わず
一
 かず

 
良
 ら

 が手を止めてジルコニアに目を向けると、目が合った。

「あ、ごめんなさい。秘密でしたか？」

　困ったような苦笑を浮かべるジルコニア。

　その言い方から完全にばれているのは明確なので、
一
 かず

 
良
 ら

 は観念して
頷
 うなず

 いた。

「……一応、秘密でした」

　思い起こせば、ジルコニアには試食の際に食べさせた缶詰のほかに、パックのカキ氷を与えたことがあった。

　それ自体に大した栄養価はないはずだが、２つも食べたのでカロリー的にはそれなりに
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 したことになったはずだ。

　その時は一緒にリポＤも渡してあったのだが、それを彼女は飲まなかったのだろう。

　それでも翌朝になって体力が回復しており、これはと思ったのかもしれない。

「本当にごめんなさい。でも、どうしても気になって」

　ジルコニアはそう言うと、ノートに目を向けた。

「普段、カズラさんがご自分で持ち込んだ食べ物しか食べないのも、それが理由なのですね」

　問いかけるという口調ではなく、独り言のようにジルコニアが言う。

「お願いです。私にも、その食べ物を分けてくれませんか？」

「……どうして、食べ物が欲しいんです？　薬じゃダメなんですか？」

「力が欲しいんです。だから、食べ物じゃないとダメなんです」

　その何もかも知っているような語り口に、
一
 かず

 
良
 ら

 は背中に冷たいものが走るのを感じた。

　ジルコニアは相変わらず、じっとノートを見つめている。

「どうか、私に力を授けてください。この村の人びとが持っているような、強力な力を」

「力を得て、どうするつもりなのですか？　何のために力が必要なんです？」

「やつらを殺せる力が必要なんです。私の故郷を襲ったやつらを、皆殺しにできるような力が」

「……相手の特定はできているんですか？」

「できていません。どこにいるのか、名前すらも分かりません」

　その答えに、
一
 かず

 
良
 ら

 はいぶかしんだ視線をジルコニアに向ける。

「でも、襲ったやつらの
首
 しゆ

 
謀
 ぼう

 者はバルベールの者だと分かっています」

「それだけの情報で、どうするつもりなんです？」

「バルベールのやつらを皆殺しにします」

　ジルコニアはさらりと言い切ると、
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向けた。

　凄惨な言葉とは裏腹に、その表情は薄く
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。

「それも可能な限り、私がこの手でやらなければならないんです。もしかしたら、その中にやつらがまぎれているかもしれないから」

「そんな無茶苦茶な……」

「はい、無茶苦茶ですね」

　ジルコニアは柔らかく
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、燃えている薪へと視線を移した。

　ぼんやりと揺れるオレンジ色の炎が、彼女の赤い
瞳
 ひとみ

 をさらに鮮やかなものにする。

「あれからずっとやつらを探していますが、その影すら掴むことができません。きっと、もう見つけることはできないでしょう。でも、それしか方法がないんです」

「……」

「バカなこと、言ってますよね」

　かける言葉が見つからず、
一
 かず

 
良
 ら

 は黙り込んでしまった。

　ジルコニアも何も言わず、じっと炎を見つめている。

　重苦しい沈黙が、場を包んでいた。

「いつ、食べ物のことに気づいたんですか？」

　沈黙に耐えかね、
一
 かず

 
良
 ら

 は問いかけた。

「つい先ほどです」

「え？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がきょとんとした顔をすると、ジルコニアは申しわけなさそうに台所に目を向けた。

　そこには、大きな布袋が置かれている。

　中身は、以前
一
 かず

 
良
 ら

 が持ち込んだ米の袋や缶詰などの食料品だ。

「村では有り余るくらいたくさん食べ物が採れるのに、この家ではカズラさんが持ち込んだ食べ物を常食としているような形跡があったので。言い伝えに出てくる食べ物のお話と、ここ最近のマリーの様子。それに、この村の人たちに備わっている剛力を考えると、そう考えるのが妥当かなって」

「もしかして、カマかけました？」

「はい」

「……はあ」

「ごめんなさい」

　ジルコニアは視線を膝に落とす。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は頭をかくと、そんな彼女に目を向けた。

「一緒に村に付いてきたのは、食べ物のことを確かめるためだったんですか？」

「半分はそうです。もしかしたら確認できるかもって思って」

「……半分？　もう半分はなんですか？」

「カズラさんと離れたくなかったから、ですかね」

「え!?
 」

　思わず
一
 かず

 
良
 ら

 が声を上げると、ジルコニアは驚いた様子で
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向けた。

　そして、その声の意味を察して苦笑した。

「すみません。そういう意味じゃないんです」

　じゃあどういう意味だ、といったような顔を
一
 かず

 
良
 ら

 がしていると、ジルコニアは困ったような表情になった。

「しばらく前から、カズラさんの
傍
 そば

 にいるととても心が安らぐようになって……ずっと近くにいたいって思うようになったんです。たぶん、他の人も同じだと思います」

「他の人も、ですか？」

　首を傾げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアが
頷
 うなず

 く。

「エイラやマリー、ナルソンやアイザックたちまでもが、何かにつけてカズラさんに報告がてら部屋に頻繁に訪れては、そのままだらだらと留まることが多くなっているように思います。カズラさんが何かしたのだろうと思っていたのですが……違うんですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそこまで聞くと、ぽん、と手を打った。

　それを見て、ジルコニアは小首を傾げる。

「たぶん、それはこれが原因です」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は首に掛けているアロマペンダントをつまみ、鼻先に近づけた。

　ペンダントからは、ほんのりと優しいラベンダーの香りが
漂
 ただよ

 っている。

「そのペンダントが、ですか？」

「ええ。このペンダントの中には特殊な薬液を染み込ませた布が入っていて……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそこまで言いかけて、なぜか余計なことまでペラペラと話し出している自分に気がついて口をつぐんだ。

　別に誘導されているわけではないはずなのに、ジルコニアと話しているといつの間にか余計なことまで口走ってしまっていることが多い気がする。

「飲み薬や食べ物だけじゃなくて、そういった用途の薬もあるんですね……」

　ジルコニアはそう言うと、手を伸ばしてペンダントに触れた。

「見せていただいてもいいですか？」

「え、ええ。いいですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はペンダントを外し、ジルコニアに手渡した。

　彼女はそれをじっと眺め、彫られている花の絵を指でなぞる。

「
綺
 き

 
麗
 れい

 な花の絵……それに、すごく安心する香りですね。いただいた洗髪剤も似たような香りだったのに、何かが違う気がします」

「成分の違いだと思います。同じ香りでも、効能まで同じではないはずなので」

　今さら隠しても仕方がないと、
一
 かず

 
良
 ら

 は半ば
諦
 あきら

 めて説明をする。

　ジルコニアは納得したように
頷
 うなず

 き、ペンダントを眺めている。

「開けてみてもいいですか？」

「どうぞ」

　ジルコニアはペンダントの栓を外すと、中から折りたたまれた布を取り出した。

「……あら？」

　広げてみると、それは白い糸で
刺
 し

 
繍
 しゆう

 が施されたブレスレットだった。

「あ、ブレスレットが入ってたんですね。全然気づかなかった」

「これは誰から？」

「バレッタさんです。前に村からイステリアに発つ時にもらったんですよ」

「そうだったのですか……今までこれが入っていたことには気づかなかったのですか？」

「ええ、いつもフタを開けて直接薬液をたらしてたので、まったく気づきませんでした」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、ジルコニアは少し意地悪な表情を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

「そうですか……それで、どうするんです？」

「どうするって、何がです？」

「これです。白の
刺
 し

 
繍
 しゆう

 ですよ？」

　手のひらにブレスレットを載せ、
一
 かず

 
良
 ら

 に見せるようにしてジルコニアが言う。

「んー、そうですね……ペンダント用に入れてくれたものですし、そのまま使おうと思います。お守りですし、身につけていれば一緒かなと思うので」

「え？」

　ジルコニアがぽかんとした声を漏らした時、入口の戸が開いてバレッタとリーゼが戻ってきた。

　その音に驚き、ジルコニアはとっさにブレスレットを握って隠す。

　リーゼはすでに寝間着姿になっており、上からケープを羽織っていた。

「すみません、遅くなりました。次はお母様が入ってください。……どうかしましたか？」

「う、ううん、なんでもないわ」

　ジルコニアは立ち上がると、リーゼと入れ替わりでバレッタを伴って外へ出て行った。

「……何の話してたの？」

　リーゼは居間に上がり、
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に座り込む。

「あ、ああ、俺の付けてるペンダントからいい香りがするって話を少しな」

「ふーん……それで、そのペンダントはどこ？」

　リーゼはそう言い、いつもペンダントが揺れている
一
 かず

 
良
 ら

 の胸を人差し指で軽く突く。

「あ、ジルコニアさん、持っていっちゃったみたいだな」

「……ないとは思うけど、もしお母様に変なことしたら――」

「そ、そんなことするわけないだろ！」

　真顔でそんなことを言うリーゼに、思わず
一
 かず

 
良
 ら

 は冷や汗をかきながら答える。

「うそうそ、冗談だって。真に受けないでよ」

　途端に笑顔になってそう言うリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 はげっそりした様子でため息をついた。

　

「はー」

　肩まで湯に浸かり、ジルコニアは深く息を吐いた。

　んー、と大きく背伸びをし、ばしゃん、と湯に両手を落とす。

「湯加減は大丈夫ですか？」

「ええ、ちょうどいいわ。ありがと」

　外にいるバレッタに答え、小窓に目を向ける。

　天井から吊るされたオイルランタンの暖かな灯りに照らされた湯気が、空へと向かってもわもわと延びていく。

　しばらくそれをぼうっと見つめ、なんとなく湯の中で立ち上がって小窓から顔を出す。

「おー」

　窓から出て行く湯気と、外を流れる薪の煙が混じって天に昇っていく様を、口を半開きにして眺める。もくもくと形を変えていくその様子が、なぜかとても面白い。

「どうかなさいましたか？」

　窓から顔を出すジルコニアに、外にいたバレッタが小首を傾げた。

「湯気と煙が混じって、もわもわしてるなって」

「え？　あ、はい。そうですね」

「面白いわね」

「は、はあ」

　ジルコニアはひとしきりそれを眺めて満足すると、再び湯の中に身体を戻した。

　熱い湯が、少し冷えてしまった身体にじんと染み渡る。

「ごめんなさいね、家に押し掛けたうえに召使いみたいなことまでさせちゃって」

「い、いえ、大丈夫です！　いつもやっていることですし！」

　バレッタの慌てた声に、ジルコニアはくすりと笑みを漏らした。

「ふふ、ありがと。あなたが入る時は、私が火の番をするわね」

「えっ、そ、そんなことをジルコニア様にしていただくわけには」

「泊めてもらってるんだから、それくらいさせてちょうだい。……あ、もしかして、カズラさんにお願いする予定だった？」

「えっ、あ、う……」

　その声色から赤面しているだろうバレッタを想像し、ジルコニアはくすくすと肩を揺らした。

「あなた、分かりやすいわねぇ」

「うう……そんなに分かりやすいですか？」

「うん。カズラさんのことになると、顔とか態度に全部出てる」

「はうう……」

　ジルコニアはひとしきり笑うと、再び小窓を見上げた。

「ここで１カ月くらい、彼と一緒に暮らしてたのよね？」

「はい」

「その時のこと、聞かせてくれない？」

「その時の……ですか？」

「うん。この村で、彼はどんなふうに過ごしてたのかなって。初めて村に来た時の話とか、いろいろ教えて欲しいの。ダメかしら？」

「いえ、そんなことは……」

「よかった。話したくないことは話さなくていいからね。２人だけの思い出、とか」

「は、はい……えっと、カズラさんが初めて村に来たのは半年くらい前の夏の暑い日で……」

　ゆったりと湯に浸かって目を閉じ、バレッタの話に耳を傾ける。

　彼が初めて村に来た日のこと。

　病に伏せる父を救ってくれたこと。

　腹を空かせた皆のために、たくさんの食料を持ってきて炊き出しをしてくれたこと。

　雨を降らせようと、巨大な
焚
 た

 き火を行って雨乞いをし、本当に雨が降ったこと。

　その後も村のために、農具や水車、肥料を持ち込んで、村を助けてくれたこと。

　最初のうちは言葉と内容を選びながら慎重に話していたバレッタだったが、時折ジルコニアが
相
 あい

 
槌
 づち

 をうったり質問をしているうちに、楽しそうに当時のことをいろいろと話し始めた。

「そしたら、どうしても街を見に行きたいってお願いされてしまって。村の人を何人か誘って、出かけることになったんです」

「へえ、そうだったの。街を見てみたいだなんて、カズラさんらしいわね」

「ふふ、そうですね。それで、皆で歩いて出かけたんですけど、カズラさんの足の裏にマメができてしまって」

　街に着くまでの大変ながらも楽しい道のりや、イステリアに着いてからの一騒動など、バレッタは声を弾ませて話す。その後も、村に戻ってきてから毎日一緒に土いじりをしたり、道具の作りかたや図面の引き方などを夜遅くまで教えてもらったことなど、バレッタの話は止まらなかった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 と過ごした日々がバレッタにとっていかに充実していたか、どれほど彼女が彼を
慕
 した

 っているのかが、その話しようだけでジルコニアには十分伝わってきた。

「あと、森の奥に２人でアルカディアン虫を探しに行ったことがあるんですけど、その時に熟したリコの実が高い所に生っているのを見つけて……」

「えっと、そろそろ出ようかしら。のぼせてきちゃった」

「えっ!?
 　あ、す、すみません！　私ったらつい……」

「ううん、気にしないで。後でまた、話の続き聞かせてもらえる？」

「は、はい！」

　武器の製造について
一
 かず

 
良
 ら

 に話したのか、という質問は、やめておくことにした。

　持ってきてしまったアロマペンダントは、屋敷に戻ってからこっそり
一
 かず

 
良
 ら

 の着替えに忍ばせておいた。

　

　

　次の日の朝。

　朝食を済ませた一同は、屋敷の外に出ていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は日本に戻るため、日本製の洋服に着替えている。

「それじゃあ、後のことはお願いします。夜には戻ってきますね」

「はい。お夕飯用意して待ってますね」

　いつものように
一
 かず

 
良
 ら

 は皆に別れを告げ、敷地の
隅
 すみ

 に停めてあった農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 に乗り込んだ。

　キーを挿し込み、エンジンをかける。

　特徴的な
爆
 ばく

 
音
 おん

 を響かせて、
一
 かず

 
良
 ら

 は雑木林の方へと去って行った。

「さてと、私たちは職人さんたちを迎えに行きましょう。……リーゼ様？」

　
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 に乗って去っていく
一
 かず

 
良
 ら

 の背を
唖
 あ

 
然
 ぜん

 とした様子で見つめているリーゼに、バレッタが首を傾げる。

「な、なんなのあれ……あんな乗り物初めて見るんだけど」

「農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 っていうらしいですよ。私も初めて見た時はびっくりしました」

「そ、そう……」

　そのまま離れていく
一
 かず

 
良
 ら

 をしばらく見送り、バレッタたちはレンガ職人たちを迎えに野営地へと向かうのだった。

　

　数十分後。３人は職人たちと一緒に、村の
隅
 すみ

 に作られたレンガ窯の前にいた。

　現在窯は動いておらず、中身もからっぽだ。

　すぐ近くには、高さが３メートル少々のレンガ造りの塔が建っている。

　バレッタが造った、耐火レンガ製の小型
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 だ。

　すぐ隣には水車が設置されており、皮のふいごと連結されていた。

「こりゃでかいな。新型の
炉
 ろ

 か？」

　レンガ職人の親方が、塔を見上げながらバレッタに問う。

　その横に並ぶようにして、弟子の職人たちが塔をじろじろと眺めていた。

　先ほどまでは村の畑に生えている巨大野菜を見て目を丸くしていたのだが、すでに興味はこちらに移っているようだ。

　ちなみに、野菜の巨大さについては、グレイシオールの加護を強く得ている件の森の土を使ったと説明してある。

　皆は特に疑う様子もなく、「なるほど」と一様に納得していた。

「えっと、これは
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 といって……」

　バレッタはそう言いながら、ジルコニアに目を向けた。

　皆と同様に
高
 こう

 
炉
 ろ

 を見上げていたジルコニアは、その視線に気づくと
頷
 うなず

 いてみせた。

「通常の
炉
 ろ

 よりも高温で金属を溶かすことができる
炉
 ろ

 です。耐火レンガがそろい次第、イステリアにも造る予定です」

「ふむ……この横についている水車は、ふいごを動かすためのものかい？」

「はい。水車の回転に合わせて、自動的にふいごが動く仕組みになっています」

「ほう、自動的にか。よくこんな便利なものを考えたもんだな」

　親方は
頷
 うなず

 くと、目を細めて
高
 こう

 
炉
 ろ

 の壁面を舐めるように眺め始めた。

　弟子たちも同じように、
高
 こう

 
炉
 ろ

 の周りをうろうろと歩いては形を確かめているようだった。

「それで、こっちは
高
 こう

 
炉
 ろ

 を造るのに使う耐火性の高いレンガを焼くための窯です。使い方は普通のレンガ窯と同じですが、高品質な耐火レンガを使っているのでかなりの火力にも……あの、どうかしましたか？」

　何やらいぶかしげな表情で
高
 こう

 
炉
 ろ

 を見ている職人たちに気づき、バレッタは首を傾げた。

「これらの
炉
 ろ

 を造ったのは熟練の職人かい？」

　親方はそう言いながら、レンガ窯と
高
 こう

 
炉
 ろ

 を交互に見やる。

「いえ、これは私と村の皆で造ったものです」

　バレッタが答えると、他の職人たちから「そうだろうな」とか「やっぱりな」といった声が漏れた。

　親方も、彼らに同調するように
頷
 うなず

 いてみせる。

「ふうむ……こりゃあ、あんまりよくないな。レンガの積み方が雑すぎる。こっちのレンガ窯なんて、こんな造りじゃ火の回りがあんまりよくないんじゃないか？」

「う……す、すみません」

「窯底はどうなってるんだ？　ちゃんと丸太を敷き積めて粘土で固めたのか？」

「や、やってません。
綺
 き

 
麗
 れい

 に整地して粘土で固めただけです」

「煙突に向けて傾斜はつけたか？」

「それもやってないです……」

　すごい勢いでダメ出しされるバレッタに、リーゼとジルコニアはお互い顔を見合わせた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 に絶大な信頼を置かれている彼女がやったのならすべて
完
 かん

 
璧
 ぺき

 なのだろうと、何となくだが思っていたからだ。

「親方、言いすぎですよ……」

「ん？」

　ひたすら続くダメ出しを見かねて、弟子の１人が口を挟む。

　親方はしょんぼりしているバレッタと、その様子を見つめるリーゼとジルコニアに気づき、焦った表情になった。

「あ、いや！　素人と一緒に作ったにしちゃあ上出来とも言えるか！　けっこう様になってるしな！」

「……」

「嬢ちゃんたちだって一生懸命やったんだもんな！　それによく見てみれば、そんなに悪くもないぞ、うん！」

　あからさまにへこんでいるバレッタに、親方はフォローにもなっていないフォローを入れて必死にご機嫌をうかがう。

　ジルコニアお墨付きの職人であるバレッタを貶めるような発言をしてしまい、内心かなり焦っているようだ。

「じゃ、じゃあ、さっそくこのレンガの焼き方を教えてもらえるかい？　たくさん作ってきたから、大仕事になるぞこりゃあ！　わはは！」

「分かりました……」

　何とも微妙な空気のなか、レンガ造りの指導が始まるのだった。

　

　一方その頃。

　日本に帰還した
一
 かず

 
良
 ら

 は、屋敷の縁側に座ってあちこちに電話をかけていた。

　追加の肥料の手配を済ませ、工事計画書の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 具合を確認し、ホームセンターの主事店員にとある商品を取り扱っているか確認する。

　すべてを済ませて携帯電話をポケットにしまおうとして、ふとその動きを止めた。

「……そろそろ、ちゃんと聞いておくか」

　そう言ってもう一度携帯電話の画面を見ると、電話をかけた。

　数コールして、電話が繋がった。

「あ、父さん？　久しぶり」

『こら、久しぶり、じゃないだろ』

　
安
 あん

 
堵
 ど

 のなかに不機嫌さが混じったような声が、電話口から響く。

『最後に電話してから３カ月以上経ってるんだぞ。月一でいいから連絡寄越せって言っただろうが』

「ごめんごめん。ちょっと連絡付かないところにいたんだ。んで、それについて父さんに聞きたいことがあるんだ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう前置きすると、一呼吸置いた。

「屋敷の南京錠がかかってた部屋のことなんだけど、俺、半年くらい前にその部屋に入ったんだよ」

『……』

「そしたらさ、一瞬で目の前の景色が切り替わって、石造りの通路が現れたんだ。……父さん、聞いてる？」

『……ああ』

「それでさ、その通路の先に行ってみたら、見たこともない雑木林が広がってたんだ。で、その雑木林を抜けた先に村があったんだよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の話を、父、
真
 しん

 
治
 じ

 は何も言わずに黙って聞いている。

　彼が異世界へと通じる扉のことについて知っているということは、今までの彼との会話を考えれば確定的だ。

　問題は、彼が何をどこまで知っているかということと、どうして扉のことを何も教えてくれなかったのかということだ。

「その村はグリセア村っていうんだけど、そこが
飢
 き

 
饉
 きん

 で大変なことになっててさ。なりゆきでこっちからいろいろと食べ物やら道具やらを持っていって助けることになったんだ。それからしばらくの間、俺はその村に住まわせてもらってた。その後もいろいろあって、今はイステリアっていう大きな街の領主の屋敷で内政の手伝いをしてる」

『……そうか』

「単刀直入に聞くけど、父さんはあっちの世界に通じてる扉のこと知ってるんだろ？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう問いかけると、
真
 しん

 
治
 じ

 は深くため息をついた。

『ああ、知ってるよ』

「……じゃあ、何で俺に何も教えてくれなかったわけ？　俺をこの屋敷に来るように誘導したってことは、俺にあっちの世界で何かやらせたいことがあったんだろ？」

『いろいろと聞きたいこともあるだろうが、俺からお前に教えられることは何もない。というか、教えるわけにはいかないんだよ』

「……話が全然見えてこないんだけど。教えるわけにはいかないってどういうことだよ」

　言葉の意図が読み取れず、
一
 かず

 
良
 ら

 は問い返す。

　知っているのに何も教えられないなどと言われても、納得がいくはずもない。

『俺がすべてを説明するのは、絶対にお前のためにならない。まあ、助言程度ならできるがな』

「いや、言ってる意味がさっぱり……ていうか、食べ物のことくらい教えてくれてもよかっただろ。下手すりゃ餓死するところだったんだぞ」

『……餓死？　いつでも戻ってこれるんだから、食料くらいなんとでもなるだろ。あっちで都合がつかなかったなら、こっちでたっぷり用意していけばよかっただろうが。それに、さっき食べ物やら道具やら持って行ったって言ってたじゃないか』

「いやいや、そういう意味じゃないんだって。俺が言いたいのは……」

『あー、とりあえずそれはいいから、俺の話を聞け』

　少し強い口調で言われ、
一
 かず

 
良
 ら

 は口を閉ざす。

『屋敷の部屋のことをお前に教えなかったのは、そうするべきだと考えたからだ。何も知らないふりをしてすっとぼけてたことは謝る。だが、それが一番いい方法だと思ったんだよ。できる限り、お前自身の考えの元で行動して欲しかったんだ。少なくとも、親が手を出す話じゃない』

「……全然分からん。もっと分かりやすく言ってくれないかな」

『１つ忠告しておく』

　
真
 しん

 
治
 じ

 はそう言うと、一呼吸置いた。

『お前がどんな人たちと関わって何をしようとしているのか知らないが、絶対に悔いが残らないように行動しろ。自分で考えて、最善と思う道を選ぶんだ。どんな結果になろうとも、お前が納得できる道を選べ』

「……」

『失ったものは戻ってこないぞ。自分にとって何が一番大切か、常に頭においておけ』

「あのさ、もう少し具体的に……」

『俺から言えることはそれだけだ。物の手配とかで困ったことがあったらいつでも連絡してこい。じゃあな』

「えっ。ちょ、ちょっと待……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言いかけて、携帯電話を耳から離した。

『通話終了』という文字が、液晶画面に空しく浮かぶ。

「結局どういうことなんだよ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はしばらくの間、縁側で携帯電話を見つめていた。





　

第３章　神様の定義

　

　しばらくして屋敷を出発した
一
 かず

 
良
 ら

 は、いつものようにホームセンターへとやってきた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が店に入ると同時に、待ち構えていたかのように主事店員が小走りでやってくる。

「これは
志
 し

 
野
 の

 様、お待ちしておりました」

「ご無沙汰してます。電話で相談したものについてなのですが……」

「はい、たくさん種類がありますので、それぞれ説明させていただきます。どうぞこちらへ」

　いつものように彼に案内され、目的の商品があるエリアへと移動する。

　そこには、たくさんの防犯カメラがショーケースに陳列されていた。

「こちらになります。用途は畑の防犯用でしょうか？」

「いえ、屋内の部屋の監視ですね。リアルタイムで別室で監視できるようなタイプのものが欲しいんです。音声も聞けるやつがいいんですけど」

「それでしたら、こちらの商品はいかがでしょうか。解像度は１００万画素で集音マイクも内蔵しておりまして、ＬＡＮケーブルを接続すれば別室でモニタリングすることができますよ」

　そう言って主事店員が指し示した監視カメラは、天井に設置するタイプの監視カメラだった。

　値段も６万円と手頃なのだが、有線というのが少し引っかかった。

「うーん……ＬＡＮケーブルを使わないタイプってないですかね？」

「それでしたら、こちらのワイヤレスタイプですね」

　主事店員はすぐに、別の棚にあった据え置き型の監視カメラを紹介した。

　丸っこいドーム型の監視カメラで、受信機の操作によってカメラ部分を回転させることができるタイプのものだ。

「デジタル無線方式で、見通しのよいところなら最大２００メートルまで通信が可能です。壁のある屋内ですと、半径40
 メートル程度が通信可能な距離の目安ですね。赤外線ＬＥＤも搭載されていて、暗所でも近距離なら監視できます。もちろん録画も可能です」

「壁が石壁……コンクリートでも大丈夫ですか？」

「設置する場所や窓の数、それと壁の厚さにもよりますね。窓際にカメラを置いておけば、別室の窓際でならかなり離れていても通信が可能です。あと、双方向で音声通信もできますよ。トランシーバーのような片方ずつの通話ですけど」

「おお、いいですね。これをもらおうかな」

「ありがとうございます。カメラの台数はいかがいたしますか？　最大でカメラ４台まで、１台の受信機に対応させることができますが」

「んー……せっかくだし、４台もらっておこうかな」

「かしこまりました。あと、追加部品として外部センサーを取り付けることでモーションセンサー機能を持たせることもできますが」

「モーションセンサーって、何か動きがあった時だけカメラが動くやつでしたっけ？」

「はい。録画機能と連動させることで、無駄な録画をせずに済むのでお勧めですよ」

「じゃあ、それも全部のカメラに付けておいてください」

「ありがとうございます。あと、録画データ用のＳＤカードが……」

　例のごとく店員がお勧めするままにオプション装備をすべて購入し、フルスペックの無線式監視カメラを手に入れた。

　カメラの用途はいろいろと考えがあるのだが、この間リーゼがニーベルに
脅
 おど

 されたかもしれないという事案への対応も含まれている。

　面会の多いリーゼの身に、今後同様の危険が及ばないようにするという目的と、監視カメラの存在でリーゼに安心感を持たせるという意味合いが大きい。

　リーゼはニーベルに
脅
 おど

 されたのではないか、と
一
 かず

 
良
 ら

 たちに思われるのは嫌なはずなので、監視カメラの設置に際しては『交渉内容を映像で保存することで、後で絶対に反故にできないようにするため』とでも説明すればいいだろう。

　ナルソンやジルコニアが他国や他領の面会者と会う際にも用いれば、その記録がいつか役に立つことがあるかもしれない。

　ただし、その記録を突きつける際には、グレイシオールの存在も同時にばらすということになってしまうのだが。

　ちなみに、モーションセンサーなどの付属品を付けたことに他意はない。

　せっかくだからつけておくか、程度の考えである。

「他にはどうするかな……あ、防犯ブザーってあります？」

「キーホルダータイプのものをいくつか取り扱っております。ご自分用ですか？」

「いえ、友人の女の子に持たせようと思って」

「それでしたら、かわいいデザインのものがたくさんありますよ。かなり種類があるので、好みのデザインのものを選んでいただければと」

「へえ、そんなにいろいろとあるんですか。音はどんなもんです？」

「80
 デシベルから１３０デシベルほどのものがございます。１３０デシベルのものは飛行機のエンジン音より大きな音が出ますから、防犯にはうってつけですよ」

「そ、それはすごいですね。間違って鳴らさないように気をつけないと」

「そうですね。ですが、いつでも使えるように常に携帯することが一番大切で……あ、そろそろ寒くなってきましたが、暖房器具の準備はお済みでしょうか？」

　話をしながら広い店内を並んで歩いていると、暖房器具コーナーの前で主事店員が足を止めた。ハロゲンヒーターや石油ストーブなど、いろいろな暖房器具が陳列されている。

「火鉢から最新型石油ストーブまで、幅広く取りそろえております。田舎暮らしのデザインにも合うような、レトロな商品もございますが」

「あー、そういえば最近寒くなってきましたからねぇ……」

　ナルソン邸の
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋や大部屋などには
暖
 だん

 
炉
 ろ

 があるため、明け方以外は今のところ特に寒いと感じたことはない。

　だが、12
 月から２月の終わりまでは池の水が
凍
 こお

 りつくくらい気温が下がって雪も降るとジルコニアが言っていたので、本格的に寒くなるのはこれからなのだろう。

「あの、湯たんぽってあります？」

「ええ、ございますよ。冬場はやはり湯たんぽですよね」

　そんなこんなで今回もいろいろと購入し、ホームセンターを後にした。

　防犯ブザーは１つでいいかとも思ったが、いろいろなデザインのものがあったので一通り購入した。

　

　ホームセンターを出た
一
 かず

 
良
 ら

 は、携帯電話を使って見つけた街なかのワイングラス館へとやってきた。

　大きな倉庫を丸々改装して造られた店の隣には、鉄骨で組まれた巨大なブドウ棚が併設されている。収穫期にはブドウの直売が行われているらしく、自家製のブドウジュースも販売されるらしい。そんな光景を横目に見ながら、金属のベルが付いたドアを開けて店内へと入った。

「おお、広いなあ。ワインコーナーもあるのか」

　中はとても広く、様々な種類のガラスのコップやアクセサリーが陳列されていた。

　壁際にはワインボトルが並んだ棚とカウンターがあり、有料で試飲も行っているようだ。

　そんな光景を眺めながら、手近のガラスコップが陳列されている棚へと歩み寄る。

「ううむ、やっぱりガラス製品って
綺
 き

 
麗
 れい

 だよな。これをあっちで売ったらいくらになるんだろうか」

『冷酒用』と説明書きが付いている、薄いピンク色をした70
 ミリリットルの切子グラスをまじまじと見つめる。

　
綺
 き

 
麗
 れい

 な桜の絵が彫られている、とても上品な一品だ。

　値札には『３５００円』と書かれている。

「２５０円の紅水晶が３万５０００アルに化けたからな。このコップだったら下手すりゃその10
 倍くらいは……いや、ぶっ飛びすぎてて値段が付かないか。そもそも市場に流せないけど」

　買い物カゴ片手に店内をうろつき、お
土産
 みやげ

 用のグラスを物色する。

　見ているうちに
一
 かず

 
良
 ら

 自身も何か欲しくなってしまい、自分用に秋草模様が入った紫色の江戸切子のタンブラーを１つカゴに入れた。

「お、銀食器だ」

　お
土産
 みやげ

 として買っていくコップを物色していると、純銀製のワイングラスや皿が並んでいるコーナーを発見した。

　どれもかなりお高めで、小さめのタンブラー１つで10
 万円に手が届こうかというような高価格帯だ。

　伝統工芸品のくくりの品物のようなので、生産数自体が少ないせいで単価が高いのだろう。

「イステリアでガラス玉を売ったお金で、上品な銀製品をたくさん買ってきてこっちで売ったら
大
 おお

 
儲
 もう

 けできそうだな。無限にお金を生み出す永久機関になるんじゃないだろうか」

　そんなこんなで一通りの買い物を済ませ、
一
 かず

 
良
 ら

 は店を後にした。

　

　数時間後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は山奥の屋敷に戻り、買ってきた荷物を車から降ろしてリアカーに積んでいた。

　今日買ったものはバレッタたちへのお
土産
 みやげ

 の品が数点と、化粧品や洗髪剤といった日用品、ホームセンターで手に入れた監視カメラや湯たんぽなどだ。

　肥料の搬入は明日の午前中に行い、前回のように村と屋敷を往復して一日がかりで運び込む予定だ。

　イステリアに発つのはバレッタによるレンガ焼き指導が終わってからということになっており、冷凍肉や冷凍野菜などの食料品はその日の朝に購入する予定である。

「食料品、か。どうしたもんかな」

　リアカーに積まれた品物を眺め、
一
 かず

 
良
 ら

 はぽつりとつぶやいた。

　昨夜ジルコニアが『力を授けてください』と言っていた時の表情を思い出す。

　その後口にした半ば異常とも取れる
台詞
 せりふ

 とは裏腹に、不自然なほどに彼女の表情は穏やかなものだった。

「ジルコニアさん、どうしてあんな言い方したんだろ。どうしても食べ物が欲しいなら、もっと別の言い方があっただろうに」

　
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 のために力が欲しいというのは理解できるが、相手が特定できないからバルベールの者を皆殺しにするなどと言われては、おいそれと食べ物を与えるような真似は危なっかしくて、とてもできない。

　それに、最近では軍事支援についてはほとんど口にしてこなかった彼女が、急に食べ物を
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 することで得ることのできる力を
懇
 こん

 
願
 がん

 してきたということも不自然に感じられた。

　そこまで力が欲しいのならば、もっと別の切り口で
一
 かず

 
良
 ら

 の同情を誘えばよかっただろうにと考えてしまう。

「……バレッタさんに相談してみようかな」

　いつものように１人で悩み始めたところで、そんな考えが頭に浮かんだ。

　こんなことで彼女を頼ってしまうというのは情けなくもあるが、１人で考えていても答えは出ないだろう。

　ジルコニアに食べ物を与えるかどうかはともかくとして、なぜ彼女がそんなことを言ったのか、バレッタなら何か気づいてくれるかもしれない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、村へと戻るべく屋敷の中へと入っていった。

　

　その頃、グリセア村のはずれでは、バレッタと職人たちがレンガ窯の前で一息ついていた。

　窯の中には生の耐火レンガが入れられており、今は乾燥のために２００度近くまでゆっくり暖めているところだ。

　乾燥には半日かかり、そこからさらに半日かけて１０００度近い高温にまでゆっくりと熱しなければならない。

「乾燥が終わるのは夜中かい？」

「はい。そしたらまた半日かけて火力を上げて、温度を安定させます」

「その辺は普通のレンガと一緒なんだな」

「材料が違うだけですからね。他に違うのは温度管理くらいです」

　生レンガは大量に持ってきてあるため、しばらくの間はグリセア村で耐火レンガを製造することになる。

　元々バレッタたちが作った耐火レンガの備蓄もあるにはあるが、イステリアでレンガ
炉
 ろ

 を造るには数が圧倒的に足りない。

　職人の何人かにはグリセア村に残ってもらい、村人たちと一緒に作業をしながら製作に慣れてもらう必要があるだろう。

　そんなバレッタたちのすぐ近く、薪が積まれている小屋の屋根の下では、リーゼとジルコニアが地面にしゃがみ込んで子どもたちと一緒に真っ黒な団子状のものをこねていた。

「うう、手が冷たい。皆よく平気だね」

「本当、冷たすぎて痛くなってきちゃったわ」

　皆の手は真っ黒で、リーゼとジルコニアは手に息を吐きかけて暖めながら団子をこねていた。11
 月末ということもあって、時折吹く風はとても冷たい。

　そんななかで湿った団子をこねているので、手がかじかんで仕方がなかった。

「平気じゃないよ！　でも楽しいよ！」

「たくさん作ると、お母さんが
褒
 ほ

 めてくれるの。これ、炭の代わりになるんだよ」

　作っている団子は炭団という、木炭の粉を水とつなぎで丸めた燃料だ。

　乾燥させた後は木炭と同じように使うことができ、火力こそ強くはないが火の持ちがよく非常に燃費がいい。

　最近は山で炭焼きを行っているので、砕けてしまった炭がたくさん手に入るため材料には不自由しない。

　子どもたちは作れば作るだけ大人に
褒
 ほ

 めてもらえるので、
泥
 どろ

 団子遊びの代わりに炭団作りをよくやっていた。

　ちなみに、今使っている木炭の粉は、
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 の入口に落ちていたものをかき集めたものと、各家の火消し壷（炭化した薪の火を消すために入れる壷）の底に溜まったものを持ち寄ったものだ。

「リーゼ様、これも使っていいよ！」

　皆でせっせと団子をこねていると、１人の男の子が木のボウルにドロドロとした茶色い液体を持って走ってきた。

　お湯で溶いてあるらしく、ほかほかと湯気が立ち上っている。

　先ほどまでも別の子どもが持ってきた同じ液体を使って、炭団をこねていたのだ。

「わあ、ありがとう。これならたくさん作れそうだね」

　リーゼが男の子に
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、彼は顔を赤くして照れたように笑った。

　すでにリーゼの笑顔の虜になっているようだ。

「そういえば　これって何を溶いたものなのかしら？　少し変わった臭いがするけど」

　ジルコニアが男の子からボウルを受け取り、クンクンと臭いをかぐ。

「根切り鳥の
糞
 ふん

 だよ。それを水で溶いて炭と一緒にこねると、よく燃えるお団子になるんだって、バレッタお姉ちゃんが言ってた」

「そ、そう。これ鳥の
糞
 ふん

 だったの……リーゼ？　大丈夫？」

「だ、大丈夫です……」

　手にべっとりと付いた半生状のものを見つめながら、リーゼはぷるぷると震えている。

　そんなことをやっていると、ニィナがやってきた。

　彼女はバレッタを見つけると、小走りで駆け寄る。

「バレッタ、ちょっと来てもらいたいんだけど、今平気かな？」

「うん、大丈夫だよ。どうかしたの？」

　バレッタが問うとニィナはちらりとリーゼに目を向け、すぐに視線をバレッタに戻した。

「作業でちょっと困ったことがあって。少し時間がかかるかも」

「ん、分かった。親方さん、ちょっと行ってきますね」

「おう。夜まで俺たちで火は見ておくから、その時来てくれればいいよ」

「すみません。お願いします」

　バレッタは親方にぺこりと頭を下げると、ニィナと去って行った。

　そんな２人の後ろ姿を、リーゼはじっと見つめる。

「どうかした？」

「いえ……」

　リーゼの視線を追い、ジルコニアも去っていく２人に目を向けた。

「カズラさんのこともあるし、私たちがあまりよく思われてないのは仕方ないわ。割り切るしかないわよ」

「いえ、そういうことではなくて……」

「リーゼ様、寒いなら俺の家に行く？」

　なおもいぶかしんだ視線を２人の背に向けるリーゼに、炭団をこねていた男の子が声をかけた。リーゼは男の子に笑顔を向ける。

「いいの？　迷惑じゃないかな？」

「そんなことないよ！　大丈夫だよ！」

　男の子はそう言うと立ち上がり、リーゼに手を差し出した。

　リーゼは一瞬きょとんとしたが、すぐにその手を取って立ち上がる。

「あ、いいなー！　私もリーゼ様と手つなぐ！」

「ぼくも！」

「俺も！」

　わいわいと歩いていくリーゼたちに続いて、ジルコニアもその後を追う。

　そしてふと、遠くに見えるバレッタたちの背に目を向けた。

「……うーん？」

　２人の様子に何かおかしなところはあっただろうかと考えるが特に思い当たらず、ジルコニアは首を捻るのだった。

　

「ね、ねえ、どこに行くの？　こっちには物置小屋しか……」

　早足で進むニィナの背に、バレッタは
戸
 と

 
惑
 まど

 った声をかけた。

　てっきり武器や工作機械を作っている作業小屋へ向かうのだろうと思っていたのだが、ニィナは作業小屋を素通りして村の端へと向かっている。

「いいから、黙って付いてきなって」

　ニィナは問いには答えず、少しにやつきながら歩を進める。

　そうして
暫
 しば

 し歩き、２人は
麦
 むぎ

 
藁
 わら

 が貯蔵されている古い物置小屋へとやってきた。

　小屋とはいっても村中の
麦
 むぎ

 
藁
 わら

 をすべて貯蔵しているためそこそこ大きく、湿気を抜くために屋根は高く
藁
 わら

 
葺
 ぶ

 きである。

　換気窓も付いていてそれなりに立派なのだが、ずっと昔から使われている建物のため、柱が少し傷んできており、そろそろ建て直しが必要な頃合だ。

「バレッタ」

　彼女は小屋の入口の前で振り向くと、真剣な表情でバレッタの両肩をがっしりと掴んだ。

「な、何？」

「チャンスだよ！　頑張って！」

「な、何を？」

　ニィナは困惑しているバレッタから手を離すと、小屋の引き戸を開け放った。

「……カズラさん？」

　小屋の中に大量に積まれた
藁
 わら

 に腰をかけている
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合い、バレッタはきょとんとした表情になった。

「すみません、バレッタさん。急に呼び出しちゃって」

「え？　え？」

　状況が飲み込めず、バレッタはニィナに目を向けた。

　彼女はバレッタと目が合うと、えいやとその背を押して小屋へと押し込んだ。

　ぴしゃりと戸が閉じられ、バレッタは困惑しながらも
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直る。

「……はっ」

　そして
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合った瞬間、バレッタは先ほどまでのニィナの態度の意味をようやく理解した。

　今自分は、薄暗い村はずれの物置小屋に
一
 かず

 
良
 ら

 と２人きりなのだ。

　どんな理由で呼び出されたのかは分からないが、状況的には千載一遇のチャンスといえる。

　この機を逃すな、そう彼女は言いたかったのだろう。

「どうかしましたか？」

「いえ！　何でもないです！」

　小首を傾げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタは勢い込んだ返事を返す。

「ま、まあ、こっちに座ってください」

「はいっ！」

　バレッタはカクカクとしたぎこちない動作で
一
 かず

 
良
 ら

 の隣に歩み寄ると、
藁
 わら

 の上にすとんと腰を下ろした。両手を膝に置き、緊張で
強
 こわ

 
張
 ば

 った顔を前に向ける。

「
藁
 わら

 ってずいぶんと暖かいんですね。バレッタさんに相談したいことがあるからこっそり呼び出して欲しいって彼女にお願いしたら、ここで待っているように言われたんですが、確かにここなら人もこないし暖かくて最適ですよね」

「はいっ！　ばっちりです！」

「……あの、本当にどうかしましたか？　何かあったんですか？」

　あまりにも挙動不審なバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 が困惑気味に声をかける。

「い、いえ！　……すーっ、はーっ……大丈夫です」

「は、はあ」

　無理矢理呼吸を整えて表情をとりなしたバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は困惑しながらも
頷
 うなず

 いた。

「それで、相談したいことなんですが……昨晩、ジルコニアさんに『自分にもグリセア村の人たちのような強力な力を与えて欲しい。そのために食べ物を分けて欲しい』って
懇
 こん

 
願
 がん

 されたんです。それで、どうしようか悩んでて」

「えっ、食べ物って……ジルコニア様は、食べ物の効果のことを知っているんですか？　カズラさんが近しい相手にだけ祝福を与えて力を授けているって考えていたはずじゃ……」

　驚いたように言うバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「それが、どうやら自分で気づいてしまったみたいなんです。少し前に日本から持ってきたカキ氷を食べさせたことがあったんですが、その時に勘付いたのかなと。その時はばれないようにリポＤも渡したんですが、それを彼女は飲まなかったんだと思います。あと、言い伝えがどうとかも言ってましたね」

「そう……ですか……カズラさんは、何て答えたんです？」

「どうして力が欲しいのか、力を得てどうするつもりなのかって聞きました。そしたら、彼女は……」

　そこまで言って、
一
 かず

 
良
 ら

 は一瞬、
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 したように言葉を詰まらせた。

　ジルコニアから聞いた悲惨な生い立ちを、勝手に他人に話すことに
若
 じやつ

 
干
 かん

 の負い目を感じたからだ。だが、もとよりバレッタに隠しごとなどするつもりはない。

　すぐに気を取り直して、口を開いた。

「自分の故郷を襲った者たちに
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 する、そう言っていました。ジルコニアさんは元平民で、過去に生まれ故郷を
野
 や

 
盗
 とう

 に
扮
 ふん

 したバルベール軍に襲われたことがあるそうなんです。その後ナルソンさんに政略結婚を持ちかけられて結婚したらしいんですが、おそらくその話を受けたのは
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 のためかと」

「……」

　それを聞き、バレッタは以前ジルコニアに武器製造の話を持ちかけて断られてしまった時のことを思い出した。

　あの時彼女がにべもなく断ったのは、おそらくこれが理由だったのだろう。

　先進的な武器は確かに魅力的だが、身体能力の強化は
一
 かず

 
良
 ら

 の協力なしでは不可能だからだ。

　バレッタの話に乗って勝手に武器を製造していることが
一
 かず

 
良
 ら

 にばれたら、信頼を失って力を得ることができなくなってしまう。

　きっと彼女はそう考えたのだろうと、バレッタは思った。

「相手は特定できているのかとも聞いたんですが、名前すら分からないとのことで……そんな状況で力を得てどうするのかって聞いたら、可能な限り自分の手でバルベールのやつらを皆殺しにする、なんて言ってました。それで、すぐには答えられないでいるうちに別の話になっちゃって、結局答えずじまいです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそこまで話すと、閉まっている戸に目を向けた。

　戸の隙間からはわずかに光が漏れており、他の光源は天井近くの格子窓から入ってくる外の光だけだ。バレッタはじっと、
一
 かず

 
良
 ら

 の横顔を見つめている。

「その話をしていた時、ジルコニアさんは特に感情的になっているようにも見えなくて、正直どうしてあんな言い方をしたのか分からないんです。どうしても力が欲しいなら、もっと別な言い方があったんじゃないかなって」

「そうですね……どうしてそんな言い方……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の話に、バレッタもジルコニアの言葉の意図が読めずに首を傾げた。

　自分が提示した武器製造案を
蹴
 け

 ってまで力を得ることに執着しているのなら、もっと同情を誘うような言い方をするのが普通ではないだろうか。

　あれこれと考えてみるが、これといった納得できる回答が思いつかない。

「
境
 きよう

 
遇
 ぐう

 には同情しますし力になってはあげたいんですが、あんなことを言われては何かあった時に１人で飛び出していってしまいそうで……そう考えると、食べ物を渡す気にはなれなくて。やはり、今は断るべきですよね」

　話しているうちに自分の中で結論が出たのか、
一
 かず

 
良
 ら

 が独り言のように言う。

　バレッタは何も言わず、自分の膝に目を落とした。

　２人の間に、沈黙が流れる。

「……カズラさんは」

「ん？」

　ふいに名を呼ばれ、
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに目を向けた。

「カズラさんは何か納得できる理由があれば、他の人にも食べ物を与えても……力を与えてもいいって考えているんですか？」

「んー……そうですね……」

　納得できる理由、という言葉を
反
 はん

 
芻
 すう

 し、すぐにリーゼの顔が頭に浮かんだ。

　この村の人びとのような剛力があれば、ニーベルのような男に襲われたとしても簡単に撃退できるだろう。

　たとえ自分の目の届かないところにいたとしても、これなら安心できる。

「そうすることで最善の結果に結びつくのなら、与えてもいいと思います。もちろん、信頼のおける人に対してだけですけど」

「……私だけじゃ、ダメですか？」

「え？」

「私は、他の人に力を与えて欲しくないです。他の村の人たちがこの力を持っていることだって、本当は……」

　どうして、と
一
 かず

 
良
 ら

 は問おうとして、バレッタの表情に気づいてその言葉を飲み込んだ。

　バレッタは思いつめたような表情でうつむき、自身の手をじっと見つめる。

「もし……もしですよ？　力を得た人が、何らかの理由でカズラさんを裏切ったとしたら。カズラさんのことを邪魔だって考えるようになったとしたら。……カズラさんに、刃を向けるようなことになったとしたら」

　そう言い、膝に置いた手を強く握り締める。

「今は周りにいる人たちは友好的ですし、皆がカズラさんを必要としています。でも、これから先もそうであるかは分かりません。今は大丈夫でも、後々心変わりする人が出てくるかもしれない。カズラさんを邪魔に思う人がでてくるかもしれない。もう用済みだと、排除しようとする人が出てくるかもしれない」

「……」

「私、何があってもカズラさんのことを護ります。たとえどんなことがあっても、誰が敵になっても、指一本触れさせません。でも、もしこの力を得た人が敵になってしまったら……」

　バレッタはそう言うと、ぎゅっと目を
瞑
 つぶ

 った。

「私、怖いんです。もしカズラさんの身に何かあったらって……私の前から、いつかいなくなってしまうんじゃないかって……そう考えるだけで、私……」

「バレッタさん……」

　バレッタの手を、
一
 かず

 
良
 ら

 はそっと握った。

　バレッタは少しだけ顔を上げ、
一
 かず

 
良
 ら

 を見つめる。

　その
儚
 はかな

 げな表情に、
一
 かず

 
良
 ら

 は胸がきゅっと締め付けられるような感覚に襲われた。

　思えば、イステリアに先んじて設備や道具の開発をしたり、ほとんど休みも取らずに必死に勉強したり、武術を習得したりしていたのも、すべては自分の役に立ちたいと願ってのことだったのだろう。

　ろくな設備もないこの村で一度も触れたことのない機械を一から作ったり、苦手だと言っていた武術の特訓を手が豆だらけになるほどにまで行ったりと、その苦労は筆舌に尽くしがたいものであったはずだ。

　そして今、彼女は自分の身を案じて、不安に
怯
 おび

 えるようにその小さな身体を縮ませている。

　そんな彼女を見ていると、愛おしくてたまらなくなった。

「大丈夫。俺はいなくなったりしません。だから、そんな顔しないでください」

「……」

　バレッタは無言でこくりと
頷
 うなず

 き、
一
 かず

 
良
 ら

 の肩に顔を寄せた。

　強く握り締めていた拳からは力が抜け、開いた手のひらが
一
 かず

 
良
 ら

 の指先に触れる。

　剣や
槍
 やり

 の訓練のせいで少し硬くなってしまった皮膚の感触が、
一
 かず

 
良
 ら

 の指に伝わった。

「……もう、離ればなれは嫌です」

　しばらくして、バレッタはぽつりとつぶやいた。

　顔を上げ、
一
 かず

 
良
 ら

 の顔をじっと見つめる。

　その
頬
 ほほ

 は
紅
 こう

 
潮
 ちよう

 しており、
瞳
 ひとみ

 には緊張の色が浮かんでいた。

　互いの視界には、相手の顔しか映っていない。

　その距離、わずか15
 センチ。

「……バレッタさん」

「カズラさん……」

　バレッタがそっと目を閉じた時。

　頭上から「メキメキッ」という木が軋むような音が響いた。

「……ん？」

「……え？」

　続けて、ぱらぱらと砂が降り、２人の頭にかかった。

　２人は同時に上を見上げ、その光景に表情を引きつらせた。

「……あ、あはは、見つかっちゃった」

「だからやめようって言ったのに……」

　天井の梁の上から、数人の村娘が２人を見下ろしていた。

　どうやって小屋の中に入ったのか、先ほどバレッタを連れてきたニィナの姿もある。

「うう、もう最悪……」

　バレッタは耳まで真っ赤になった顔を両手で覆い、身体を折っている。

「な、何やって……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言いかけた時、彼女らの乗っている梁から、「バキッ」という大きな音が響いた。

　続けて、木が強く軋むような音とともに、梁の中央に大きく亀裂が入る。

　その場にいる全員が、ぴたりと動きを止めた。

「み、皆、そのまま動かな……あわわわ！」

「きゃあああ!?
 」

　娘の１人が制止の声を上げると同時に、梁がバキバキと大きな音を響かせながら中央にひしゃげ始めた。

　建物全体が大きく揺れ、天井からばらばらと砕けた木片や屋根の
藁
 わら

 が落ち始める。

「「危ない！」」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタは同時に叫び、お互い
庇
 かば

 い合おうとして抱き合うような格好になった。

　次の瞬間、大量の木片と
藁
 わら

 と少女たちが、２人に降り注いだ。

　

「う……」

　身体に鈍い痛みを感じ、
一
 かず

 
良
 ら

 は目を
醒
 さ

 ました。

　視界はぼんやりと薄暗く、見覚えのある天井が目に入る。

　どうやら横になっているようで、腹の上に少し重みを感じた。

　全身が、特に頭と右肩が
酷
 ひど

 く痛む。

「よかった、気が付きましたか」

　そのままぼうっと天井を見ていると、頭の上から声をかけられた。

　ほっとしたように
微
 ほほ

 
笑
 え

 むジルコニアと目が合い、ようやく自分がバリン邸の自室で布団に寝かされていることに気が付いた。

「あれ、ジルコニアさん……俺、どうしっ、いてて……」

「あっ、まだ横になっていてください。急に動くと傷が痛みますよ」

　ジルコニアはそう言うと、
一
 かず

 
良
 ら

 の頭に優しく手を添えた。

　側頭部にはガーゼが当てられており、メディカルテープで固定されていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はぼんやりしたまま、そんな彼女をぼうっと見つめる。

「そっか、確か小屋が崩れて……そ、そうだ、バレッタさんは!?
 」

「……カズラ？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が身を起こそうとすると、腹の方から声が聞こえた。

　そちらへと目を向けると、
一
 かず

 
良
 ら

 の腹にかかった布団に突っ伏すようにしているリーゼと目が合った。その目は真っ赤に腫れており、
頬
 ほほ

 には涙が流れた跡が残っている。

「カズラッ！」

　リーゼはそう叫び、
一
 かず

 
良
 ら

 に抱きついた。

「いだだっ！　リーゼ、痛いって！　肩が！　頭が！」

「うえええん！」

「あらあら」

　痛みに悶絶する
一
 かず

 
良
 ら

 に構わず、リーゼは泣きじゃくりながら
一
 かず

 
良
 ら

 にしがみついている。

　すると、居間からどたどたと駆け寄る音が響き、バレッタが部屋に飛び込んできた。

　手には何かが入った小袋を持っている。

「カズラさんっ！」

「バレッタさん！　よかった、無事だっ……いだだ!?
 　リーゼ！　離れてマジで！」

「やだあああ！」

「ほら、カズラさんが痛がってるから離れなさい。また気絶しちゃったら大変よ？」

　ジルコニアはリーゼの肩を掴むと、ゆっくりと
一
 かず

 
良
 ら

 から引き離した。

　その様子を見ながら、バレッタはほっとしたような表情で
一
 かず

 
良
 ら

 の枕元に腰を下ろす。

　少々顔がやつれているが、見たところ特に外傷もなく、元気そうだ。

「バレッタさん、大丈夫でしたか？　
怪
 け

 
我
 が

 はないですか？」

「はい、カズラさんが
庇
 かば

 ってくれたおかげで……でも、そのせいでカズラさんが……本当にごめんなさい」

　そう言うと、バレッタは涙目でうつむいた。

「いや、バレッタさんは何も悪くないですよ。他の皆さんは大丈夫だったんですか？」

「何人か軽い
怪
 け

 
我
 が

 はしましたけど、屋根がほとんど
藁
 わら

 だったせいか、かすり傷程度です。でも、カズラさんには落ちてきた柱が当たってしまったみたいで……」

「うお、マジですか。それでこの程度の
怪
 け

 
我
 が

 で済んだなら
儲
 もう

 けものですね」

「バレッタ、それこっちに貸して」

　ジルコニアはバレッタから小袋を受け取ると、中から針と糸を取り出した。

「カズラさん、ゆっくり起きれますか？」

「あ、はい。いてて……」

　ジルコニアに手を貸してもらいながら、ゆっくりと身を起こす。

　肩が
酷
 ひど

 く痛むが、折れてはいないようだ。

「駐屯部隊には医者を同行させていないので、代わりに私が傷口を
縫
 ほう

 
合
 ごう

 しますね。そんなに大した傷じゃないんで、すぐに終わりますから」

「……えっ!?
 　
縫
 ぬ

 うって、そんなに
酷
 ひど

 いんですか!?
 」

「
酷
 ひど

 くないですよ。少し切ってるだけです。１針で十分なくらいですから、安心してください」

「い、いえ、自分で何とかするんで大丈夫です。明日の朝にでもあっちの世界に戻るんで」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、ジルコニアは心配そうな表情になった。

「そうですか？　切ってからだいぶ時間が経っていますし、すぐに
縫
 ぬ

 ったほうがいいと思いますけど……
縫
 ぬ

 うのが遅くなると治りが遅くなりますし、
痕
 あと

 が残ってしまいますよ？」

「う……バレッタさん、今何時ですか？」

「えっと……たぶん夜中の１時くらいです」

　そう言われ、
一
 かず

 
良
 ら

 は日本の屋敷から最寄の総合病院までの距離を思い浮かべた。

　おそらく車で１時間半くらいで着くだろうが、そうなると夜間緊急外来に行くことになる。

　１針で済むような傷で夜間緊急外来に行ってもよいものだろうか、といった余計な考えが頭に浮かんでしまった。

　ジルコニアもそう言っていることだし、どうせ１針で済むのなら大丈夫だろうと自分の中で結論付ける。

「その、ジルコニアさんは傷の
縫
 ほう

 
合
 ごう

 ってやったことあるんですか？」

「何度もありますよ。それくらいの傷なら朝飯前です」

「……じゃあ、やっぱりお願いします。１針で済むんですよね？」

「はい、すぐに済みますよ。７日もすれば抜糸できますから。では、こちらへ」

　ジルコニアはそう言うと、自分の膝をぽんぽんと叩いた。

　ここに頭を置け、ということらしい。

「……」

「どうかしましたか？」

「い、いえ。失礼します」

　思わぬ展開に少しドキドキしながらも、ジルコニアの太ももに
頬
 ほほ

 をつける。

　ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 の頭を押さえると、傷口を上に向けるために顔を少し下に向け直した。

「リーゼ、動かないように頭を押さえててくれる？」

「は、はい！」

「バレッタはカズラさんの身体に馬乗りになって。両手で肩を押さえつけて、腕には膝を乗せて床に押し付けて」

「分かりました」

「えっ!?
 　あの、大したことないんですよね!?
 　すぐに済むんですよね!?
 」

　その物騒な指示に思わず声を上げると、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 の頭を優しく
撫
 な

 でた。

「はい、すぐに済みます。ただ、頭の傷なので、針を入れる時は少しだけ痛いかもしれません。万が一暴れると危ないので、念のためです」

「ジルコニア様、消毒液です」

「ありがと。それじゃあ、始めましょうか」

　ジルコニアは新しいガーゼに消毒液を染みこませ、傷口にそっと押し当てた。

「いてて！」

「少しだけ、我慢していてくださいね」

　そう言い、針穴に糸を通して縛り付ける。

「
縫
 ぬ

 いますね。歯を食いしばってください」

「えっ!?
 　ちょ……あだだだ!!
 」

　ブツリという感触が頭に伝わるとともに、とんでもない激痛が
一
 かず

 
良
 ら

 を襲った。

　それまでジルコニアの膝枕で感じていたドキドキ感ははるか彼方へ消し飛び、痛みに悶絶して反射的に腕に力が入る。

　その拍子にバレッタに押さえられている肩にまで激痛が走り、悶絶に拍車をかけた。

「カズラさん！　動いちゃダメです！」

「カズラ！　頑張って！」

「いだだだ!!
 　マジで
洒落
 しやれ

 になってないって！」

「糸を引きますよー」

「そ、そんな実況いらだだだ!?
 」

　ズズズと糸が引っ張られ、更なる激痛が
一
 かず

 
良
 ら

 を襲う。

　くりくりっとジルコニアは糸を結び、傷口の
縫
 ほう

 
合
 ごう

 は終了した。

　拘束を解かれ、ジルコニアの膝に顔を乗せたまま脱力する。

「はい、お疲れ様でした。あっという間だったでしょう？」

「うう……少し痛いどころか死ぬほど痛かったです」

「ふふ、大げさですね。ガーゼを当てますね」

「いや、マジですって……いてて」

　息も絶え絶えの様子でぐったりする
一
 かず

 
良
 ら

 の頭に、ジルコニアはガーゼを当てると手早く包帯を巻いた。

　なおもぐったりしている
一
 かず

 
良
 ら

 の頭を、よしよしと
撫
 な

 でる。

「しばらくこのままでいましょうか？」

「あっ、す、すみません！　すぐに退きます！」

「あら、遠慮しなくてもいいのに」

「お、お母様！」

「ふふ、冗談よ、冗談」

　リーゼとバレッタに手を借りて起き上がり、改めて彼女たちに目を向ける。

　皆私服のままで、風呂にも入らず看病をしてくれていたようだ。

「心配かけてすみませんでした。もう大丈夫ですから、皆さんも休んでください」

「分かりました。何かあったら起こしてくださいね……２人とも、どうしたの？」

　立ち上がったジルコニアが、動こうとしない２人に首を傾げる。

「私、今夜はカズラの
傍
 そば

 にいます。バレッタは休んでいいよ」

「い、いえ、それなら私も……」

「さっきまで私は寝ちゃってたけど、あなたずっと起きてたんでしょ？　何かあったら起こすから、休みなよ」

「……はい」

　リーゼの有無を言わさぬ口調に、バレッタはうなだれるように
頷
 うなず

 いた。

　その様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 が慌てて口を開く。

「いや、俺は本当に大丈夫だから、リーゼも寝とけよ。疲れた顔してるぞ」

「こんな状態じゃ眠れないもん」

「だとしても、横にはなっておけって」

「カズラ、お願い……」

「……」

　今にも泣き出しそうな表情を向けられ、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアに目で助けを求めた。

　ジルコニアは困り顔で、リーゼに目を向ける。

「リーゼ、カズラさんも疲れてるんだから……」

「……」

　リーゼは答えず、無言で
一
 かず

 
良
 ら

 の服をぎゅっと掴んだ。

　その様子に、ジルコニアはやれやれと息をつく。

「すみません、カズラさん。今夜は一緒にいてあげてくれませんか？」

　そう言われてしまい、どうしたものかと
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼに目を向けた。

　リーゼは涙目でうつむいたまま、指が白くなるほど強く
一
 かず

 
良
 ら

 の服を掴んでいる。

「……分かりました」

　仕方がない、といったふうに
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 くと、リーゼは少し顔を上げた。

　口はへの字になっており、今にもまた泣き出してしまいそうだ。

「それでは、私たちは休ませていただきますね。バレッタ、行きましょう」

「……」

「ほら、バレッタ」

「はい……」

　ジルコニアにうながされ、バレッタは後ろ髪を引かれる様子ながら、その後に続いた。

　すっと引き戸が閉じられ、部屋に静寂が訪れる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が視線を戸からリーゼに移すと、涙目で見つめてくるリーゼと目が合った。

　その途端、リーゼが胸に飛び込んできた。

「ちょ、リーゼ……」

「うう、カズラ、カズラぁ……」

　再びぼろぼろと泣き出してしまったリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は肩を掴もうと持ち上げかけた手を止めた。

　リーゼは
縋
 すが

 りつくようにして、
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に顔を押し付けている。

「そんなに泣くなって。俺は大丈夫だから」

「だって、すごくたくさん血が出てたんだよ？　ずっと目が覚めないし、もしカズラがこのまま死んじゃったらって……」

　えぐえぐと泣きじゃくるリーゼの頭を、カズラはよしよしと
撫
 な

 でた。

　これほどまでに心配してくれていたことに嬉しさを感じる反面、いつものリーゼからは想像もつかない態度に驚いていた。

「そう簡単に死にやしないって……あれ、この手どうしたんだ？」

　リーゼの手のひらや指にいくつも包帯が巻かれていることに気づき、その手に触れる。

「小屋の瓦礫とかを除けてる時に……」

「……」

「家にいたら外からすごい音がして、叫び声がする方に皆で走って行ったら小屋が崩れてて……」

　その時のことを思い出したのか、リーゼが再び肩を震わせる。

「助け出された娘が、中にカズラがって……それでっ……」

「ごめんな。心配させて」

　再びしゃくりあげながら泣き出してしまったリーゼをあやすように、背中をぽんぽんと
撫
 な

 でる。

　そのまま泣き続けていたリーゼだったが、少しして泣き止むと顔を上げた。

「……１つ、聞いてもいい？」

「ん？」

「あそこで、何をしてたの？」

「な、何って……」

　思わず口ごもる
一
 かず

 
良
 ら

 の目を、リーゼはじっと見つめる。

「私には、教えられないようなこと？」

「……いや」

　涙に濡れた
瞳
 ひとみ

 で見つめてくるリーゼを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 は首を振った。

「バレッタさんに、相談をしてたんだ。ジルコニアさんのことで」

「お母様のこと？」

　意外そうな顔をするリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 く。

「昨日、リーゼが風呂に入っている時にさ、『この村の人たちが持っているような力を自分にも与えて欲しい』ってお願いされたんだ。それでどうしようか悩んでて、バレッタさんに相談したんだ」

「力って……そっか。あの娘がやたらと力があって素早かったのって、カズラのせいだったんだ」

「ん、何のことだ？」

「私、毎朝中庭で剣とか
槍
 やり

 の訓練をしてるんだけど、一度だけあの娘に相手をしてもらったことがあるの。３カ月くらいしか経験がないって言ってたのにやたらと力あるし反射神経もすごかったから、おかしいなって思ってたんだ」

「そんなことがあったのか」

「うん、すごかったよ。殺されるかと思った」

「ちょ、ちょっと待て、いったいどんな訓練の仕方をしたんだよ」

「んー……ただの形の訓練」

「形の訓練でどうして殺されそうになるんだよ……」

「ふふ、どうしてだろうね？」

　微妙な表情をする
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼは笑って答える。

「……そっか。相談、してたんだ」

「ん？」

　ぽつりとつぶやいたリーゼの顔を見ようとすると、リーゼはそれから逃れるように
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に顔を摺り寄せた。

「……私にも、教えて欲しかったな」

「……ごめんな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が謝ると、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の服を掴む手に少し力を入れた。

「カズラはさ……」

「うん？」

「……ううん、やっぱりなんでもない」

「何だよ、気になるじゃんか」

「……ごめんなさい」

「い、いや、別にいいけど」

　リーゼはそれきり、
一
 かず

 
良
 ら

 に抱きついたままじっと口を閉ざしてしまった。

　再びしおらしくなってしまったリーゼをどう扱えばいいのか分からず、
一
 かず

 
良
 ら

 もじっと口を閉ざす。

「……朝まで、こうしていてもいい？」

　しばらくして、リーゼがそんなことを言った。

　顔は
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に付けたままで、
一
 かず

 
良
 ら

 からその表情を
窺
 うかが

 うことはできない。

「いや、身体が痛くてずっとこの体勢は正直きつい。自分の布団で寝とけ」

　そう
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、リーゼはくすっと笑った。

　その様子に、
一
 かず

 
良
 ら

 も内心ほっとする。

　少しだが、笑うくらいの元気は取り戻してくれたようだ。

「じゃあ、もう少しだけ。お願い」

「……ああ」

　それきりどちらも口を開かず、結局リーゼはそのまま眠ってしまった。

　起こして部屋に戻らせるのもためらわれたため、そのままリーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の布団に寝かせ、
一
 かず

 
良
 ら

 は壁にもたれて眠りについた。

　

　数時間後。ふと気配を感じて、
一
 かず

 
良
 ら

 は目を開いた。

　顔を上げると、すぐ目の前に毛布を持ったジルコニアの姿があった。

　今まさにそれを掛けてくれようとしていたところのようだ。

「あ、すみま……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言いかけると、ジルコニアは「静かに」とでも言うように唇に人差し指を当て、
一
 かず

 
良
 ら

 の左肩に目を向けた。

　その視線を追うと、リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 にもたれるかたちで毛布を掛けられて眠っていた。

　どうやら、いつの間にか布団を出て移動してきたようだ。

　両腕をしっかりと
一
 かず

 
良
 ら

 の左腕にからめ、すうすうと寝息を立てている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアに視線を戻し、空いている手でちょいちょいと部屋の外を指差した。

「……？」

　首を傾げているジルコニアを尻目に、ゆっくりとリーゼの腕を解いてそのまま壁に持たれかけさせた。

　ジルコニアもそれで察したようで、そっと立ち上がると
一
 かず

 
良
 ら

 に手を差し出した。

　その手を取って立ち上がり、２人して部屋の外へ出る。

　居間は真っ暗で、空気は冷え切っていてかなり寒い。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が後ろ手に扉を閉めると、ジルコニアは少し振り返った。

「何かお話があるのなら、外に行きませんか？」

「えっ。外って、滅茶苦茶寒いですよ？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が驚いた顔をすると、ジルコニアは小さく
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「でも、星が見れますよ」

　そう言い、肩に掛けていたストールを押さえてさっさと出口に向かう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も床に置かれていた
外
 がい

 
套
 とう

 を羽織り、慌てて後を追った。

　屋敷の外に出て、敷地を少し出たところで待っていた彼女の隣に並ぶ。

「うぅ、本当に寒いです」

「だから言ったじゃないですか……」

　呆れ顔で言う
一
 かず

 
良
 ら

 にジルコニアは少し笑い、夜空を見上げた。

　そこには真ん丸の月が浮かんでおり、周囲の星を
霞
 かす

 ませるほどに明るく輝いていた。

「月が
綺
 き

 
麗
 れい

 ですね」

「……そうですね」

　その反応にやや不自然なものを感じたのか、ジルコニアが不思議そうに
一
 かず

 
良
 ら

 を見やる。

「あ、いや……今ジルコニアさんが言った
台詞
 せりふ

 が、私の世界では愛の告白の時に使われたりするっていう話があったなと思い出しまして」

「まあ……カズラさんの世界の告白って、すごく情緒があるんですね。何だか素敵です」

　ジルコニアは
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、再び夜空に目を向けた。

「こういうシチュエーションでそんなふうに告白されたら、思わずふらふらっとなびいてしまいそう」

「そんなに素敵ですか？」

「はい。何だかこう、ぐっとくるじゃないですか」

「そうかなあ……」

「まあ、言ってくる相手によりますけどね。やっぱり、少なからずいいなって想ってる相手じゃないと」

　結局はそこに集約されるんじゃないか、と
一
 かず

 
良
 ら

 は突っ込もうとして、本来話そうとしていた内容が完全に置いてけぼりになっていることに気づいて言葉を止めた。

　このまま雑談していたら、本題に入る前に身体が
凍
 こご

 えてしまいそうだ。

「ええと……その話は置いておいてですね。昨晩の話がしたくて」

「食べ物の話、ですね」

「はい」

　あれやこれやと言いわけのような
台詞
 せりふ

 をこの短い時間の中で考えていたのだが、小難しい
台詞
 せりふ

 で
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すのはやめにした。

　ジルコニアはどういう意図があってのことかは知らないが、おそらく本心をすべて吐き出して食べ物の件を申し出たのだろう。

　だったら、自分も本心で答えるべきだ。

「あの話、やはり引き受けることはできないです」

「はい」

　一言ジルコニアは答え、そのまま星を眺める。

　そのあまりにも薄いリアクションに、
一
 かず

 
良
 ら

 はぽかんとした。

　ジルコニアはその様子に気づくと、少し笑いながら「ごめんなさい」と言った。

「たぶん断られるだろうなって思ってましたから」

「……何でそう思ったんです？」

「だって、あんな話聞いたら普通断りますよ。何をしでかすか分からないって」

「でも、力が欲しかったんでしょう？」

「はい」

　その言い分に、
一
 かず

 
良
 ら

 はわけが分からないといったように眉を寄せる。

「なら、何であんな言い方したんですか。他にもっといい言い回しもあっただろうに」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問うと、ジルコニアは少しうつむいた。

「きっと、断って欲しかったんだと思います」

「……断って欲しかった？」

　聞き返す
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアは再び「はい」と小さく答えた。

「ずっと、どんなことをしてでも目的を果たせるならそれでいいって考えていました。何を利用しても、何を犠牲にしても構わないって」

　そう言い、再び顔を上げて星空に目を向けた。

「でも今は、本当に自分がそうしたいのかすら分からないんです。私には、それしかなかったはずなのに」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はどう答えていいのか分からず、星空を見上げるジルコニアの横顔を黙って見つめ続ける。

「……もう何も残っていないって、思っていたんですけどね」

　ジルコニアはそうつぶやき、しばらくしてから、はあ、とため息を漏らした。

「戻りましょうか。寒くて
凍
 こご

 えてしまいそう」

　そう言って
微
 ほほ

 
笑
 え

 むジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は黙って
頷
 うなず

 いた。

　

　部屋に差し込む日の光で、
一
 かず

 
良
 ら

 は目を
醒
 さ

 ました。

　隣には、
一
 かず

 
良
 ら

 の肩にもたれるようにして眠るリーゼの姿がある。

　あの後、
一
 かず

 
良
 ら

 は再びリーゼの隣に戻り、壁にもたれるように眠った。

「おい、リーゼ。朝だぞ」

「ん……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が肩を揺すると、リーゼはゆっくりと目を開いた。

　半分眠っているような顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向け、ぼうっと見つめる。

「……おはよ」

「おはよう。調子はどうだ？」

「……頭痛い。がんがんする」

　リーゼは少し顔をしかめ、再び
一
 かず

 
良
 ら

 の肩に顔を
摺
 す

 り寄せた。

「大丈夫か？　
酷
 ひど

 いようなら薬あるぞ」

「うん……もらおうかな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、部屋の
隅
 すみ

 に置かれていたバッグから鎮痛剤と胃薬とリポＤ、水筒を取り出した。包装から錠剤を取り出し、水筒にお茶を注いでリーゼに手渡す。

「ほら、飲んどけ。すぐに良くなるから」

「うん、ありがとう。カズラはどう？　傷は大丈夫？」

「痛みはあるけど大丈夫だよ。心配すんな」

「そっか」

　リーゼに錠剤を飲ませ、続けてリポＤも手渡す。

　リーゼは素直にそれらを飲むと、はい、と今しがた口を付けたリポＤを
一
 かず

 
良
 ら

 に差し出した。

「ん？　まだ半分くらい残ってるぞ。全部飲んどけって」

「ううん。
一
 かず

 
良
 ら

 も飲みなよ。
怪
 け

 
我
 が

 してるし痛みもあるんでしょ？」

「いや、俺は大丈夫だよ。それに、その薬ならまだたくさん持ってるから」

「んー、そっか」

　リーゼはリポＤを再度受け取ると、ぐいっと全部飲み干した。

「そういえば、傷をすぐに治せる薬とかはないの？」

「すぐにってのはないかな……ある程度回復を促進させるような薬はあるけど」

「そうなんだ。傷には塗ったの？」

「いや、まだ塗ってない。それに、こっちの世界の人たちには効果抜群なんだけど、俺にはそこまで効かないんだよ。今渡した飲み薬もそんな感じだ」

「そうなんだ……でも、塗らないよりはマシなんでしょ？　私が塗ってあげるから、出してくれる？」

　そううながされ、バッグから漢方薬のチューブの
軟
 なん

 
膏
 こう

 剤を取り出してリーゼに渡した。

　リーゼはそれを受け取ると
一
 かず

 
良
 ら

 の頭の包帯とガーゼを外し、昨晩ジルコニアがしたように自分の膝をぽんぽんと叩く。

「ほら、ここに頭置いて」

「このまま塗ればいいだろ……」

「私がやりにくいの。ほら」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を掴んで引っ張ると、半ば強引に頭を膝に置かせた。

　チューブのフタを外し、赤い半生状の中身を指先に取り出す。

「うわ、この薬真っ赤だよ。大丈夫なの、これ？」

「大丈夫だから色は気にすんな。切り傷とかあかぎれとかによく効くんだよ。俺のが終わったらリーゼの手にも塗っておくか」

「うん、ありがと」

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の髪を手で押さえ、傷にそっと
軟
 なん

 
膏
 こう

 を塗った。

　新しいガーゼを当て、包帯を巻きなおす。

　身を起こし、今度は
一
 かず

 
良
 ら

 がリーゼの手の包帯を外した。

　乾いた血が滲んだ無数の切り傷が現れ、思わずぎょっと目を見張る。

「傷だらけじゃないか。痛かっただろうに」

「
縫
 ぬ

 うほどじゃないし、
一
 かず

 
良
 ら

 の頭の傷に比べれば全然だよ」

　リーゼはそう言うが、やや深く切ってしまっている箇所も見受けられ、かなり痛々しい。

　普通に治療しただけでは、
痕
 あと

 が残ってしまうだろう。

　傷口にすり込むようにして
軟
 なん

 
膏
 こう

 を塗り、新しい包帯を巻いてテープで止める。

「これでよし。居間に行こうか」

「うん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が立ち上がって部屋の引き戸を開くと、目の前にバレッタの姿があった。

　バレッタは戸をノックしようとしていたかのように右手を上げており、今まさに
一
 かず

 
良
 ら

 たちを起こそうとしていたようだ。

　お互い思わず驚いてしまい、一歩後ずさる。

「うお、びっくりした。おはようございます」

「お、おはようございます。びっくりした……リーゼ様、おはようございます」

　バレッタは
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、
一
 かず

 
良
 ら

 の後ろで眠そうに目を
擦
 こす

 るリーゼにも
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をした。

「ん、おはよ」

「朝ごはんできてますよ。あと、カズラさんに謝りたいってみんなが来てて……家族の人たちは何とか帰したんですけど、あの娘たちだけはどうしてもって聞かなくて」

「あの娘たち？」

　振り返ったバレッタの視線を追って
一
 かず

 
良
 ら

 が居間に目を向けると、そこにはこの世の終わりのような表情で部屋の
隅
 すみ

 に正座している数人の少女たちがいた。

　皆がおでこや
頬
 ほほ

 にガーゼや絆創膏を当てているが、大
怪
 け

 
我
 が

 をしている者はいないようだ。

　彼女たちは
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合うと、一斉に床に頭をこすり付けて土下座した。

「「「本当に申しわけございませんでした!!
 」」」

「おおう……」

　声をそろえて謝る姿に
一
 かず

 
良
 ら

 が気圧されていると、後ろにいたリーゼがその
袖
 そで

 をぎゅっと掴んだ。

　リーゼは怒りのこもった
瞳
 ひとみ

 で、頭を下げる彼女たちをじっと
睨
 にら

 んでいる。

　どうやら、昨日の事故の経緯を知っているらしい。

　声にこそ出さないが、かなり頭にきている様子だ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がその頭をぽんぽんと
撫
 な

 でると、リーゼはいぶかしんだ表情で
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

「そんな顔すんなって。彼女たちだってわざとやったわけじゃないんだから」

「……うん」

　ふう、と息をつき、リーゼは表情を緩める。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
袖
 そで

 を掴む手を放させると、彼女たちの下へ歩み寄ってしゃがみこんだ。

「顔を上げてください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が努めて優しい声でそう言うと、彼女たちはゆっくりと顔を上げた。

　全員泣きはらした顔をしており、目は充血して真っ赤になっていた。

　なかには、すでにえぐえぐと泣いてしまっている者もいる。

「え、ええと、昨日のことは……」

「ガズラざまぁぁ、ごべんなざいいい！」

「うえええん！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が話し始めると同時に、辛うじて涙を堪えていた者たちまで声を上げて泣き出してしまった。

　昨夜のリーゼもかくやというほどのマジ泣きである。

「うんうん。別に大した
怪
 け

 
我
 が

 もしてないし怒ってもいないから、そんなに泣かないでください。皆さんこそ平気でしたか？」

「大丈夫でずううう！」

「ごべんなざいいい！」

「ゆるじでぐだざいいい！」

「ああ、うん。分かったから。怒ってないから。とりあえず顔を……あ、バレッタさん、すみません」

　いつの間にか
傍
 そば

 に控えていたバレッタからタオルを受け取り、彼女たちに差し出す。

　しかし、あまりにも泣きすぎていて受け取るどころではない様子だったので、バレッタと２人で彼女たちの顔を拭いてやった。

「落ち着きました？」

「はい……」

「本当にすみませんでした……」

　しばらくして落ち着きを取り戻した彼女たちは、しゅんとした様子で改めて
一
 かず

 
良
 ら

 に謝罪した。

　いまだに暗い表情の彼女たちに、
一
 かず

 
良
 ら

 は優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 みかける。

「まあ、皆大した
怪
 け

 
我
 が

 もしていないようで安心しました。でも、もうあんな真似はしないでくださいね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと皆が
頷
 うなず

 いて再び謝罪し、そのうちの１人がおずおずと口を開いた。

「あの、カズラ様の頭の傷は……」

「ああ、少し切っただけなんで大した傷じゃないですよ。ジルコニアさんに
縫
 ぬ

 ってもらいましたし、そのうち治……」

「ごべんなざいいい！」

「うえええん！」

「いや、大丈夫だから！　もう泣かないで頼むから！」

　その後、このままここに置いておくと何度泣き止ませても無限ループになりそうだったので、全員を家に帰すことにした。

　屋敷の入口から彼女たちを見送り、やれやれと中に戻る。

　居間ではすでに食事の準備がされており、ジルコニアやバリンも席についていた。

　くたびれた様子の
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、ジルコニアが
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

「カズラさん、お疲れ様でした。大変でしたね」

「すみません、お騒がせしました」

　そそくさと
一
 かず

 
良
 ら

 も席につき、いただきますと皆で食事を取る。

　メニューは、豆を潰してどろどろにしたものにイモを入れて煮込んだスープと、
囲
 い

 
炉
 ろ

 
裏
 り

 の灰の中で焼いたパンだった。

　おそらく、パンの材料はジルコニアやリーゼのものとは分けて作られてあるのだろう。

「傷の具合はどうですか？」

「頭の傷は特に痛みもないですし、大丈夫ですよ。少し肩が痛むくらいです。後で湿布でも貼っておくかな」

「『シップ』って？」

　聞いたことのない単語に、隣に座るリーゼが反応する。

「貼った場所を冷やす貼り薬だよ。ひんやりして気持ちがいいんだ。鎮痛効果もあるんだぞ」

「へえ、そんな薬もあるんだ。今私が貼ろうか？」

「いや、今は手持ちがないんだ。食事を終えたらあっちで手に入れないと」

　そう言いながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は痛めた肩を
擦
 こす

 った。

　鈍い痛みはあるが、動かせないほどではない。

　念のため、日本に戻ったら一度医者に診てもらったほうがいいかもしれない。

「バレッタさん、職人さんたちへの指導はどれくらいで終わりそうですか？」

「今夜には終わりますよ。温度調節が終わった後は火を止めてゆっくり冷まさないといけないので、窯からレンガを出すにはあと７日かかりますけど、その間にやることは特にありません」

「そしたら、明日には村を発てますね。今日で荷物を全部運び込まないと」

　指導にはもう少し時間がかかるだろうと思っていたのだが、予想外に早く終わってしまうようだ。

　今日の午前中には肥料が日本の屋敷に届くので、結局いつものように丸一日かけてこちらの世界に運び込むことになってしまった。

　とはいえ、今回運びこむ量はそこまで大した量ではないので、焦らなくても大丈夫だろう。

「私たちにも何か手伝えることはある？」

「森の
傍
 そば

 に肥料を運んでくるから、それを村の人たちと一緒に袋詰めしておいてくれるかな。少しだけ臭うかもしれないけど、まあ我慢してくれ」

「臭う？　この間屋敷の屋上で使った肥料は何の臭いもしなかったけど、あれとは違うの？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の
台詞
 せりふ

 に、リーゼが不思議そうに小首を傾げる。

「あれは園芸用の肥料だったからな。今回持ってくるのは、前に
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯に撒いてたやつと同じものなんだ。牛っていう動物の
糞
 ふん

 から作られてる肥料で、完熟発酵されててほとんど臭いはしないって話なんだけど、やっぱり少しは臭うんだよな」

「そ、そう……また
糞
 ふん

 なの……」

「ん？　どうかしたか？」

「なんでもない……」

　その後、のんびりと朝食を済ませ、昨日と同じように
一
 かず

 
良
 ら

 は日本へと向かったのだった。

　

　
一
 かず

 
良
 ら

 を見送った後、バレッタは村内の空き家を改造して作られたハーブ園にやってきていた。

　家の床板はすべて
剥
 は

 がされ、中央に密集するようにして緑色の葉を持ったルッコラとイタリアンパセリが育っている。

　屋根は木板のスライド式で、壁に垂れ下がっている
縄
 なわ

 を引っ張れば開閉できる仕組みだ。

　窓も増設されており、可能な限りたくさんの光を取り込めるようにと工夫がされていた。

「バレッタ」

　バレッタがしゃがみこんでハーブの育ち具合を確認していると、背後から声をかけられた。

　振り返ると、ニィナが入口から気まずそうに顔をのぞかせていた。

　今朝方家にきていた他の娘たちも、ニィナの後ろからバレッタにすまなそうな視線を向けている。

「あの、昨日は本当にごめんなさい。あんなことになるなんて思ってなくて……」

「もういいよ。カズラさんも無事だったんだし」

「……もう、怒ってない？」

「怒ってないよ」

　恐る恐るといった様子で聞いてくる娘たちに、バレッタは少しバツが悪そうに答えた。

　昨日、気絶した
一
 かず

 
良
 ら

 が家に運び込まれた際、バレッタは真っ青になっている彼女たちに烈火のごとく怒声を浴びせたのだ。

　今までバレッタがそこまで感情を
剥
 む

 き出しにして怒りをあらわにしたことなど一度もなかったため、バリンをはじめとする他の村人たちは面食らってしまって声をかけることすらできなかった。

　ジルコニアが止めに入るとさすがにバレッタも声を荒らげることを止め、その後は付きっ切りで
一
 かず

 
良
 ら

 の看病をしていた。そして今に至る、というわけである。

「わざと小屋を崩したわけじゃないし、昨日は私も言いすぎだった。ごめん」

「ううん、どう考えても悪いのは私たちだし、バレッタが謝ることはないよ」

「……カズラ様の傷、本当に大丈夫だったの？」

　おずおず、といった様子で娘の１人が問いかける。

「うん、目立った
怪
 け

 
我
 が

 は肩の打撲と頭の切り傷くらいだから」

「そっか……でも、グレイシオール様も
怪
 け

 
我
 が

 するんだね。神様って案外、私たちと同じようなものなのかな」

「あ、それは私も思った。私たちとは全然違う存在なんだろうなって勝手に思い込んでたんだけど、そんなことないみたいだね。不老不死で
怪
 け

 
我
 が

 も病気も一切しないんだろうなって思ってた」

「……」

「バレッタ、どうかしたの？」

　黙りこんでしまったバレッタに、ニィナが声をかける。

「……ううん、なんでもない。ひさしぶりに見に来たけど、ハーブの生育は順調そうだね」

「うん。言われたとおり雑草はすぐに抜いてるし、肥料もあげてるよ。乾燥ハーブもけっこう貯まってきたよ」

「よかった……種は採れた？」

「たくさん採れたよ。全部布袋に詰めてとっておいてある。ワイルドストロベリーの実もちゃんと乾燥できたよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアに行っている間、バレッタたちは機械などの製造作業と並行して、ここのような空き家を改造してハーブの
隔
 かく

 
離
 り

 生産も行っていた。

　ハーブが量産できれば地球産の野菜も量産できるということなので、試験的に取り組んでみることにしたのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアから村での生活に戻った折には、村での野菜や穀物の生産を申し出るつもりだった。

　これらはすべて、バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 に村に残って欲しいがために取り組んでいることである。

　いつかまた、以前のようにのんびりと２人で土いじりができる日がくることを夢見ていた。

「全部イステリアに持っていく？」

「少しだけもらえればいいよ。残りは皆で使っていいから」

「それじゃあ、後で家に届けるね。ここに生えてるやつも、いくらか詰めておくから」

「うん、お願い」

　無事に仲直りし、皆でおしゃべりしながらハーブを眺める。

　わずかに
漂
 ただよ

 っていた緊張した空気はなくなり、いつもどおりの暖かな雰囲気に戻っていた。

　――私、バカだな。皆、こんなに頑張ってくれてるのに。

　娘たちはバレッタが許してくれたことに心底ほっとしている様子だったが、仲直りできて一番
安
 あん

 
堵
 ど

 しているのはバレッタだった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 を追いかけてイステリアに行ってからというもの、村で行ったことをすべて自分１人で成しとげたかのように、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 に話してしまっていた。

　だが、村の皆が協力してくれたからこそ、すべて成しとげることができたのだ。

　
藁
 わら

 小屋の中で
一
 かず

 
良
 ら

 に、「他の村人たちに力を与えて欲しくない」というようなことを言ってしまったことを、バレッタは心底後悔していた。

　これほどいろいろと協力してもらっておいて、自分はなんと傲慢なことを言ってしまったのだろう。

　しかも、その時の話を聞いていたはずの彼女たちはそれには一切触れず、怒りに我を忘れて罵倒してしまった自分を許し、今もこうして仲間として受け入れてくれている。

　そう考えると、自分が恥ずかしくて仕方がなかった。

「この前、採りたてのハーブでお茶したんだけどさ。やっぱり生のハーブは乾燥させたやつより数段
美味
 おい

 しくて……えっ、ちょ、バレッタ!?
 」

「な、何で泣いてるの!?
 　どうしたの!?
 」

　急にぽろぽろと涙を零し始めたバレッタに、皆がぎょっとして目を向ける。

「ごめん……ごめんね……」

「いや、何が!?
 　何がごめんなの!?
 」

　慌てふためく友人たちの中で、バレッタはしばらく泣き続けていた。

　

　数時間後。

　雑木林の入口にはたくさんの村人が集まり、先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 が運んできた堆肥を布袋に詰めていた。

　ジルコニアとリーゼも作業に加わり、せっせと袋詰め作業を行っている。

　バレッタはレンガ職人たちと一緒におり、今は耐火レンガ作りの指導をしながら合間合間に職人たちから窯作りの指導を受けている。

「リーゼ、無理しないで休んでなさい。血が滲んでるわ」

　リーゼがしゃがんで袋の口を広げていると、ジルコニアがシャベルを持つ手を止めて声をかけた。

　言われてリーゼが自分の手を見てみると、確かにじんわりと包帯の所どころが赤くなっていた。

「あ、これはカズラに塗ってもらったお薬の色です。血は止まっていますから、大丈夫です」

「あら、そうだったの。赤い薬なんて珍しいわね」

「はい。切り傷とあかぎれによく効く薬だって言っていました。けど、こんな色だと心配になってしまいますよね」

「まるで血みたいな色だものね。でも、カズラさんの持ってきた薬ならどんな傷でもすぐに
綺
 き

 
麗
 れい

 に治っちゃいそう。案外、もうほとんど治ってたりして」

　そう言われ、リーゼは何となく包帯の巻かれた両手を握ったり開いたりしてみた。

　今朝までは少しでも動かすと鋭い痛みが走っていたのだが、今はほとんど痛みを感じなかった。

　ジルコニアの言うとおり、もしかしたら本当にもう治ってしまっているのかもしれない。

「……カズラって、本当に神様なんでしょうか」

　じっと手を見つめながら、リーゼはつぶやくように言った。

　そして、はっとして慌てて周囲を見渡す。

　幸い、他の村人たちからは少し離れており、聞かれてはいないようだ。

「どうしてそう思うの？」

「だって、神様だったらあんなふうに
怪
 け

 
我
 が

 したり気絶したりしないんじゃないかなって……私たちが勝手にそう思い込んでいるだけで、本当は神様も私たちと同じように
怪
 け

 
我
 が

 や病気をするのかもしれないですけど」

「そうね……他国の神話の中には、どこどこの神様がどこどこの神様に殺された、みたいな話もたくさんあるし、実際は私たちみたいに
怪
 け

 
我
 が

 したり死んだりするのかもしれないわね」

「お母様は、カズラが現れる前は神様はいるって信じていましたか？」

「んー……」

　ジルコニアは手を止め、少し考えるように首を傾げた。

「正直信じてなかったっていうか、今もあんまり……かな。天国とか地獄とか、あの世はあるって信じてるけど」

「あの世、ですか？」

「うん。だって、そう考えたほうが幸せじゃない。そう考えないと、やってられないわ」

「……」

「まあ、あったとしても私は地獄行きでしょうけどね。リーゼはどうなの？　神様はいるって信じてる？」

　そう問われ、リーゼは即座に
頷
 うなず

 いた。

「はい、もちろんです。ただ、カズラを見てるとちょっと信念が揺らぐというか……今まで想像していた像と、カズラはあまりにもかけ離れているので……」

　その答えに、ジルコニアが可笑しそうにくすくすと笑う。

「確かにそうね。でも、もし彼が神様じゃないとしたら、リーゼは何だと思うの？」

　再びシャベルで堆肥を袋に移しながら、ジルコニアが小声で問う。

　リーゼは少しの間黙って考えていたが、目だけでジルコニアを見上げると口を開いた。

「……ここではないどこか別の世界から来た人間、とか」

「なるほど、面白い考えね。それで？」

「それで？」

　問い返された意図が分からず、リーゼは首を傾げた。

「もし彼が神様を自称してるだけの別の世界から来た人間だとしたら、リーゼはどうするの？」

「……別にどうもしません。カズラはカズラですから」

「なら、それでいいんじゃない？　彼が何者であれ、今までの行いに変わりはないんだから」

「はい……でも、もし本当は人間で神様だと嘘をついているのだとしたら……少し悲しいです」

「うーん……まあ、そこは考えかたにもよると思うけど。どちらにせよ、あまりそういう話をするのは止めなさい」

「はい……あ、カズラだ」

　２人が話をしていると、雑木林の奥から
一
 かず

 
良
 ら

 が農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 に乗ってやってきた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は２人の前まで来ると、ダンプ機能で荷台を持ち上げて堆肥を地面に降ろした。

「リーゼ、手は大丈夫か？　痛いようなら休んでおけよ」

「うん、ありがとう。痛みもないし、大丈夫だよ。
一
 かず

 
良
 ら

 こそ大丈夫？　肩痛いんでしょ？」

「鎮痛効果のある湿布を貼ったから大丈夫だ。今はほとんど痛くない」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は日本に戻ってから病院で肩を診てもらったのだが、案の定「打撲ですね」と一言言われて終わってしまった。

　肩に貼っているのは、その時に処方してもらった湿布である。

「へえ、すごいんだねそれ。肥料はあとどれくらいあるの？」

「あと10
 回分ってところかな。まあ、大した量じゃないから、のんびりやろう」

「うん」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、再び雑木林の奥へと戻っていった。

　その姿を、リーゼはジルコニアと並んで見送る。

「ほんと、不思議な人ね」

　ぽつりと漏らしたジルコニアの言葉が、リーゼの耳に強く残った。





　

第４章　採るべき道は

　

　２日後の夜。

　夕食時を少し過ぎた頃に、
一
 かず

 
良
 ら

 たち一行はナルソン邸の広場に到着した。

　いつもこの時間帯には広場は閑散としているのだが、今日は妙に多くの馬車が停まっている。

　屋敷への出入りも激しいようで、小走りで屋敷へ入っていく者たちも幾人か見られた。

　先に馬車を降りた
一
 かず

 
良
 ら

 が後から降りてくるバレッタやリーゼに手を貸していると、屋敷の中からナルソンが出迎えにきた。

「カズラ殿、お疲れ様でした。ずいぶんとお早いお帰りで……その頭の包帯は？」

「それが、ちょっと
怪
 け

 
我
 が

 をして切ってしまいまして」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、ナルソンは少し驚いたように眉を上げた。

「なんと、そうでしたか。傷の具合は大丈夫ですか？」

「ええ、大した
怪
 け

 
我
 が

 じゃないので大丈夫です。それより、何だかばたばたしているようですが、何かあったんですか？」

　せわしなく屋敷を出入りしている使用人たちを見ながら、
一
 かず

 
良
 ら

 が言う。

「それが、急に『年越しの宴』を我が領で開くことになってしまいましてな。文官や使用人を総動員して、大急ぎで準備に取り掛かっているところなのです」

「年越しの宴？　……ああ、確か国中の有力者が集まって夜通し
挨
 あい

 
拶
 さつ

 合戦を繰広げるっていうやつでしたっけ」

「ま、まあ、そのような感じの宴会ですな。順番的には今年はグレゴルン領で開催するはずだったのですが、『どうにも夏場の
飢
 き

 
饉
 きん

 の影響で開催がおぼつかないからイステール領に順番を
譲
 ゆず

 りたい』と使者がやってきまして……前々から他領に持ち回りを変えたいという話は出ていたのですが、そこまで
酷
 ひど

 い状況では断るわけにもいかず、引き受けることにいたしました」

「えっ、グレゴルン領ってそんなに
酷
 ひど

 い状態なんですか？」

「そのようです。我が領への支援も急激に落ち込んでおりましたし、仕方がないかと」

　グレゴルン領からの食料支援量が急激に落ち込んでいるという話は、
一
 かず

 
良
 ら

 もナルソンの話と資料の内容から
把
 は

 
握
 あく

 していた。

　だが、それほどまでに
困
 こん

 
窮
 きゆう

 しているとは予想外だった。

　とはいえ、いくらなんでも今回の話は急すぎるようにも思える。

「そうですか……しかし、何でよりによってイステール領なんですかね？」

「私が言うのもなんですが、我が領の急速な復興ぶりははっきり言って異常ですからな。実際どんな状態なのか、宴を名目に他領の領主や王族たちは自分の目で確認するつもりなのでしょう。おそらくですが、王都からグレゴルン領に働きかけもあっての今回の要請なのではと思います」

「なるほど……何にしろ、めんどくさいことになりそうですね」

「そうですな。まあ、上手く立ち回りましょう。ところで、食事はお済みですか？」

「まだ食べてないんです。皆腹ペコなんで、急いで用意していただけると」

「では、すぐに用意させましょう。風呂の用意はできておりますので、先に入ってしまっては？」

「そうですね、そうさせてもらいます」

　こうしていったん話は切り上げ、風呂の後で食事をすることになった。

　

　夕食後、
一
 かず

 
良
 ら

 は自室の隣にある仕事部屋に皆を集め、テーブルにお
土産
 みやげ

 を広げていた。

　エイラとマリーも席についているのだが、マリーは落ち着かないのか
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子で縮こまっている。

「はい、これはバレッタさん。こっちはリーゼ」

　上品な桐の箱を、それぞれに１つずつ手渡す。

　リーゼは箱を受け取ると、期待に
瞳
 ひとみ

 を輝かせた。

「開けてもいい？」

「おうよ」

　その返事に、皆が一斉にフタを開けた。

「わあっ!?
 　なにこれすごい!!
 」

　中からのぞいた２つの青い江戸切子のタンブラーに、リーゼは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 の声を上げた。

　透き通った青色のガラスコップとあらかじめ希望はしていたが、まさかここまで細かい細工が施されているとは予想していなかったからだ。

　それぞれ、同色の模様の違った物が２つ入って１セットのものを買ってきた。

　ちなみに、価格はセットで２万円ほどだ。

　アイザックとハベルにも用意してあり、ハベルにはマリーが明日届けることになっている。

　ハベルはここ最近ずっと新たな
開
 かい

 
墾
 こん

 地での作業監督をしているため、自宅と現場を往復していてナルソン邸に来ることは
稀
 まれ

 だった。

「すごく
綺
 き

 
麗
 れい

 ですね……まるで宝石みたい」

　オレンジ色のタンブラーを手に取り、天井から降り注ぐＬＥＤライトの光にかざしながらバレッタが感嘆の声を漏らす。

　ジルコニアも赤いタンブラーを手に取り、「おー」と感心した声を漏らす。

　マリーはフタを外した体勢のまま、ピンク色のかわいらしいタンブラーを見つめて固まってしまっている。

　エイラはよくガラスのティーポットを見ているせいか、
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子ながらもそこまで驚いているふうではない。

「何言ってるの。ガラスなんだから宝石じゃない」

「それもそうですね。……ということは、これは宝石で作ったコップってことですか。それも最高級品質の」

「そう考えると、とんでもない代物よね、これ……」

「そうですね……」

　リーゼとバレッタは手にしたそれらを見つめ、ごくりと息を飲んでいる。

「あと、ジルコニアさんにはこれも。カキ氷用のお皿です」

　透き通った赤色のカキ氷皿を渡すと、ジルコニアは嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「まあ、ありがとうございます。さっそく今日から使わせていただきますね」

「きょ、今日からですか」

「はい、このお皿なら今まで以上にカキ氷が
美味
 おい

 しく食べられそうです……ナルソン、どうしたの？」

　箱の中をのぞいたまま固まっているナルソンに気づき、ジルコニアが横から箱をのぞき込む。

「えっ、なにそれすごい」

「どうしたのですか？」

　目を見開くジルコニアに、リーゼが小首を傾げる。

「な、なんともすさまじい代物ですな……こんなものが存在するとは……」

　ナルソンはそう言いながら、箱からそれを取り出した。

「わっ、すごい」

「
綺
 き

 
麗
 れい

 です……」

　その美しさに、リーゼとバレッタが驚きの声を漏らした。

　それは、琥珀色と緑色の２色で構成されたロックグラスだった。

　底面は濃い琥珀色をしており、中ほどは緑色と琥珀色のグラデーション、そこからふち側に進むにつれて濃い緑色となっている。

　他の面々が手にしているタンブラーと同様に、細かな江戸切子の細工も施されていた。

　値段は単品で３万円と、皆が手にしているものより少しお高めだ。

「何色がいいかナルソンさんに聞いておくの忘れちゃってたんで、私的によさげなのを
見
 み

 
繕
 つくろ

 って持ってきました。
綺
 き

 
麗
 れい

 ですよね、それ」

「は、はい。しかし、これほどの品物、本当にいただいてもよろしいのですか？」

「どうぞどうぞ。いつもよくしてもらっているお礼ですから」

「ありがとうございます。しかし、よくしてもらっているのは私どものような……」

「まあまあ、いいじゃないですか」

　その後、せっかくだから何か飲もうということになり、ナルソンが自室から銀のボトルに入った「とっておき」の果実酒を数本持ってきて自ら注いで回った。

　テーブルの中央には果物や肉の塩漬けなどのツマミが並べられ、ちょっとした宴会のような状況になった。

　バレッタは酒が苦手とのことだったので、果実酒の代わりに麦茶を飲んでいる。

　ジルコニアはナルソンが席を外している間に山盛りのカキ氷を作り、ここ数日食べられなかった分を取り返すかのようにもりもりと口に運んでいた。

「ほー、そんなに工事は上手く進んでるんですか」

「はい。石切り場から苦労して石を運ぶ手間と加工する必要がなくなったので、すさまじい速さで進んでおります。石材より圧倒的に安価なうえに、型にはめれば形状も自由自在とは、モルタルは本当に便利ですな」

　中の果実酒の動きを楽しむようにグラスを揺らしながら、赤い顔をしたナルソンが答える。

　まだ２杯目なのだが、あまり酒に強いほうではないようだ。

　それに引き換えリーゼは顔色一つ変えず、
美味
 おい

 しい
美味
 おい

 しいといいながらぐびぐび飲んでいる。

「あまりにも速く進みすぎて、この分だと年単位で工期が短縮できそうです。特に跳ねつるべが大活躍しております」

「えっ、跳ねつるべ？」

　用途が分からず首を傾げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンが
頷
 うなず

 く。

「現場の職人が跳ねつるべを改造して、荷物の上げ下ろしをする道具を発明しましてな。高所へも簡単に物の上げ下ろしができるようになったので、作業効率が跳ね上がりました」

「改造……ああ、シーソーの原理で物をつるし上げてるのか」

「ほう、あれはシーソーの原理と言うのですか。職人たちはそれに可動式の台座を取り付けて、どこにでもすぐに移動させて荷物の上げ下ろしができるようにしたと聞いております」

　ナルソンの言っている道具とは、跳ねつるべと同様に長い棒の中心に支柱を建て、その片側に重い荷物をくくりつけ、もう片側をひっぱって持ち上げる昇降装置のことだ。

　日本の建築現場などで使われているクレーン車の人力版といったところだろう。

「また、それをさらに改造して、車輪にハンドルをつけて回しながら車輪に乗せた
縄
 なわ

 を巻き取って少しずつ荷物を持ち上げる道具もあるようです。そちらは場所を食わずに便利だとかで、狭い場所で重宝しているようです」

「おお、みんな頑張ってますね。いろいろと道具まで発明するなんてやる気満々だなあ」

「目立った成果を上げたものには
褒
 ほう

 
美
 び

 を取らせているので、その影響かと。
砦
 とりで

 の建築が早く済めば、その分戦時に備えた
砦
 とりで

 付近の
開
 かい

 
墾
 こん

 やイステリアの治水工事に注力することができるので大変助かります。予算も大幅に浮きますし、いいこと尽くめですな」

「そうですね。しかし、職人さんたちはすごいですね。この短期間でそんな道具を発明してしまうなんて」

「カズラ殿に教えていただいた機械や道具の新規性に刺激されたのだと思います。今後はもっといろいろな道具が開発されるかもしれません」

「それはいい傾向ですね。現場がそこまでやる気を出してくれてるなら、工事は安泰かな」

「はい。そのうえ製材機の導入も始まったので、木材加工の速度も今までとは段違いに速くなってきているうえにコストも大幅に削減できる見込みです。ただ、工事の進みが速すぎて材料の供給が追いつかなくなりそうなので、そちらも急がせなければなりません。モルタルの材料に使う砂が足りなくて、試しに量増しするために砂利を細かく
粉
 ふん

 
砕
 さい

 して少量混ぜて作ってみたら上手くいったとかで、
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 し
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 し作業している状態です。少々品質が心配ですが」

「あ、それ大丈夫ですよ。むしろ強度が増してます。材料費がかさむと思って言ってなかったんですが、モルタルに砕いた砂利を混ぜるとコンクリートっていう建築材料になるんですよ」

「む、そうなのですか？　気づかぬうちに新しい建築材料を発明するとは、我が領の職人もなかなかやりますな。これは鉱石
粉
 ふん

 
砕
 さい

 機も早急に量産して現場に送り出さねばなりませんな。ははは」

　酒が入っているせいか、ナルソンはいつもよりだいぶテンションが高い。

　領内の状況がすこぶる上手くいっているせいもあるのか、かなり上機嫌に見えた。

「しかし、そんなに上手く工事が進んでいるのなら、一度その
砦
 とりで

 を見に行ってみたいですね」

「おお、それはありがたい。ぜひ視察していただけると助かります。それとですな、前にお話しした手押しポンプを使って水で廃坑を……」

「ねえねえ、仕事の話はそれくらいにして、もっと楽しい話しようよ。ほら、カズラももっとお酒飲んで。すごく
美味
 おい

 しいよ、これ」

　ナルソンが言いかけた時、席を立ったリーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 の肩（痛めていないほう）に手を置いてタンブラーを差し出した。

　珍しく少し酔っ払っているのか、顔がほんのり赤い。

「ん、そうか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼからそれを受け取ると一口飲んだ。

　とても上品な、フルーティーな甘い香りが鼻腔に広がる。

　甘みが強く、デザートワインに近い味だ。

「うお、
美味
 うま

 いな、これ。こんな
美味
 うま

 い果実酒は今まで……どうした？」

　思わず感心していると、リーゼがニヤニヤと見てきていることに気が付いた。

「んふふ、間接キス」

「子どもか、お前は」

「えー、何その反応。つまんないの」

　期待した反応と違ったのか、リーゼは
頬
 ほほ

 を膨らませている。

「バレッタさんもこれ飲んでみませんか？　すごく甘くて、ジュースみたいに飲めますよ」

「飲みます！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が差し出したタンブラーを、バレッタは即座に受け取る。

「えー、さっき私が勧めた時はお酒は苦手だって断ってたのに……」

「リーゼ、私にもそれを一杯くれないか。楽しみに取っておいたやつで、実はまだ一口も飲んでいないんだ」

「あ、ごめんなさい。バレッタが持ってるコップに入ってるやつで最後なんです」

　リーゼが答えると、ナルソンは表情を消して真顔になった。

「なんだと……それは王都から取り寄せた超希少な外来品の高級酒なんだぞ……年数をおいたほうが軟らかくなって
美味
 うま

 いと聞いたからずっと開けずに……」

「ま、まだ別のが何本もありますから安心してください。エイラとマリーも飲んでる？　こんないいお酒滅多に飲めないんだから、たくさん飲んでおいたほうがいいよ」

「本当、どれも
美味
 おい

 しいですね。……マリーちゃん、大丈夫？　さっきからずいぶん飲んでない？」

「大丈夫です……何だかいい気持ちです……」

　マリーはピンク色のタンブラーを大事そうに両手で持ったまま、恍惚とした表情を浮かべている。

　先ほどからリーゼに勧められるがままにかなりの量を飲んでいるのだが、ほんのり肌が赤くなっているだけで終始にこにこしていた。

「お、バレッタさん、普通に飲めるじゃないですか」

「これ、あんまりお酒臭くなくて甘くて
美味
 おい

 しいです。これなら飲めますね」

「確かに、あんまりお酒っぽくないですね。どうです、こっちのお酒も飲んでみます？」

「はい、いただきます」

「カズラさん、この果実酒、カキ氷にすごく合いますよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタに酒を注いでいると、ジルコニアが半分溶けかかったカキ氷をテーブルの向こうから差し出してきた。シロップの代わりに果実酒をかけてあるらしい。

「あ、どうも。ていうか、ジルコニアさん顔真っ赤ですよ。飲みすぎなんじゃないですか？」

　ジルコニアは顔も首筋も真っ赤になっていて、少しふらついているようにも見える。

　完全に出来上がっている様子だ。

「大丈夫ですよ。山育ちですから」

「いや、意味が分からないです……お、確かにこれは美味い」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がスプーンを口に運ぶと、ジルコニアが
頬
 ほほ

 に手を当てて照れたような仕草をした。

「間接キスです……」

「ええ……ジルコニアさん、そんなこと言うキャラでしたっけ……」

「おい、リーゼ、こっちのボトルも空になってるんだが、まさかお前１人で全部飲んだのか？」

「あ、それはお母様が空けました。私が空けたのはこれとこれです」

「お前たち、今夜中に全部飲み干す気だな……」

　そんなこんなで、結局深夜まで酒盛りは続いた。

　バレッタはやはりアルコールが受け付けなかったのか、しばらくすると急に青ざめてトイレにダッシュし、戻ってきてからはグロッキー状態でテーブルに突っ伏していた。

　最終的に潰れなかったのはリーゼとマリーだけで、他の面子は完全に潰れてしまった。

　

　次の日の早朝。

　マリーは朝の仕事を二日酔い状態のエイラに引き受けてもらい、生家であるルーソン邸の正面玄関の前へとやってきていた。

　――ハベル様、これ見たらきっと驚くだろうな。私ももらえたって言ったら、どんな顔するんだろう。

　手に下げている布袋には、昨夜
一
 かず

 
良
 ら

 から預かったハベルへのお
土産
 みやげ

 が入っている。

　中身はマリーがもらったものと同じ柄の、薄い紫色のガラスのタンブラーのペアセットだ。

　門番に扉を開けてもらい、屋敷の中へと入る。

「あら、マリーじゃない。久しぶりね」

　見知った顔の若い
侍
 じ

 
女
 じよ

 が、入ってきたマリーに気づいて声をかけてきた。

　彼女と、というより他の
侍
 じ

 
女
 じよ

 とマリーは仕事上必要なこと以外であまり言葉を交わしたことがなく、こうして話しかけられることはかなり
稀
 まれ

 だ。

　別に皆がマリーを嫌っているということではなく、彼女と仲良くしてアロンドに目をつけられることを恐れてのことである。

「ナルソン様のところでの仕事はどう？　上手くやれてる？」

「はい。皆さんとてもよくしてくださるので、何とかやれています」

「そう、よかったわね。ここに戻らなくて済むように、これからも頑張りなさい」

「は、はい……あの、ハベル様はどこにおられるかご存知ですか？」

「たぶんご自分の部屋にいらっしゃるんじゃないかしら。そろそろ朝食だから、そのうち食堂に来ると思うけど」

「分かりました。ありがとうございます」

「今日はアロンド様も屋敷にいるから、顔を合わせないように気をつけなさい。何だか数日前から静かだったけど、もしかしたら機嫌が悪いのかもしれないから」

「は、はい」

　その
侍
 じ

 
女
 じよ

 に礼を言って別れ、言われたとおりにこそこそと物陰に隠れるようにして廊下を進む。

　階段を登ろうとして角を曲がったところで、どん、と誰かの胸板に顔面から突っ込んでしまった。

　手に持っていた布袋を取り落としそうになりながらも何とか持ち直し、慌てて頭を下げる。

「も、申しわけございません！」

「ん？」

　その声に顔を上げたマリーは、相手の顔を見て青ざめた。

　会わないようにと気をつけていた当のアロンドに、あろうことかぶつかってしまったのだ。

「ああ、お前か」

　アロンドは何か考えごとをしているのか、まるで興味がないといった視線をマリーに向けた。

　マリーは反射的に身を縮こませる。

「あ、あのっ、申しわけございま……」

「届け物か？　ハベルなら部屋にいると思うぞ」

「えっ？　あ、はい！　ありがとうございます！」

　思わぬ反応に、マリーは内心動揺しながらも再び頭を下げた。

　普段なら間違いなく
蹴
 け

 り飛ばされるぐらいのことはされるのだが、今日はいつもと様子が違う。

「お前がいるってことは、カズラ様はイステリアに戻ってきてるんだな？　今日はナルソン様のところにいるのか？」

「は、はい。お屋敷におられるかと……」

「そうか。なら、例の調査の件で報告したいことがあるから会ってくれないかと俺が言っていたと伝えておいてくれ。できれば今夜にもお会いしたいと」

「かしこまりました。アロンド様は本日はずっとこちらにおられますか？」

「いや、昼から夕方までは留守にする。返事は誰かに言づてしておいてくれればいい」

「かしこまりました」

　アロンドはそれだけ言うと、廊下の奥へと歩いて行ってしまった。

　マリーは深々と頭を下げて見送り、殴られなくてよかったとほっと息をついた。

　階段を上り、２階にあるハベルの自室へと足を向ける。

　途中、執務室の前を通った時、その扉が半開きになっていることに気がついた。

　ふと中をのぞき込んでみるが、誰もいない。

　開いた窓にかけられたカーテンが、そよそよと風に揺れているばかりだ。

「あっ！」

　その時、ふいに強い風が部屋に吹き込み、机の上の書類を盛大に巻き上げた。

　マリーは小走りで部屋に入り、床にちらばったそれらを拾い集める。

「確かこっちにも……う、本棚の隙間に……」

　飛んでいってしまった書類を追いかけソファーの裏にまわり、床に這いつくばって、本棚の下の隙間に手を差し入れる。

　やっとのことで書類を掴んで手を引き抜こうとした時、部屋に誰かが入ってくる足音が聞こえてきた。

　バタンと扉が閉められ、鍵がかけられる音が部屋に響く。

「ハベル、お前は今後、この国がバルベールと戦って勝利する公算はどれくらいあると思う？」

「どういう意味ですか？」

「そのままだ。答えろ」

　慌ててマリーが立ち上がろうとした時、そんな
台詞
 せりふ

 が耳に飛び込んできた。

　マリーは思わず動きを止め、その場で固まる。

　聞こえてくる声は、ノールとハベルのものだ。

「……同盟国が一丸となって戦うのであれば、もしかしたら引き分けに持ち込めるかもしれません。ですが、かなり厳しい戦いになると思います」

「うむ。では、その同盟国のうち、１国でも欠けるような事態になったらどうなると思う？」

「勝てる見込みはなくなります。奇跡でも起こらない限りは」

「そうだな。そうなれば、まず同盟国は敗れるだろう。たとえそうでなくとも、９割９分負けるだろうな」

「父上、はっきりおっしゃってください。いったい何の話なのですか？」

「戦争が始まる前に、我々はバルベールに亡命する。もちろん、お前もだ」

「なっ!?
 」

　父から発せられた驚くべき
台詞
 せりふ

 に、ハベルが息を飲む様子が伝わってくる。

　マリーは
驚
 きよう

 
愕
 がく

 のあまりに、思わず取り落としそうになった書類を慌てて押さえた。
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「本来ならばもう２、３年後になるはずだったのだが、事情が変わってな。予定を繰り上げることになったんだ」

「何年も前から、バルベールと内通していたのですか？」

「うむ。前回の休戦条約
締
 てい

 
結
 けつ

 後、政策会議で軍事政策が復興政策よりも優先されると決まった直後からだ。私はそれで、この国を見限った。そんな滅茶苦茶な政策をしていては、とても次の戦争に耐えることなどできないと思ったからな」

「なんということを……まさか、兄上もその頃から？」

「いや、アロンドもお前と同じで何も知らん。３日ほど前に、初めて趣旨を伝えた」

「兄上は何か言っていましたか？」

「特に何も言わなかったな。驚いた様子もなかった。あいつのことだ、薄々感づいていたのかもしれん」

「そう……ですか……」

「バルベール側には話を通してある。もうしばらく先の話にはなるが、時が来たらお前はできるだけ怪しまれないようにイステリアを抜け出せるよう手を回しておけ。数日の間、街を出る予定でも作ってな」

「ですが……」

「心配しなくても、マリーも一緒に連れて行く」

　突如出た自分の名前に、マリーはびくっと肩を跳ねさせた。

　見つからないように必死でソファーに身を寄せ、震えながら身体を縮こませる。

「向こうに行ったらマリーの所有権はお前に
譲
 ゆず

 ろう。立場が落ち着いたら２人で家を出ることも許す。お前が望むなら、マリーを
娶
 めと

 って妻にするがいい」

「いえ、兄妹で結婚をするつもりは……」

「何だ違うのか？　私はてっきり……まあ、そのことはいい。マリーのことは好きにして構わん」

　ハベルは何も答えず、沈黙したままだ。

　ノールはそれを肯定と受け取ったのか、再び口を開いた。

「バルベールに亡命するまでに、お前はできる限り軍部で情報を集めておけ。向こうで我等の地位を安定させることに役立つ」

「父上、一つお伺いしたいのですが、バルベールは同盟国軍に絶対に勝てるという保証はあるのですか？」

　ハベルの問いに、ノールはきょとんとした表情になった。

「勝つに決まっているだろう。バルベールは国土も人口も我々の国とは比較にならん。それに、彼らは次の戦争に備えて軍制改革までして大々的に準備をしている。前回のような間抜けな戦いを繰り返すことはないだろう」

「ですが、前回の戦争ではバルベールは終盤になっても同盟国軍を打ち負かすことができませんでした。絶対に勝つと断言するのは、早計なのでは」

「前回バルベールが攻め切れなかったのは、北方の
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 の全面攻勢と同盟国側の連携のせいだ。次の戦いでは、
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 は前回のように攻めてはこない。同盟国側も……」

「同盟国側も？」

「……少し話しすぎたな。この件については、バルベールに行ってから詳しく説明してやる。お前は私の指示どおりに動け」

　ノールはそう言うと、ハベルの目を真っすぐに見つめた。

　ハベルも目をそらさず、父と視線を交える。

「お前はイステール家に重用されて恩義を感じているのかもしれないが、情に流されて大局を見誤れば、その次に待っているのは身の破滅だ。大切なのは身を守ること、生き残ることだ。お前はマリーを守りたいのだろう？　一番大切なものを守りたいのならば、その他のものは捨てる覚悟を持て」

「……父上の一番大切なものはなんですか？」

「お前たちに決まっているだろう」

「それにマリーは含まれていますか？」

「もちろんだ、と言いたいところだが、私はマリーに対して特別感情を持ち合わせておらん。だが、マリーがお前にとって一番大切な存在ならば、私にとっても大切な存在ということになるな」

「……そうですか」

「バルベールへ行ったら、私もマリーを娘として扱うように心がけよう。もちろん、アロンドや他の者にもそれは徹底させる。つまはじき者扱いは二度としないと約束する」

　その答えに、ハベルは父から足元に視線を落とした。

　ノールはやれやれといったふうに息をつく。

「いいか、もう一度言うぞ。アルカディアは次の戦争で必ず敗北する。それは我らがアルカディアに残って、持てるすべての情報を王家やイステール家に引き渡したとしてもだ。大局を見誤るな。一番大切なものをいかにして守るかだけを考えろ。情に流されて生き残れるような時勢ではない。分かったな？」

「はい」

「よし。では、亡命の日取りが決まるまで、お前は今までどおり職務を続けろ。分かっているとは思うが、マリーには詳細を話す必要はないからな。向こうに行ってから、説明してやればいい」

「かしこまりました」

「うむ。では、朝食に行くとするか。遅くなってしまったな」

　話を終え、２人は部屋を出て行った。

　マリーはソファーの陰にしゃがみ込んだまま、しばらくの間ガタガタと震えていた。

　

　その日の夕食後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自室の隣にある仕事部屋で、テーブルに並べた監視カメラの性能を説明していた。

　部屋にいるのは
一
 かず

 
良
 ら

 とナルソン一家の４人で、バレッタはマリーを手伝って夕食の片付けをしているため、ここにはいない。

「今後、他国や他領の人と重要な取引をする際は、この監視カメラを使ってその時の様子を記録しようと思います。これさえあれば、相手がその時の話を反故にしようとしても証拠があるので逃げられません。あと、このカメラが映している映像を、こっちの受信機を使って見ることができます」

「これって、前に見せてもらった写真を撮る道具とは違うの？」

　ドーム状の監視カメラをしげしげと眺めながら、リーゼが問う。

「用途は似てるけどちょっと違うかな。こっちは写真みたいな静止画じゃなくて、動いてる様子をそのまま記録として残して何度でも見返せるんだ。まあ、あっちでもやろうと思えば似たようなことはできるけど」

「んー……こっちのほうがさっき言ってたような用途には便利ってことだよね？　〝監視〟カメラっていうくらいだし」

「そうそう。あと、一応防犯用にもなるな。たとえ取引の際に何かあっても、別室で監視していればすぐに駆けつけられる」

「そっか、そういう使い方もあるんだね」

　感心している様子のリーゼを
一
 かず

 
良
 ら

 は見つつ、ナルソンとジルコニアをちらりと見た。

　２人とも、『大丈夫そうだ』といった様子で
頷
 うなず

 いてみせた。

　２人には前もってカメラのことは話してあり、リーゼのために使うといった理由も器具の性能も承知している。

「まあ、よほどのことがない限りはこれに保存した映像を使うことはないとは思いますが、念のためにと思って持って来ました。面会に使う部屋の鉢植えの中にでもひそませておくことにしましょう。あとこれ、防犯ブザーっていうんですが……」

　そうして品物の説明をしていると、扉がノックされてマリーが入ってきた。

「カズラ様、アロンド様がご到着なされました。現在、応接室にてお待ちいただいております」

「あ、分かりました。すぐに行きます……ん？　マリーさん、どうかしました？　体調でも悪いんですか？」

　マリーの表情が少し暗いような気がして
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、彼女は焦ったような表情になった。

「い、いえ、そんなことは。お気遣い、ありがとうございます」

　マリーは今朝のノールの話がずっと頭に渦巻いており、食事すらほとんど食べられないような状態だった。

　あの後、マリーはハベルにお
土産
 みやげ

 を渡しに行ったのだが、彼は何食わぬ様子でお
土産
 みやげ

 を受け取り、マリーももらったと聞くと表情を綻ばせていた。

　そのあまりにも普段どおりな態度に、マリーは彼に何も言い出すことができず、屋敷に戻ってきてからも１人で苦悩していた。

　誰かにこの話をして助けてもらいたいが、下手をすると彼らの命を奪うことになりかねないと理解していたからだ。

「でも、顔色が悪いですよ？　今日はもう仕事はいいので休んでください。他の
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんには私から言っておきますから」

「っ……いっ、いえ！　本当に大丈夫ですので！」

　泣きそうになるのを堪えるような表情を一瞬見せたマリーに、アロンドと何かあったのだろうかと
一
 かず

 
良
 ら

 は心配になった。

　だが、本人がそこまで大丈夫だと言い張るのでは仕方がない。

「うーん……分かりました。でも、無理はしないでくださいね？」

「はい。ありがとうございます」

　そうして
一
 かず

 
良
 ら

 はマリーを伴い、応接室へと向かった。

　

　数分後。
一
 かず

 
良
 ら

 はアロンドとテーブルに向かい合って座り、塩湖調査の報告を受けていた。

　
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りがぼんやりと照らす室内には、２人以外誰もいない。

　というのも、ナルソンに報告する前に
一
 かず

 
良
 ら

 と２人きりで会いたいと、アロンドから申し出があったからだ。

　以前、ジルコニアにはリーゼの話をしないほうがいいという彼からの忠告を無視して痛い目に
遭
 あ

 った経験のある
一
 かず

 
良
 ら

 はそれをすぐに了承し、今に至る。

「
間
 かん

 
者
 じや

 の報告では、以前カズラ様がおっしゃっていた塩湖とみられるものは見つかりませんでした。ですが、代わりに内陸の盆地に妙な村が見つかりました」

「妙な村？」

「はい。その村には毎日のように荷馬車が何台も出入りしているようでして、調査によるとどうやら粘土を採掘して運び出しているようなのです。ですが、その運び先がグレゴルン領内の海岸沿いにある塩の産地として有名な港町でして……何のためにそれほど粘土が必要なのか、よく分からないのです」

「船を使ってどこかに輸出してるんじゃないですか？　もしくは、レンガか何かを作るのに使っているとか」

「それも考えましたが、わざわざ船を使ってまで粘土を輸送というのは費用を考えると少々厳しいかと。レンガや陶器を作っている様子ではあるのですが、運びこまれる量と消費される量に
釣
 つ

 り合いが取れていないようにみられるのです」

「ふむ。そんなにあからさまにおかしい様子なんですか？」

「はい。積荷はすべて一箇所の施設に運び込まれているようなのですが、粘土なら近場の山や河川沿いでも採掘できるはずですし、どうにも不自然に感じられます。粘土の質がとびきりいいというわけでもなさそうですし、どうにも引っかかります。これは私の考えですが、粘土を使った新たな製塩方法が存在するのか、もしくは……」

「……粘土の輸送に見せかけて、実はその粘土の中に塩を隠している？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、アロンドが
頷
 うなず

 く。

「もっと詳しく調べたかったのですが、その村は警備が厳重で下手に手を出せません。そこで、先にカズラ様に報告をと思いまして」

「なるほど……それはもしかしたら、地下に
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 があるのかもしれないですね」

「がんえんこう……ですか？　初めて聞く名称なのですが、塩湖とは違うのですか？」

　真剣な表情で聞き返すアロンドに、
一
 かず

 
良
 ら

 は以前読んだ百科事典の記事を思い出しながら口を開く。

「大まかに言えば塩湖と同じです。元々あった塩湖の水分が完全に蒸発して、地下に塩が層になって堆積した状態になったもののことを
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 というんです」

「なるほど。ということは、その村は近場で掘ってきた粘土を村の地下から掘り出した塩にかぶせて、沿岸地に運び出しているということですか。それをあたかも海岸で製塩したものとみせかけて、あちこちに売っていると」

「その可能性はありますね。
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 からは結晶の状態の塩が採れますから、もしそこが
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 だというのならグレゴルン領の塩の品質がずば抜けていいっていうことも
頷
 うなず

 けます」

「そうだとしたら、たいした手間もかけずに手に入れた高品質な塩でぼろ
儲
 もう

 けしているということになりますね。なるほど、そういうことだったのか……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の説明に、アロンドは感心した様子で深く
頷
 うなず

 いた。

　彼の中では、すでにそれが真相だと断定されているようだ。

「では、その線でさらに調査を進めます。領主のダイアス様も一枚噛んでいる可能性が高いので、もしその場合はそれもネタに使ってニーベル殿に
脅
 おど

 しをかけようと思います」

「
脅
 おど

 し、ですか？」

　首を傾げる
一
 かず

 
良
 ら

 に、アロンドはにやりとした表情を浮かべた。

「はい。おそらく、塩の取引量を５割減にするとニーベル殿が言ったのは、リーゼ様を
手
 て

 
篭
 ご

 めにするためのハッタリです。もしダイアス様が
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 の存在を知っているうえで製塩事業の全権をニーベル殿に任せているのだとしたら、近いうちに『
若
 じやつ

 
干
 かん

 天候が持ち直した』とか何とか理由をつけて取引量を修正してくるでしょう」

「んー……てことは、
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 の存在をダイアスさんが知らない場合は、取引量は５割減のままってことですか？」

「そのとおりです。ダイアス様が
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 の存在を知らず、ニーベル殿が本気でリーゼ様を
手
 て

 
篭
 ご

 めにしようとしているのなら、彼も言い出した手前意地になってこちらが音を上げるまで取引量の減量を続けてくるかもしれません。ですが、もしダイアス様が
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 の事業に噛んでいるとしたら、そのような私情のためにバカみたいに
儲
 もう

 け損ねをするような真似を許すはずがありません。いまだに正式な取引量減の通達が来ないのは、取引量修正を言い出す時期を図っているのではないでしょうか」

　アロンドの推論に、今度は
一
 かず

 
良
 ら

 が感心して
頷
 うなず

 いた。

「なるほどねえ……それなら、あっちが何か言ってくるまで、私たちは待ってればいいってことですかね？」

「それでいいかと。件の村については継続して調査を進めますが、それ以外にこちらから動く必要はないでしょう」

「ふむ……もし塩の取引量を半分のままでゴリ押してきたらどうします？　ダイアスさんに
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 の存在をばらしてやりますか？　もちろん、その村の地下に
岩
 がん

 
塩
 えん

 
坑
 こう

 があるという確証を得た後でですけど」

「それも痛快で面白いですが、今まで
儲
 もう

 けた分を全部吐き出させるくらい思い切り
強請
 ゆす

 ってやるというのはどうでしょうか。個人でそのようなことをしていたとしたら相当な金を貯めこんでいるでしょうから、それをごっそりいただきましょう。ばれればまず確実に財産没収、もしくはそれに加えて死刑になるでしょうから、こちらのいいなりになるしかありませんからね。死ぬまで金づるになってもらいましょう」

「え、えぐいですね。まあ、自業自得ですけど……」

　爽やかな表情で恐ろしい提案をするアロンドに、
一
 かず

 
良
 ら

 が乾いた笑いを漏らす。

　それに合わせ、アロンドも声を上げて愉快そうに笑った。

「カズラ様の未来の奥方に手を出そうとした報いです。ジルコニア様のようにとはいきませんが、徹底的にやってやろうではありませんか」

「え？　いや、私とリーゼはそういう仲では……」

「あ、一応まだお付き合いは秘密ということでしたか。誰も彼もがそう話しているので、もう公になっている話かと思っていました」

「ちょ、それマジですか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言った時、コンコンと扉がノックされた。

　アロンドが返事をすると、手にしたおぼんに２つのカップを載せたバレッタが入ってきた。

　バレッタが洗い物をしている横でマリーが青い顔でお茶の準備をしているのに気づき、代打を申し出たのだ。

　ちなみに、バレッタはマリーの身分や込み入った御家事情のことを、
一
 かず

 
良
 ら

 からざっくりと聞かされている。

「失礼します。お茶をお持ちしました」

「あ、バレッタさん、すみません。ありがとうございます」

　バレッタは緊張しているのか、カクカクした動きでテーブルに歩み寄る。

「ん、ありがとう」

「は、はいっ！」

　ぎこちない動作でカップをテーブルに置いた時にアロンドから言葉をかけられ、バレッタは素っ頓狂な声で返事をした。

　直後に数秒固まり、やってしまったと顔を赤くしてぺこりと頭を下げ、足早に出て行った。

　

　それをアロンドは珍しい物を見るような表情で見送る。

「どこの家のご令嬢でしょうか？　初めて見る女性ですが」

　閉まった扉を見つめながら、アロンドが尋ねる。

　バレッタは
侍
 じ

 
女
 じよ

 服姿ではなく私服だったため、どこかの貴族の娘だと思ったのだ。

「彼女はグリセア村から手伝いに来てくれているかたです。いろいろと機転がきくし頭の回転も速いしで、とても助かってるんですよ」

「そうなのですか。カズラ様がそうおっしゃるぐらいなら、とても優秀なかたなんでしょうね」

「ええ、ものすごく頭のいい人ですよ。本当に頼りになります。今は機械や道具の開発管理を任せていますね」

「なんと、それはすごい。機会があれば一度話してみたいですね」

　アロンドはそれを聞きながら
頷
 うなず

 くと、
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を戻した。

「さて、ニーベル殿の件についてはこれでいいとして、もう一つ報告があります。以前任せていただいた、古い集合住宅に住んでいる者の郊外への移住の件についてです」

「ああ、その件についてはまるごとアロンドさんに任せっぱなしでしたね。どうなりました？」

「軍の駐屯地で越冬用に建てる兵舎と同じものを、移住先の村や街に大量に建築させているところです。普通の住宅に比べて構造が単純で安いうえに、短期間で建てられて積雪にも耐えるので、複数世帯が住めるように中を間仕切りすれば今回の目的には最適だと思いまして」

「うお、そりゃすごいですね。もしかして、資材も一箇所で大量生産しました？」

「もちろんです。製材機の導入された工房に依頼して流れ作業で大量生産しているので、かなり安くあがっています。組み立てには同じ者を使い続けているので、効率もどんどんよくなっていますね。それと、移住者の仕事についてですが……」

　その後も深夜近くまで、２人は施策についての話を続けた。

　

　次の日の朝。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は寝間着姿のまま椅子に腰掛け、マリーに頭の包帯を解いてもらっていた。

　起こしてもらったついでに、傷の具合を見てもらおうと思ったのだ。

　マリーは丁寧な手つきで包帯を解き、当ててあったガーゼを外した。

「どうです？　傷は膿んでたりしてないですか？」

「いえ、特にそういったことはないように見受けられます」

「そっか、よかった。この薬を塗ってもらっていいですか？　指先で軽くすくえるくらいの量を、傷口にすり込む感じで」

「かしこまりました」

　マリーは淡々と答えると
軟
 なん

 
膏
 こう

 のチューブを受け取り、指先に真っ赤な中身を少し出した。

　髪をそっと押さえ、優しく丁寧に塗っていく。新しいガーゼを当て、再びきちんと包帯を巻いた。

「終わりました」

「ありがとうございます。……あの、マリーさん」

「はい」

　今朝からずっと、マリーからは感情の起伏がほとんど感じられない。

　笑顔の一つも見せておらず、明らかに様子がおかしかった。

「もし違ってたらすみません。アロンドさんと何かあったんですか？」

「えっ」

　わずかに動揺を見せたマリーに、
一
 かず

 
良
 ら

 は安心させるように努めて優しく話しかける。

「昨日からずっと元気がないように見えたので、どうしたのかなと。私でよければ相談に乗りますから、よかったら……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言いかけた時、部屋の扉がノックされた。

　返事をすると、扉が開いてハベルが入ってきた。

　ハベルはいつものように柔和な笑顔を見せ、深々と頭を下げた。

「カズラ様、おはようございます」

「おはようございます。どうしたんです？　こんな朝早くに」

「はい、昨日いただいたガラスのコップのお礼をどうしてもお伝えしたくて……あの、その血が付いた当て布は？」

　テーブルに置かれているガーゼに気づき、ハベルがいぶかしげな視線を向ける。

「あ、これは血じゃないですよ。塗り薬の色です。先日頭をちょっと
怪
 け

 
我
 が

 してしまいまして」

「
怪
 け

 
我
 が

 ……ですか？」

「ええ、ちょっと事故があって、その時少し切っちゃったんです。今、マリーさんに薬を塗ってもらっていたところでして」

「……」

「どうかしましたか？」

　黙りこくるハベルに、
一
 かず

 
良
 ら

 は首を傾げる。

　ハベルははっとしたような顔をすると、心配そうな視線を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

「いえ、何でもありません。傷の具合は大丈夫なのですか？」

「大した傷じゃないんで、大丈夫ですよ。ジルコニアさんに
縫
 ぬ

 ってもらったんですけど、あと３日もすれば抜糸できるみたいです」

「そうですか……大きな
怪
 け

 
我
 が

 じゃなくてよかったです」

　ハベルは
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと再度お
土産
 みやげ

 の礼を言い、部屋を出て行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれを見送り、背後で微動だにしないマリーに振り返った。

　マリーは口をつぐんだまま、じっと
一
 かず

 
良
 ら

 の目を見つめている。

　表情は
若
 じやつ

 
干
 かん

 
強
 こわ

 
張
 ば

 っており、少し
怯
 おび

 えているようにも見て取れた。

「さっきの話ですけど、私でよければいくらでも力になりますから、もし何かあったら何でも相談してください。エイラさんとか他の
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんに相談なり愚痴ってみるっていうのもありだと思いますよ。話すだけで気分が軽くなるってこともありますし」

「……はい、ありがとうございます」

　マリーは小さな声で返事をすると一礼し、すぐに部屋を出て行ってしまった。

　閉まった扉を見つめ、
一
 かず

 
良
 ら

 は頭をかいた。

「うーん、俺から声をかけるのは失敗だったか。初めからエイラさんとかバレッタさんあたりに任せるべきだった……」

　そうしてひとしきり反省すると、もそもそと着替えを始めるのだった。

　

　その日の夕方。

　街なかの大工職人の工房に、バレッタの姿があった。

　ごちゃごちゃとした工房の中、テーブルに広げられた図面を職人たちと囲み、その仕組みを説明している。

　バレッタが機械や道具の開発管理を行うという話はナルソンから連絡がいっていたのだが、実際にバレッタが工房を訪れると皆が驚いた顔をしていた。

　名前から女性が来ることは分かっていたが、まさかここまで若いとは誰も考えていなかったようだ。

「これは鉱石
粉
 ふん

 
砕
 さい

 機という機械です。水車から延ばした軸棒に突起を付けて、その隣に設置したハンマーを水車の回転に合わせて持ち上げさせます。突起が外れるとそのハンマーが落ちて、下の台座に置かれた鉱石を砕くという仕組みです」

「ふうむ、こいつは便利な道具だな。もしかして、これは嬢ちゃんが考えたのか？」

　親方である年配の男の問いに、バレッタが
頷
 うなず

 く。

「はい。製材機や鍛造機を参考にして考えてみました」

　バレッタが答えると、皆が一様に感心したように「おお」と声を漏らした。

「若いのにたいしたもんだな……さすがはナルソン様のお墨付きってところか。俺なんて鉱石を効率的に砕く機械なんて考えたこともなかったぞ」

「これを大急ぎで作ればいいのかい？」

　腕組みしながら感心したように
頷
 うなず

 いていた壮年の職人が、バレッタに尋ねる。

「はい、できるだけ早く作っていただけると助かります。あちこちの鉱山や工房に配備したいので」

「そういえば、近頃鉱石の搬入量が増えてきたって話をよく聞くもんな。これがあれば大助かりだろう。それと、近いうちに大量の銅と
鉛
 なまり

 の鉱石が街に届くって
噂
 うわさ

 も聞いたんだが、嬢ちゃんは何か聞いてるかい？」

　そう言われ、バレッタはきょとんとした様子で小首を傾げた。

「銅と
鉛
 なまり

 ですか？　鉄じゃなくてですか？」

「鉄？　なんだいそれは？」

　聞きなれない単語に、今度は職人たちが不思議そうな顔をした。

「最近発見された新たな金属で、青銅よりも硬くて軽くて安いんです。今、大急ぎで採掘しているところで、街に届くのはその鉱石のはずですよ。
噂
 うわさ

 が間違っているんじゃないかと」

　鉄器は生産が始まり次第、片っ端からすべての産業に導入する予定なので、存在を秘匿するということにはなっていない。

　すでに何年も前から鉄器の生産に入っていると思われるバルベールを相手取って、隠してこそこそ生産しても勝負にならないからだ。

　むしろ、バルベール側にこちらが鉄器を作っているという話が伝わることによって、こちらの戦力を見直させて開戦時期を先延ばしさせるという狙いがある。

　精錬方法や加工手法はすでに確立済みなうえに、
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 によってすさまじい量の鉄を毎日生産できるようになるので、開戦時期が延びれば延びるほどアルカディアに有利になるからだ。

　すべての産業に鉄器の恩恵を与え、一気に国力を底上げするのである。

「ほう、そんなものが見つかったのか。しかし、確かに
鉛
 なまり

 とかの鉱石って聞いたんだが……誰かが間違えて伝えちまったのかな。銀も少し出たとか言ってたんだが、ありゃなんだったんだろうか」

「ところで、嬢ちゃん年はいくつなんだ？」

　首を傾げる親方の隣の若い職人が、興味津々といった様子でバレッタに尋ねた。

「この間、16
 になりました」

「うわ、若いなぁ。俺の10
 個下かよ」

「もしかして、貴族様だったりするのか？」

「いえ、皆さんと同じ平民ですよ」

　尋ねてきた別の職人にバレッタが答えると、皆の目に期待の色が浮かんだ。

「そうなのか。出身地はどこだい？」

「イステリアの西の方にある、グリセア村っていう小さな村です」

「ああ、知ってる知ってる。グレイシオール様の言い伝えがある村だよな」

「結婚はしてる？」

「え？　してませんが」

「彼氏は？」

「えっ、あの……」

「いるの？」

「い、いません」

　馬鹿正直にバレッタが答えると、数人の若い職人たちが「おお！」と声を上げた。

　明らかに声に歓喜の色が含まれている。

「じゃあさ、親睦会ってことで今夜皆で飲みに行こうぜ」

「おっ、それはいいな。いつも男ばっかりでむさ苦しかったから、今日は楽しく飲めそうだ」

「い、いえ、私は用があるので帰らないと……」

　その勢いに、バレッタは一歩後ずさった。

　職人の１人がその肩にぽんと手を置き、まあまあ、と押しとどめる。

「そんなこと言うなって。奢るからさ。なあ？」

「もちろんだ。嬢ちゃん、こういう時は素直にご
馳
 ち

 
走
 そう

 になっとくもんだぞ」

「店はどこにする？　前回行ったとこでいいかな？」

「あ、あの！　本当に無理なんです！」

　いつの間にか参加させられる流れになっていることに気づき、バレッタは慌てて声を上げた。

　だが、職人たちは「まあまあ」とバレッタの肩をぽんぽん叩くばかりで聞く耳を持たない。

「別にとって食うってわけじゃないんだから」

「そういうことじゃなくて、急にそんなこと言われても」

「大丈夫だって。ちゃんと美味いもの食わせてやるから」

「で、ですから……」

　その後もバレッタが必死に断ろうとしていると、不意に入口からコンコンと戸を叩く音がした。皆がそちらに目を向けると、いつの間にか入口に若い男が立っていた。

「すみません、戸が開けっ放しだったもので」

「ん？　あんた誰だ？」

「彼女の連れですよ。帰りが遅いので、心配になって迎えにきたんです」

「あ、アロンド様……」

　バレッタの言葉に、皆が一斉に彼女に目を向ける。

「え、アロンドって、あのルーソン家の？」

「はい、アロンド・ルーソンと申します。すみませんがそういうわけですので、彼女を返していただけますでしょうか？」

　バレッタの代わりにアロンドが答えると、途端に職人たちは意気消沈したような表情になった。

「嬢ちゃん、貴族様のお手付きならちゃんと言ってくれないと困るぞ」

「そうだよな、こんなにかわいい娘が手付かずのわけないよな……」

「もう俺、明日の仕事休もうかな……」

「えっ、ち、違います！　私は……」

　バレッタがしどろもどろになって反論しようとすると、アロンドがさっと歩み寄って職人たちからひったくるようにして、その肩を抱いた。

「ほら、帰ろう」

　そうして、職人たちの視線を背中に浴びながら、２人は工房を後にした。

　

　アロンドはそのまま少し離れた所に停めてあった馬車までバレッタを連れて行くと、肩から手を離した。馬車は荷台が個室になっているタイプの豪華なものだ。

「大丈夫だったかい？」

「は、はい！　ありがとうございました！」

　バレッタはとっさに姿勢を正し、深々と頭を下げた。

　いまだに少々頭が混乱していたが、助けられたということは理解できた。

「君みたいな娘がこんな時間にあんな男だらけの所に１人で行っちゃダメだよ。職人にだって、ああいう節操のない
輩
 やから

 もいるんだからさ」

「は、はい。すみませんでした……」

　バレッタは
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子でそう言うと、不思議そうにアロンドを見た。

「あの、どうしてあそこにいらしたのですか？」

「隣の工房に簡易住宅用の木材の生産具合を見に来てたんだよ。一通り見て帰ろうと外に出たら、君が隣の工房に１人で入っていくのが見えたから、少し気になってね」

　アロンドはそう言って、爽やかに
微
 ほほ

 
笑
 え

 む。

　実に誠実そうな、できる男の
完
 かん

 
璧
 ぺき

 なスマイルだ。

「君のことはカズラ様から聞いてるよ。機械や道具の開発管理を任されてるんだって？」

「はい。リーゼ様の補佐として、お手伝いさせていただいております」

「そっかそっか。慣れない土地で大変だろうけど、頑張るんだよ。分からないことや困ったことがあったら、何でも俺に相談してくれていいからさ」

「はい、ありがとうございます」

　バレッタが礼を言うと、アロンドは辺りを見渡した。

　太陽は傾き始めており、街は鮮やかな夕焼け色に染まっている。

　あと１時間もすれば、辺りは
闇
 やみ

 に包まれるだろう。

「もうこんな時間か……せっかく会ったんだし、どこかで食事していかないかい？　帰りは馬車で送るよ」

「あ、ごめんなさい。私、帰って食事の仕度をしないといけないので」

　バレッタが答えると、アロンドは少し驚いたような表情をした。

「え？　食事の仕度って、料理人も兼任してるの？」

「兼任というか、マリーちゃんのお手伝いでカズラさんの食事を作らせてもらってるんです」

「ふうん……マリーは確かカズラ様の専属料理人だったよね？　彼女だけじゃ手が足りてないわけ？」

「いえ、そういうわけじゃないんです。私の
我
 わが

 
侭
 まま

 で手伝わせてもらってるだけなので」

「そっか。じゃあさ、屋敷には使いを送っておくから、今夜は一緒に食べに行こうよ。今から戻っても仕度は間に合わないだろ？」

「えっと……申しわけございません。それでも何かやれることはあるはずですし、帰ろうと思います」

「え？」

　予想外につれない返事に、アロンドはきょとんとした表情になった。

　御者台からそれを見ていた使用人も、バレッタの返事にぎょっとしている。

　アロンドの誘いを断る女を、彼は今まで見たことがなかったからだ。

　バレッタはそんなことにも気づかず、ぺこりと頭を下げた。

「先ほどは本当にありがとうございました。では、失礼いたします」

「ちょ、ちょっと待って！」

「はい？」

　立ち去ろうとするバレッタを、アロンドは慌てて呼び止めた。

　バレッタは足を止めて振り返り、小首を傾げる。

「それなら屋敷まで馬車で送るよ。暗くなってきたし、夜道は危ないからさ」

　バレッタはちらりと馬車に目を向けた。

　馬車に乗っていくとなると、この混雑している大通りを通って大回りしていくことになる。

　だが、バレッタ１人なら細い路地や塀を乗り越えていけば屋敷まで一直線だ。

　明らかに徒歩で帰ったほうが早いだろう。

「いえ、大丈夫です。１人で帰れますので」

「……そっか。じゃあ、気をつけてね」

「はい、ありがとうございました。失礼いたします」

　バレッタは再び一礼すると、
踵
 きびす

 を返して
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 へと消えていった。

　アロンドは表情を消し、その背をじっと見つめる。

「……ふーん」

　そう意味深に鼻を鳴らすと、馬車に乗り込むのだった。

　

「そっか、やっぱり分かりませんか……」

　天井のＬＥＤライトが煌々と室内を照らすなか、
一
 かず

 
良
 ら

 は浮かない表情でため息をついた。

　今しがたアイザックから渡された報告書に目を落とし、ぱらぱらとめくってみる。

　そこには民間で知られている薬の調合法と効能が羅列されており、それらの材料の分布まで細かく記載されていた。

　今までアイザックがほうぼうに手を尽くし、調べ上げたものだ。

「これらの薬は民間で伝わっているものということですが、効能的にはどんな具合なんです？」

「薬の種類にもよりますが、あまり重篤なものでなければ事足りる程度には効き目があります。それらの薬でも治らない場合は、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 の薬を使うことになります」

「で、その
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 の薬がバカみたいに高いと」

「はい。その薬でも治らないような病気の場合は
祈
 き

 
祷
 とう

 も行いますが、それはさらに高額です」

「ああ、そういえば
祈
 き

 
祷
 とう

 もするんでしたっけ」

　こちらの世界では何らかの病気に罹った場合、まずは街なかの商店や行商人から手に入れられる薬で治療を試みる。

　使う薬は海水（下剤）やミャギの乳（胃薬）といった比較的手に入りやすいものから、貴重な薬草を
煎
 せん

 じたやや手に入りにくいものまで様々だ。

　当然、前者は安価で、後者は高価である。

　それでも治癒しない場合は、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 が作った非常に高価な調合薬や
祈
 き

 
祷
 とう

 に頼るしかない。

「ちなみにですが、
祈
 き

 
祷
 とう

 １回でどれくらいするんです？　１０００アル（新米兵士の初任給）くらいですか？」

「いえ、地域によっても異なりますが、病の治癒を目的としたものは最低でもそれの５倍はします」

「高っ!?
 　本当に効くんですか、それ!?
 」

「よほどの難病でない限り、何度も継続して行えば完治もしくは症状を緩和することはできるようです。弱りすぎて意識を失っていて、薬を飲むこともできないような者は
祈
 き

 
祷
 とう

 が最後の頼みの綱ですね」

　現代医療に慣れきっている
一
 かず

 
良
 ら

 としては、
祈
 き

 
祷
 とう

 というものにはかなり懐疑的だ。

　いったいどんなカラクリが、といった考えが、どうしても首をもたげてしまう。

「
祈
 き

 
祷
 とう

 って、神様にお祈りするんですよね？」

「
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 の行う
祈
 き

 
祷
 とう

 の詳細は分かりませんが、祈りを捧げる対象は神だけでなく精霊も含まれると思います」

「ふむ……で、祈りを捧げるだけで病気が治ったりするわけですか」

「ええ。ただ、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 の祈りは特殊なようで、我々のような者が捧げるものとは効果が段違いなんです」

「アイザックさんも神や精霊に祈りを捧げて、その加護か何かを得たことはあるんですか？」

　興味深げに尋ねる
一
 かず

 
良
 ら

 に、アイザックは当然のように
頷
 うなず

 いた。

「もちろんあります。先の戦では戦闘のたびにオルマシオール様に祈りを捧げて、勇気と活力の加護を授けていただきました」

「へえ、そうなんですか。オルマシオール様の加護って、体感的にどういったものなんです？」

「そうですね……突撃してくる敵の軍勢を前にしても、怖いとか逃げ出したいといった気持ちがまったくなくなって、身体の奥底から力が漲ってきますね。民や仲間のためならここで死んでも本望だという、熱の
塊
 かたまり

 のような衝動が湧き上がってくるというか……すみません、上手く表現できないです」

「そ、そうですか」

　何やら多分にアイザック本人の意志の力が影響しているようにも感じられるが、本人が祈りによる加護の力だと思っているのならそれでいいのだろう。

「カズラ様は願いを受けた際は、どのようなさじ加減で加護を与えているのですか？　豊穣の祈りなどでかなりお忙しいかと思いますが」

「い、いやあ、どうだったかな。そういうのってあんまり意識してやるものでもないっていうか何というか……」

　疑い一つ持たない澄んだ
瞳
 ひとみ

 で尋ねてくるアイザックに、
一
 かず

 
良
 ら

 は視線を泳がせて答える。

　すると、アイザックはなぜか納得したような表情で深く
頷
 うなず

 いた。

「なるほど。日頃の行いの積み重ねや本人の運命もありますし、一つ一つカズラ様が熟慮して加護を与えるといったものではないのですね。もしかして、祈りの加護は大地の精霊に任せているのですか？」

「ああ、うん……そうですね……任せっぱなしですかね……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が後ろめたそうに答えていると、部屋の扉が開いてバレッタが入ってきた。

　バレッタはアイザックの姿に気づくと、慌ててぺこりと頭を下げて
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をした。

「ごめんなさい、遅くなっちゃいました……あの、食事の仕度は……」

「少し前にマリーさんが来て材料を持っていったんで大丈夫です。バレッタさんは仕事で外に出てるって伝えてありますから」

「じゃあ、今から手伝いに行ってきますね。やること残ってるかな……」

「あ、バレッタさん」

「はい？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 に呼び止められ、バレッタはドアノブに手をかけたまま振り返った。

「マリーさんなんですが、今朝からずっと元気がないみたいなんです。それで、ちょっとお願いがあって」

　その言葉に、バレッタはドアノブから手を離して
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

「今朝声をかけてみたんですけど、やっぱり私には話しづらいようで何も言ってくれなかったんです。それで、バレッタさんやエイラさんに彼女のことを気にかけてもらえたらなって」

「はい、私も今朝一緒に料理してる時に様子が変だなって……」

「あ、気づいてましたか。時間を置けば元気になるかなとも思ったんですが、さっき見た時もまだ暗い顔をしていたので気になって。すみませんが、彼女のこと気にかけておいて欲しいんです」

「はい、大丈夫です。後でエイラさんにも相談しておきますね。マリーちゃんも、私よりエイラさんのほうが話しやすいと思いますから」

「すみません、よろしくお願いします」

　すまなそうに言う
一
 かず

 
良
 ら

 にバレッタは優しく
微
 ほほ

 
笑
 え

 むと、部屋を出て行った。

　アイザックは扉が閉まると、
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向けた。

「では、私も失礼いたします。
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合の薬草園の見学は予定どおりでよろしいでしょうか？」

「お願いします。当日は薬の調合依頼もしてしまうつもりなので、そういった判断を下せる立場のかたに立ち会ってもらえるように手配してください」

「かしこまりました」

　アイザックは深々と頭を下げ、部屋を出て行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその背を見送り、椅子の背もたれに背を預けた。

「うーん、やっぱりハベルさんにも相談しておいたほうがいいのかな……でも、それだとあの２人揉めそうだしなぁ」

　
酷
 ひど

 く
憔
 しよう

 
悴
 すい

 した様子のマリーを見ると何かと手を出したくなってしまうが、家族間の問題となると踏み込むのに
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 してしまう。

　だが、マリーがアロンドから
酷
 ひど

 い扱いを受けているというのなら助けてやりたい。

　当人たちで解決してくれればそれが一番なのだが、今までの様子を見る限りそれは難しいように思えた。

「俺からアロンドさんに直接苦情を入れるのも一つの手か。でも、根本的な解決にはならないどころか、下手すりゃ悪化させるかもしれないしなぁ……」

　どうしたものかとひとしきり悩み、結局は結論を先延ばしにして再び報告書に目を落とすのだった。

　

　数日後の朝。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタとリーゼ、それにアイザックを伴って、馬車でイステリアの北部にある
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合の下にやってきた。

　馬車を降り、３メートルはあろうかという高い塀と閉じられた門を見上げる。

　塀は敷地をぐるっと囲んでおり、中の様子を
窺
 うかが

 うことはできない。

　騎乗して先導していたアイザックはラタから降りると、門を叩いた。

　するとすぐに、中からローブを纏った年老いた男が現れた。

「アイザック様、お待ちしておりました。リーゼ様もご一緒とは……」

　男はリーゼに向き直り、ことさら丁寧に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をする。

　彼は
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合の幹部とのことだ。

　リーゼからしたら初対面なのだが、男はリーゼの顔を知っているようだった。

「そちらのお２人は？」

「ナルソン様のご友人のカズラ様と、イステリアの職人の取りまとめをしているバレッタ嬢だ。失礼のないようにな」

　アイザックが２人を紹介すると男はかしこまった様子で
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、皆を門の中へと招き入れた。

「「「おー」」」

　目の前に広がる光景に、アイザック以外の３人は思わず声を上げた。

　そこには広々とした庭園が広がっており、
綺
 き

 
麗
 れい

 に剪定された樹木や、人の背丈ほどもある大岩がその景観を彩っていた。

　裸の女性をかたどった大理石の彫刻などもそこかしこに建てられていて、いかにも金がかかっているといった見てくれだ。

　庭園の先には２階建ての石造りの建物が建っていて、白い玉砂利が敷き詰められた幾重にも延びた小道の１つがその入口へと続いていた。

「あの建物が薬草園ですか？」

「いえ、あれは我々の住居です。薬草園はこちらになります」

　男は
一
 かず

 
良
 ら

 にそう答えると、玉砂利の道を進み始めた。

　じゃりじゃりと石を踏みしめながら皆で付いていくと、道を横切るかたちで小さな池があった。

　対岸へと続いている短い橋を、男に続いて皆で渡る。

「あ、魚がいるよ」

　リーゼが立ち止まり、池をのぞき込む。

　池の水は澄んでいて、中に生えている水草や泳いでいる魚がはっきりと見えた。

「ずいぶんと
綺
 き

 
麗
 れい

 な池ですね。川の水を引いてるんですか？」

「はい。北から街に流れる川の水を引いています」

「水路が見えないようですが、どこにあるんです？」

「
鉛
 なまり

 の管が地面に埋まっておりまして、それを通じて水を引いています。下流側には排水用の管もあります」

「へえ、そりゃすごい……この水草って、もしかして薬草ですか？」

「いえ、それは池の水を
綺
 き

 
麗
 れい

 に保つためのものです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いに、男は淡々と答える。

　にこりともせず、実に事務的な対応だ。

　先ほどから薄々は感じていたが、どうやら、あまり歓迎されていないらしい。

　そのまま橋を渡って先に進むと、あたり一面が砂利で覆われた一角にたどり着いた。

「こちらが薬草園です」

　そこには古びた木造の小屋が何十棟も建っていて、そのどれもが高さ１メートルほどの石材の基礎を持っていた。

　小屋の壁には人の背丈ほどもある大きな窓がたくさん付いており、屋根にも観音開きの窓がいくつも設置されている。

「あの小屋で栽培しているんですか？」

「はい。中をご案内いたします」

　男に連れられ、小さな階段を上って小屋へと入る。

　中は石枠に囲まれた花壇のようになっており、青い葉を持った薬草が等間隔で植えられていた。

　ナルソン邸の屋上で育てているものとは比べるべくもないが、それなりに成長しているように見える。薬草同士の間は１メートルほども空いており、薬草以外には草一本生えていない。

「ふむ、こうやって育ててるんですか。ずいぶん隙間があるように見えますけど、これはどうしてです？」

「薬草は群れるのを嫌いますので、たとえ同種でも植物が近くにあると成長が止まってしまうのです。あまり密集させると、中には枯れてしまうものもありますので」

「なるほど……何かこう、おまじない的なことはやってるんですか？　豊作の儀式とか」

「もちろんやっております。昔ながらの方法ですが、動物の骨を細かく砕いて、それを炎で清めてから土に撒いております」

　それを聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は「おや？」と首を傾げた。

「えっ、骨を焼いてるんですか？」

「はい。浄化の意味も込めて、いったん焼いております。肉や皮がへばりついているままグレイシオール様に捧げるわけにはいかないので、それを取る意味もありますが」

「撒くのは一度きりですか？」

「いえ。加護の力を強めるために、可能な限りこまめに撒くようにしていますね」

　どうやら、彼らは知らず知らずのうちに
骨
 こつ

 
肥
 ぴ

 （骨を高温で焼いて作る肥料）のようなものを作って撒いていたようだ。

「他にも何かやっていたりします？」

「やっておりますが、詳細は門外不出のためお教えすることはできません」

　きっぱりと言い切る男に、
傍
 そば

 で聞いていたアイザックはあからさまに顔をしかめた。

　いくらなんでも無礼すぎる態度だと感じたのだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は特に気にした様子もなく、「そうですか」と
頷
 うなず

 く。

「そのおまじないをするのとしないのとでは、育ち方が違いますかね？」

「それはもう。
雲
 うん

 
泥
 でい

 の差です」

「実は、我々も薬草の増産に成功したんですよね。２カ月ほど前から始めたのですが、ここにあるやつよりも全然大きいですよ」

　その言葉に、男は驚いた表情で
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

「……どれほどの量を作られたのですか？」

「それなりの量とだけ。少なくともこの小屋で育っているものよりはたくさんあります」

「ここと似たようなかたちで育てているのですか？」

「いえ、雨ざらしですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、男はあからさまにうさんくさそうな表情になった。

「そんな顔しないでください。嘘じゃないですから」

「いえ、疑ってなどは……種類はここにあるものと同じですか？」

「ええ、同じものもありますよ」

「いったいどんな儀式を行ったのですか？」

「それはちょっとお教えするわけにはいかないですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、男の表情はさらに険しいものへと変化した。

　かなり疑いを持っているような目付きになっている。

「あ、いや、本当ですからね？　つい最近になって、本当に薬草の増産に成功したんです。今日ここに来たのは、今後の薬草の取り扱いについて相談があってのことでして」

「……相談とは？」

　猜疑心に満ちた視線を向けてくる男にやりにくさを感じながらも、すまし顔のままでの対応を心がける。

　男の背後では、リーゼが「がんばって！」とでも言うかのように両の拳を胸の前で握っていた。

　バレッタはちょこちょこと室内を歩き回り、小屋の構造や薬草の植え方などを観察しているようだった。

「我々は薬草の増産には成功したのですが、肝心の薬の製法が分からないんです。それで、あなたがたの力を借りたくて」

「申しわけございません。たとえ領主様が相手だとしても、薬の製法はお教えすることはできないのです」

　すぐさま答える男に、
一
 かず

 
良
 ら

 は内心「ですよね」と
頷
 うなず

 いた。

　彼らは薬の製法を独占しているからこそ、こうやって
一
 かず

 
良
 ら

 たちに薬草園を見学させてくれたのだ。

　ここの真似をして他者が薬草を栽培したとしても、成長促進の儀式の手法や薬の製法が分からなければどうにもならないと考えているのだろう。

「ええ、それは分かってます。相談というのは、我々が栽培した薬草をあなたがたに薬に調合していただきたい、ということなのです」

「ああ、そういうことですか」

　男は表情を緩め、笑みを見せた。

「それなら問題ありません。そちらで栽培した薬草を我々が受け取り、薬にしてお納めすればよろしいのですね？」

「はい。それと、今後は我々が生産した薬草をあなたがたに安定的に供給させていただきたいんです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、男は少し驚いたような表情になった。

「……よろしいのですか？」

「ええ。あなたがたは山や森で採れた薬草も市民から買い取っていると聞いているので、取引の仕方はそれに準じたかたちにできればと思います。それと、薬草の買取額は現在のものより下げていただいて構いません」

「ふむ。それはとてもありがたい話ですが……意図をお伺いしても？」

「薬の全体価格を下げていただきたいんです。現状ではあまりにも高価で、ごく一部の者しか使うことができません。もっと多くの人びとの手に届くように、
裾
 すそ

 
野
 の

 を広げていただきたいんです」

「……ふむ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、男は腕を組んで思案するような表情になった。

　その様子を、
一
 かず

 
良
 ら

 は怪訝そうに見つめる。

「いや、失敬。話は分かりました。それと、そちらがお買い求めになる薬の用途をお伺いしてもよろしいですか？」

「有事の際に困らないように、軍でもある程度取り置きしておこうということになりまして。薬は定期的に購入して新しいものに更新して、古い薬は処分する方針です。もちろん、そちらの指導の下で、ですが」

「なるほど、それはいいお考えですね。我々もいきなり大量に薬を寄越せと言われても急には準備できませんので、それであれば安心できます」

「ええ。それで、折りよく薬草の増産にも成功したので、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合に協力してもらってもっと薬の価格を下げられないかという話になったんです。何とか協力していただけませんか？」

「材料の薬草を安定供給していただけるというのなら、もちろん可能です。ただ、なにぶん薬の調合は非常に難しく、ご納得いただけるほどに価格を下げることができるかはお約束できません。そこはご理解を」

「ええ、それは大丈夫です。金額の細かい取り決めはまた後ほど相談しましょう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、男は少し考えるような素振りをした。

「……お尋ねしたいのですが、イステール家に買い取っていただける薬の量はどのくらいになりますか？」

「まだはっきりとは分かりませんが、けっして少ない量ではないですよ」

　高価な薬を定期的に彼らから購入する理由はもう１つ、彼らに対しても旨みを持たせるという目的がある。

　材料である薬草は彼らに安定供給するほかにも、一般的に知られている
煎
 せん

 じ薬などにしてイステール家が安価に販売する予定だ。

　もちろん
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合もそれらの薬は販売しており、イステール家が大々的にそれらを売り出すと実質的に商売敵となってしまう。

　そこで、彼らにも薬草を安く供給し、かつ高額な薬を定期的に購入する契約を交わすことで、相手に対して旨みを持たせて対立を避けるのだ。

　見たところ彼らの薬草生産は
一
 かず

 
良
 ら

 たちに比べてかなり効率が悪そうなので、この申し出は相手にとって旨みのほうが大きいはずだ。

　薬販売の利権で少し揉めることになる可能性もあるが、そこは何とか上手くやるしかない。

　この交渉、一見して
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合の得があからさまに大きいように感じられるが、年数が経つにつれて逆にイステール家に利が働くような仕組みになっている。

　イステール家から安定的に、しかも安く薬草が手に入るとなれば、彼らは生産性の劣る自分たちの薬草園を大幅に縮小するに違いない。そうなると薬草の供給をイステール家に依存することになるので、実質的にイステール家が
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合に対して発言力を持つようになるのだ。

　そして、たとえこの意図を組合側が察したとしても、申し出を断るという選択は取らないはずだ。こちらの申し出を組合側が断っても、一般的な
煎
 せん

 じ薬のシェアをイステール家に丸々持っていかれることは確実である。損をしないためには、イステール家と組むしかないのだ。

「そうですか……」

「何か問題が？」

「いえ……１つ提案があります。そちらに
納
 おさ

 める薬の分の薬草についてですが、我々が薬草を無償で受け取り、薬を納入する際に材料費を引いたうえで手数料をいただくというのはどうでしょうか」

「材料を先に渡して、金銭の受け渡しは最後の納品時ってことですか？」

「はい。薬の精製にはかなりの量の薬草を使います。なので、そのために膨大な量の薬草を買い取るとなると、先に我々が支払う金額も大変なものになってしまいますので」

「なるほど……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が納得して
頷
 うなず

 きかかった時、男の背後でバレッタがぶんぶんと手を振っているのに気がついた。

　バレッタは手でバツを作り、口パクで「ダメです！」と必死に訴えている。

　一瞬
一
 かず

 
良
 ら

 は考え、はっとした。

「どうかなされましたか？」

「い、いえ……あの、やはり通常どおりの取引にしてもらえませんか？　そちらに薬草を買い取ってもらって、出来上がった薬を我々が購入するってかたちで」

「そう申されましても。我々も大量の薬草を一度に買い取れるほどに裕福なわけでもないので……」

　裕福のくだりはともかくとして、
傍
 はた

 
目
 め

 に聞けば男の提案には何の問題もないように感じられる。

　だが、よく考えると
一
 かず

 
良
 ら

 たちにとってはかなり危険な提案なのだ。

「うーん……初めのうちは取引量を少なめにするってことにして、通常どおりの取引にしませんか？　それなら問題ないでしょう？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が言うと、男は渋々といった様子で
頷
 うなず

 いた。

　そうしていったん話はまとまり、本契約は後日改めて、ということになった。

　門の外まで男に送ってもらったところで、
一
 かず

 
良
 ら

 は停めてあった馬車の中から小ぶりな植木鉢を引っ張り出した。

　鉢には種類の違う薬草が数本植えられていて、そのどれもが青々とした葉や太い茎を持っている。植木鉢の土は、普通のものに入れ替え済みだ。

「先ほどお話しした、イステール家で栽培している薬草です。組合での協議の際に、皆さんにお見せいただければと思います」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が男に鉢を手渡すと、彼はそれをしげしげと見つめた。

　その大きさに少し驚いているように見える。

　それでは、と
一
 かず

 
良
 ら

 は
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をし、馬車に乗り込むとその場を後にした。

　

「バレッタさん、さっきは止めてくれて助かりました。まんまと丸め込まれるところでしたよ」

　馬車に乗ってすぐ、
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに礼を言った。

　バレッタは「どういたしまして」と
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいる。

「しかし、あんなに自然なかたちで引っ掛けようとしてくるとは驚いたな……どんだけがめついんだか」

「ねえねえ、あの提案の何がいけなかったの？　取引も簡略化されていい案に聞こえたんだけど」

　自分だけ話が理解できていないのが気に食わないのか、少し不満そうにリーゼが言う。

「いや、薬の製法って彼らが独占してるだろ？　だから、こっちが先に無償で材料提供ってかたちにすると、『この材料からはこれだけの薬しか作れませんでした』って言われたら、それを信じるしかないんだよ」

　リーゼはすぐに、「ああ！」と手を打った。

「実際に作れる薬の量よりかなり少なめに言ってもばれないってことね？」

「そうそう。発注元が取引先に材料を無償提供して加工を依頼するってのは珍しい話じゃないから、最初は気づかなかったんだ。危ない危ない」

　物の移動があるごとにきっちりお金のやり取りをして話を進めるのなら問題ないが、それをせずに加工の手数料だけを支払うかたちにしてしまうと、製法を独占している組合側はいくらでも
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 しがきく。

　バレッタが止めてくれなければ、まんまと彼らの都合のいいように話をまとめられていただろう。

「やっぱり、こういった交渉ごとは慣れている人に頼んだほうがいいか。アロンドさんなら
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合相手でも上手くやってくれるかな」

「アロンド様、ですか？」

　その名前に反応し、バレッタが聞き返した。

「ええ、彼って商売がすごく上手いんですよ。今までもかなり助けてもらってるんで、今回の件もお願いできれば安泰かなって。資材の調達や管理についても大部分は彼に任せているんで、今後はバレッタさんもちょこちょこ会う機会があると思いますよ」

「はい、先日大工職人さんのところで偶然お会いして、これからよろしくって言われました」

「あ、そうだったんですか。そういえば、この間お茶を出してもらった時に顔は合わせてましたね」

「はい。名前も覚えてくださっていて、帰りも馬車で送っていくって言ってくださったんです。マリーちゃんのことがあったので、もっと怖い人なのかなって思っていましたが、ちょっと意外でした」

「そうですね、彼女のことになるとあの家はちょっと複雑そうで……そういえば、あれから彼女は何か言ってました？」

「いえ、まだ何も……エイラさんも話してくれたみたいなんですけど、何でもない、の一点張りみたいで……」

「うーん……どちらにせよ、今後は極力あの２人は会わせないようにしたほうがいいですね」

「……」

「ん？　リーゼ、どうかしたか？」

　何やら考えている様子のリーゼに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけた。

「んーん。お腹空いたなーって思って」

「ああ、そろそろ昼時だしな」

「うん。あのさ、帰ったらハーブティー飲みたいな。気分が楽になるやつ。何だか疲れちゃった」

「おう、いいぞ。リラックスティーでも
淹
 い

 れて、マリーさんやエイラさんも呼んで皆で飲むか」

　そんな話をしながら、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは馬車に揺られて帰路についた。

　

　数日後の朝。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はアロンドに呼び出され、屋敷の応接室にやってきていた。

　彼はいつもどおりの爽やかな笑顔で
一
 かず

 
良
 ら

 を迎え、深々と腰を折った。

「カズラ様、おはようございます。朝早くから申しわけございません」

「いえいえ、全然大丈夫ですよ。アロンドさんこそ、かなり早起きだったんじゃないですか？」

「朝が早いのには慣れておりますので。それに、なるべく早くカズラ様に報告しなければと気がはやってしまって」

　あの後、
一
 かず

 
良
 ら

 はアロンドを呼び出し、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合との交渉を彼に一任した。

　前回同様、アロンドの希望でこの場には彼と
一
 かず

 
良
 ら

 の２人しかいない。

　どういうわけか、アロンドは何をするにしてもまず最初に
一
 かず

 
良
 ら

 に話を通すことを重視しているようだった。

「無理させちゃってすみません……ん？　何かいい香りがしますね。
香
 こう

 
木
 ぼく

 ですか？」

　席に着くと、何やらほのかに甘い香りがすることに
一
 かず

 
良
 ら

 は気が付いた。

　ふんわりとした、やさしい上品な香りだ。

「いえ、ここに来る前に花で満たした風呂に入ってきたので、その香りでしょう。香油も少し付けていますが」

「へえ、花のお風呂に香油ですか。お
洒落
 しやれ

 な趣味ですね」

「香りが好きで、時折入っているんです。かなり手間がかかるので、いつもというわけにはいきませんが」

　実のところ、アロンドが香油（香料を溶かし込んだ油）を付けたり花風呂に入ったりしているのは、酒の臭いを
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すためだ。

　彼は今朝まで
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合の幹部連中と夜通し酒盛りをしており、まだ完全には酒が抜け切っていない。

　当然ながら一睡もしておらず、寝不足と飲みすぎで頭が痛くて仕方がない。

　他の仕事が立て込んでいるために
一
 かず

 
良
 ら

 への報告を後回しにすることができず、酒臭さを隠すために大急ぎで花風呂に入って香油まで塗り、化粧で顔色を
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 して報告にやってきたのだった。

「薬草の売却額は従来のものより３割ほど下がりましたが、薬の代金は数量が増すごとに段階的に値引きさせることになりました。かなり安くまとめることができたかと思いますが、いかがでしょうか」

　差し出された契約書（未サイン）に目を落とし、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず「うおっ」と声を漏らした。

「これ、安すぎじゃないですか？　最初に納品してもらう分量でも、普通に買うより３割くらい値引きされてません？」

「薬の全体価格を下げるという前提条件をカズラ様が取り付けてくださいましたので。それに、薬は一度の取引量がとても少ないものですので、今回のような大口取引となるなら妥当な金額かと思いますが」

「そうなんですか……それにしても、どういったところを突いて値引きさせるんです？」

「目立ったところでは継続取引による割引と単品価格の端数切捨てですかね。そこからさらに、大口取引によって伝票費用や運送費用も安く上がっているはずだと言って値引きしてもらいました」

「なるほどねえ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は感心しながら契約書に目を走らせる。

　組合側に買い取ってもらう薬草は一定期間ごとに少しずつ増やすことになっており、それに準じて買い取り価格も下がっていく契約になっていた。

　それに合わせて、組合に売ってもらう薬の価格も安くなっている。

「しかし、よくこうもあっさり彼らが大幅な値下げに応じましたね。もっと揉めるかと思ったんですけど」

「一晩かけてじっくり交渉したら、何とか分かってもらえました。組合本部の幹部連中を全員相手にしての交渉だったので、少々骨が折れましたが」

「全員相手に一晩中交渉ですか……。とても私には真似できないですよ」

「まあ、やり方次第ですよ。相手の性格によってさじ加減は変えなければなりません」

　その
台詞
 せりふ

 に、再び
一
 かず

 
良
 ら

 は感心して
頷
 うなず

 く。

　薬草園を案内してくれた幹部組員だけでもなかなかの曲者に思えたが、そういった連中もアロンドに任せておけば問題ないようだと結論付けた。

「アロンドさんにお願いして正解でした。今後の取引も任せられたらと思うんですけど、引き受けてもらえませんか？」

「お任せください。必ずやご期待に沿う成果をあげてみせます」

「ありがとうございます。何だか毎回頼りっぱなしで、大変な仕事ばかり押し付けてしまってすみません」

　
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 したように言う
一
 かず

 
良
 ら

 に、アロンドは「いやいや」と胸の前で手を振る。

「これくらいお安い御用です。他にも何かあるようでしたら、ご相談いただければと」

「え、いいんですか？　じゃあ、もうすぐ始まる鉄という新しい金属を用いた道具の生産についてなんですが……」

　これ幸いと、
一
 かず

 
良
 ら

 はまもなく始まる鉄器の大量生産に伴う各方面への
折
 せつ

 
衝
 しよう

 を彼に任せることにした。

　鉄という金属の説明から始まり、現在の採掘状況や今後の生産見通しを詳しく話して聞かせる。

　バルベールがおそらくすでに鉄器を保有しているということも合わせて説明した。

　アロンドは表情を引き締め、時折質問を挟みながらその話を聞いていた。

「間もなく我が国でも量産体制が確立するのですか。その新型の
炉
 ろ

 なら、かなりの生産量になりますね」

「ええ。といっても、まだイステール領の中でだけですけどね。鉄の影響は絶大なものになるはずなので、各産業に用いられている青銅器を可能な限り早く鉄器に置き換えたいんです」

「かしこまりました。情勢を鑑みるに、可及的速やかに他領にも技術を伝える必要があるかと思いますが、いかがいたしますか？」

「内容が内容なだけに、どこまで教えるかナルソンさんと話し合っているところなんです。ナルソンさんは他領に鉄の加工方法は教えるにしても、新型
炉
 ろ

 に関しては秘匿したいと言ってましたね」

　その話に、アロンドは深く
頷
 うなず

 いた。

「私もそう思います。新型
炉
 ろ

 での生産量がそれほどにまですさまじいのなら、その技術的価値は途方もないものです。将来のことも考えて秘匿すべきです」

「ということは、他領にはこちらで製造した鉄器を提供するというかたちがいいってことですか？」

「もちろんそれも行いたいですが、精製した鉄も大量に他領に提供して、加工はあちらに任せるというのはいかがでしょう。私は
鍛
 か

 
冶
 じ

 についてはあまり詳しくないのですが、従来の
炉
 ろ

 では鉄はまったく精製することはできないのですか？」

「いえ、今まで使っていた
炉
 ろ

 でもやり方次第では精製できますよ。新型
炉
 ろ

 に比べて１００分の１くらいの生産量ですけど」

「なら、そのやり方も一緒に教えてしまったほうが他領からの不満も回避できていいかと思います。他領はともかくとして王都から反感を持たれると、他国との
折
 せつ

 
衝
 しよう

 や貿易で不都合が生じますので」

「ふむ、そういうものですか。では、その方針でナルソンさんに提案してみます。アロンドさんに意見をもらったとも伝えておきますね」

「ありがとうございます。それと、私からも１つご相談があるのですが」

「ええ、いいですよ。何でも言ってください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、アロンドは少し身体を前のめりにした。

「バレッタ嬢を、私の助手に付けていただけないでしょうか」

「え、バレッタさんをですか？」

「はい。新しい道具の開発に関わるとなると、それを扱う職人を取りまとめる彼女の手助けがぜひとも欲しいのです。私だけではどうしても不安が残るもので……彼女に右腕となって欲しいのです」

「……うーん」

「どうでしょう。ご承知いただけると大変助かるのですが」

　困り顔で
唸
 うな

 っている
一
 かず

 
良
 ら

 に、アロンドはなおも詰め寄る。

　普通に考えれば、アロンドの言い分には筋が通っている。

　しかも、彼には今まで散々相談に乗ってもらったり、山のような仕事を押し付けてしまっている。それを考えれば、断るという選択はありえないだろう。

　しかし、だからといって、
一
 かず

 
良
 ら

 はここで首を縦に振るわけにはいかなかった。

「……すみません。彼女にはこちらからお願いして手伝ってもらっているので、私が勝手に判断するわけにはいかないんです。別の職人さんじゃダメですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が答えると、アロンドは少し驚いたような表情になった。

「そうだったのですか。ですが、私も何としても彼女にお願いしたいんです。なにせ、大工と
鍛
 か

 
冶
 じ

 の両分野をいっぺんにカバーできる人材は彼女以外に思い当たらないものでして」

「そう言われても……」

「では、カズラ様から彼女に今の話を提案してはくださいませんか？　それで彼女が了承してくれれば、問題はないのですよね？」

「……まあ、そういうことになりますね」

「それでは、ぜひとも話をつけてはいただけないでしょうか。彼女は今屋敷にいるのですか？」

「い、いますけど」

「では、大変申しわけないのですが、今確認を取ってはいただけないでしょうか。それで了承をいただけるなら、今後の予定に彼女を組み込んでしまいたいので」

　畳み掛けるように話を押してくるアロンドに、カズラはたじろいだ。

　上手く話をかわそうにも、ここまで突っ込まれてはそれもできない。

「……分かりました」

　無下に断ることもできず、
一
 かず

 
良
 ら

 は渋々
頷
 うなず

 いた。

　

「ただいま」

「あ、お帰りー！」

「カズラさん、お帰りなさい。お疲れ様でした」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が自室に戻ると、リーゼがバレッタに手の傷痕に薬を塗ってもらっているところだった。

　リーゼの手の傷は４日ほどで完治したのだが、深く切ってしまった部分の傷痕が白く残ってしまっていた。

　そこで、もしかしたらこのまま薬を塗り続ければ
綺
 き

 
麗
 れい

 になるかもと、駄目もとでやっているのだ。

「傷痕はどんな具合だ？」

「だいぶ良くなったよ。ほとんど消えちゃった」

　リーゼはそう言い、両手を開いて
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

　深かった傷の痕は数箇所まだ薄っすらと残っているが、４日前に比べれば驚くほど
綺
 き

 
麗
 れい

 になっている。

「おお、本当だ。こんなに
綺
 き

 
麗
 れい

 に治るものなんだな」

「治るものなんだなって、カズラが持ってきた薬じゃない」

　リーゼはよほど嬉しいのか、先ほどからニコニコ顔だ。

　普段は気にした素振りは見せなかったのだが、本心では気になっていたのだろう。

「カズラさんは頭の傷はどうですか？　まだ痛みます？」

「いや、もう痛みはないですよ。そういえば、そろそろ抜糸の時期か……」

「今、私が抜糸しましょうか？」

「うん、お願いします」

　バレッタは手早くリーゼの手に絆創膏を貼ると、救急箱から小さなハサミとピンセットを取り出した。

　それを見て、リーゼが自身の膝をぽんぽんと叩いた。

「ねね、ここ使う？」

「使わない」

「遠慮しなくてもいいのに」

「しとらんわ」

「え、えっと、後ろ失礼しますね」

　流し目を送っているリーゼを気にしつつ、バレッタが
一
 かず

 
良
 ら

 の後ろに回った時。

　部屋の扉がノックされ、エイラが入ってきた。

「リーゼ様、グラント・レーデル様がおいでになられました。来賓室でお待ちいただいております」

「ん、分かった。カズラ、ちょっと行ってくるね」

「おう。頑張ってな」

「バレッタ、カズラに襲われそうになったら大声出すんだよ？」

「人をケダモノみたいに言うな」

　リーゼが部屋を出て行くと、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 の頭の包帯を外し、髪を掻き分けた。

「リーゼ様、最近幸せそうですね」

「え、そう？」

　ピンセットで結び目を引っ張りながら、ハサミの先で糸を切る。

「はい。村から戻ってきてからずっと。それに、いつもカズラさんの
傍
 そば

 にいます」

「そ、そうですかね？」

「そうですよ」

　少し怒ったような口調に
一
 かず

 
良
 ら

 が振り向こうとすると、頭をがしっと押さえつけられた。

「まだ終わってませんよ」

「は、はい」

　ピンセットで糸をつまみ、ゆっくりと引き抜く。

「はい、抜けました。薬も塗っておきますね」

「あ、あの、バレッタさん？」

　テーブルにハサミとピンセットを置くバレッタの横顔を見て、
一
 かず

 
良
 ら

 が遠慮がちに声をかける。

「なんですか？」

「もしかして、怒ってます？」

「怒ってますよ」

　バレッタはそう言いながら、再び
一
 かず

 
良
 ら

 の後ろに回りこむ。

「カズラさん、
酷
 ひど

 いです。
傍
 そば

 にいさせてくれるって言ったのに」

「え？」

　再び
一
 かず

 
良
 ら

 が振り向こうとすると、バレッタに頭を抱き締められた。

　後頭部に軟らかい感触を受け、そのまま動きを止める。

「私、嫌です。お断りしておいてください」

「断る？　……あ、監視カメラか」

　監視カメラは来賓室と応接室に設置されており、電源は入れっぱなしである。

　モニターはこの部屋に置いてあるので、バレッタとリーゼは応接室での話をここで聞いていたのだろう。

「私も、もっとカズラさんと一緒にいたいです」

　バレッタはぽつりと言い、
一
 かず

 
良
 ら

 の頭に
頬
 ほほ

 を寄せた。

「リーゼ様ばっかり、ずるいです」

　彼女の息遣いが、
一
 かず

 
良
 ら

 の頭に直接触れる。

　とくん、とくん、という心臓の音が、少しだけ速まっているように感じられた。

「何をやってるのかなあ？」

「うおおっ!?
 」

「んびっ!?
 」

　突然響いた声に、
一
 かず

 
良
 ら

 はびくっと身体を跳ね上げた。

　同時に、その頭がバレッタの鼻を直撃した。

「おまっ、何してんだよ！　面会はどうしたんだよ！」

「中庭でやってますけどー？」

　鼻から上だけを窓枠からのぞかせて、リーゼが部屋をのぞき込んでいた。

　今日は風もなく日差しも暖かだったので、窓を開け放っていたのだ。

「いや、相手の人は!?
 」

「向こうのベンチで待っててもらってますねー。何か嫌な予感がしたから見に来たら案の定だったんですねー」

「別に何もしてないからさっさと戻れ」

「えー」

「えー、じゃないだろ。相手を放っておいたら失礼だぞ」

「んー、分かった。カズラも早くアロンドのところに戻った方がいいよ。あと、バレッタ、鼻血出してるよ」

「えっ!?
 　あ、バレッタさん、大丈夫ですか!?
 」

「らいじょぶじゃらいれふ……」

「じゃーねー」

　
蹲
 うずくま

 るバレッタとタオルを取りに走る
一
 かず

 
良
 ら

 を放置し、リーゼは面会に戻っていった。

　

　２日後の昼過ぎ。

　バレッタは数人の
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人たちに、手にした２本の土木工具の説明をしていた。

　ここは街なかの川横に作られた、鉄製品を製造するための集合工房予定地だ。

　すぐ
傍
 そば

 ではレンガ職人たちが、グリセア村から運ばれてきた耐火レンガを使って小型
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 を組んでいる。

　いずれ各工房からここに職人を少しずつ集め、水力鍛造機や足踏み式研磨機をそろえた大規模工房として稼動させる予定だ。

　ちなみに、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアとともに南部の
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯でイモの苗床の製作指導を行っており、リーゼは治水工事の現場視察という名の慰問に行っている。

「皆さんには、この２本の道具を作っていただきたいんです。すべての兵士さんに１本ずつ支給するので、かなりの数になってしまいますが……」

　そう言い、バレッタは２本の土木工具を皆に見せた。

　１本は『リゴ』と呼ばれる道具で、
鍬
 くわ

 によく似た形状の土木工具だ。

　長さ80
 センチほどの木の棒の先に鉄製の三角形の刃が直角に付いており、地面を掘り起こすのに用いる。

　刃の反対側には
若
 じやつ

 
干
 かん

 反りの付いた20
 センチほどの長さの鉄の板が付いていて、これは反動をつけるための重しである。

　リゴは別名『足首砕き』とも呼ばれており、手元を誤ると文字どおり自分の足首を砕くことになりかねないが、携行に便利で機能性に優れた優秀な土木工具だ。

　もう１本は『ドラブラ』と呼ばれる道具で、こちらは斧の刃の反対側にピッケルの刃がくっついたような形状の道具だ。

　斧の部分で木の
伐
 ばつ

 
採
 さい

 や加工を行い、ピッケル部分で木の根っこを掘り起こすのである。

　これらの道具は、古代ローマ関連の本に載っていた内容を参考にしてバレッタが自分で図面に起こし、グリセア村で試作しておいたものだ。

　構造が単純で生産性に優れるため、数がそろえやすい。

「そりゃあ、領主様が作れって言うのならいくらでも作るが、かなり時間がかかるぞ。両方とも数千本は作れってことなんだろ？」

「それに、材料も相当必要になるな。これはちょいと厳しいぞ」

　バレッタの持つそれらをしげしげと眺めていた職人たちが、険しい顔で意見を述べる。

「材料はこちらから支給しますし、そんなに急いでというわけでもないので何とかお願いします。それと、その刃に使われているのは青銅ではなく、鉄という金属です」

　いつぞやの大工職人に説明したように、彼らにも鉄の特性と鉱石の採掘状況を説明する。

「なるほど、材料は豊富にあるってことか。だが、先に武器や防具をそろえないで土木工具なんて作ってていいのか？」

「それらももちろん作りますが、まずは兵士用の工作道具のほうが必要だということになりました。ただ、他の物はまったく作らないというのではなくて、各工房で分担していろんなものを少しずつ作っていただくことになっています」

「ふむ。鉄器に更新が必要な道具は少しずつ作って、まずは様子見ってことか」

「そういうことになりますね。ここの工房が可動を始めたら、それまでに作られた鉄器を参考にして本格生産に入る予定です」

　その後も建造中の
木
 もく

 
炭
 たん

 
高
 こう

 
炉
 ろ

 の説明を合わせて行っていると、背後からぽんと頭を
撫
 な

 でられた。

　振り返り、その声の主に笑顔を向ける。

「アロンド様、ご無沙汰しております」

「ひさしぶり。ちょっと早く来すぎちゃったかな？」

「すみません、まだ打ち合わせ中で……少しお待ちいただいてもよろしいでしょうか？」

「ああ、いいよ。俺も見学させてもらうから」

　２日前、バレッタを助手に欲しいというアロンドの希望はバレッタ本人の意向により通らなかったのだが、だからといって一緒に仕事をする機会が失われたわけではない。

　資材調達においては彼を通すのが一番手っ取り早く、用途に応じた資材を大量に注文する際は説明のために顔を合わせることになるからだ。

　アロンドがどうしてもバレッタの手助けが必要と申し出た場合は手伝いに出向くということにはなっているが、それは当人も了承済みである。

　本日はバレッタからの要望で、必要な資材を算定するためにアロンドに時間を作ってもらっていた。

「これで一通りの説明はおしまいです。抽出した鉄のインゴットがいくつかあるので、持ち帰って今説明した方法で試しに加工してみてください。自分用の工具を作るのがいいと思います」

　バレッタは皆に薄い鉄のインゴットをいくつか持たせると、アロンドに向き直った。

「お待たせしました。そちらの小屋で説明させてください」

　２人して敷地内の休憩小屋へと歩きながら、バレッタは
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した表情をアロンドに向けた。

「あの、先日はお話を断ってしまって申しわけございませんでした。私のほうも手一杯で……」

　謝るバレッタに、アロンドは「いやいや」と笑ってみせる。

「こっちこそ、無理に引き抜こうとして悪かったよ。最近仕事が多すぎて、てんてこ舞いでさ。君みたいな優秀な人を助手に付けられたらって思って、無理言っちゃったんだ」

　それに、とアロンドはバレッタに顔を向ける。

「こんなかわいい娘が助手になってくれたら、いくらでも仕事を頑張れるなって思ってね」

「え、えっと……お
褒
 ほ

 めいただき
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 です。ありがとうございます」

「……君、真面目すぎるって周りに言われない？」

「えっ？　い、いえ、そんなこと言われたことないです」

「えー、ほんとかなぁ」

「……はい。覚えている限りでは一度も」

「うん、そういうところを言ってるんだけどね」

「は、はあ」

　休憩小屋に入ると、バレッタは肩に斜め掛けしたカバンから丸められた皮紙を取り出した。

　止め具を解いて机に広げ、端を手で押さえる。

「時間がないのでぱっぱと行きますね。まだ何枚もあるので」

「……これは」

　皮紙に描かれた内容に、アロンドの表情が真剣なものになった。

　そこにはラタの絵が描かれており、それに重ねるようにして複数の馬具が描かれている。

「これはラタに付けるハーネスを改良したものです。現在主流の固定具は
紐
 ひも

 を胸と首に取り付けるもののため、引かせる荷物が重いとラタを締め付けてしまいます。ですが、これなら分厚い革の首輪が負荷を分散させるので、ラタを痛めずにすみます」

　バレッタが指でなぞるイラストを見つめ、アロンドは黙って
頷
 うなず

 く。

「当然ながらラタは疲れにくくなりますし、力も入れやすくなるので今までより重い物でも引けるようになります」

「……画期的じゃないか。これなら馬車での輸送効率がグンと上がる」

「はい。輸送費用が大幅に削減できるようになるので、様々な製品の製造コストを下げられると思います」

「試作品はある？」

「いえ、試作は行っておりません。あるのはこの図面だけです」

　バレッタが答えると、アロンドは驚いた表情になった。

「試作もせずに、ここまで精巧な図面を描いたのかい？」

「あ、いえ……多少
試
 し

 
行
 こう

 
錯
 さく

 
誤
 ご

 はしましたが、この図面どおりのものはまだ作ってないんです。でも、これはまず大丈夫なはずです」

「それは頼もしいね。でも、念のため１つ試作してみよう。図面を借りていっていいなら、俺から革職人に試作させておくけどどうする？」

「お願いします。それで大丈夫そうだったら、量産の段階までもって行きますので」

「分かった。可能な限り早く取り掛からせるよ。部材の選定で特に注文はあるかな？」

「丈夫で、ラタの肌を傷めにくいものであればなんでも大丈夫です」

「ていうと、大人の牝のカフクの皮がいいか……あ、ごめん。次どうぞ」

　バレッタは
頷
 うなず

 くと、カバンから次の皮紙を取り出した。

　机に広げると、今度は変わった形の機械の絵が現れた。

　等間隔に細い隙間を空けられた樽。

　そしてその上に大きな板が載せられていて、その中心にはネジ切り加工された太い棒が取り付けられている。

　棒のてっぺんにはＴ字のハンドルが付いており、それを回すことで棒の下側が樽の上蓋に当たり、下に押す仕組みだ。

　一般的にスクリュープレスと呼ばれる
圧
 あつ

 
搾
 さく

 機械である。

「これは豆を絞るための機械です。今までは木箱の上に丸太や石を載せたりしてゆっくり油を絞っていましたが、この機械があればもっと短時間で効率的に
搾
 しぼ

 り出すことができます」

「何だこれ……こんな形状の道具は初めて見るよ。どうやって使うんだい？」

「これは上のハンドルを捻ると……」

　スクリュープレスの仕組みを一から説明し、それに必要な部材も一緒に説明する。

　先ほどのようにアロンドからいくつか確認が入り、それらが終わると次の図面へと移行した。

　それが何度も繰り返され、そのたびにアロンドは全神経を集中してバレッタの言葉に耳を傾けていた。

　しばらくしてそれも終わり、バレッタは小さく息をついた。

「……今日のところは以上です。図面はすべてお貸ししますので、使い終わったらお返しいただきたいです」

「うん、わかった。複写はしても大丈夫かい？」

「大丈夫です。ただ、管理には気をつけてください。手押しポンプや
高
 こう

 
炉
 ろ

 ほど機密性が高いわけではありませんが、漏れていいものでもありませんので」

「もちろん分かってるよ。任せておいてくれ」

「では、私はこれで失礼します。本日は時間を作っていただき、ありがとうございました」

　バレッタはぺこりと頭を下げると、駆け足でその場を去って行った。

　アロンドは笑顔で手を振ってそれを見送り、手にした図面の束に目を落とした。

「まさか、製材機や手押しポンプも全部彼女が……」

　そうしてレンガ職人たちが組んでいる
高
 こう

 
炉
 ろ

 をしばし見つめ、バレッタが走り出ていった出口へと目を向けるのだった。





　

第５章　４人の首脳＋１

　

　今年最後の夜を目前に控え、夕焼け色に染まるイステリアの街はどことなく浮かれた雰囲気に包まれていた。

　通りは人であふれ、商業区画にいたっては歩くのにも難儀するほどの過密具合でまさに戦場だ。

　しかし、そんな場所からやや離れたナルソン邸の一室は、市民のそれとはかけ離れた空気に包まれていた。

「ほう、自分のところだけで手一杯で、連絡するのが遅れたと申すか」

　来賓室のソファーに深く腰を下ろした
白髪
 しらが

 
白
 しろ

 
髭
 ひげ

 の老人が、正面に座るナルソンに詰問するような口調で言う。

　老人の名はエルミア・アルカディアン。この国の現国王だ。

　歳はすでに70
 を超えているが、いまだ現役を退かずに国王を続けている。

　その隣では、目付きの悪い男が退屈そうに部屋を見渡している。

　彼は第一王子であり、名前はルグロ。歳は28
 で既婚。子どももすでに４人いる。

　向かい合って座る３人の左右には、グレゴルン領領主であるダイアス・グレゴルンと、フライス領領主のヘイシェル・フライスが座っている。

　ダイアスの歳は45
 で、口元にはやしたカイゼル
髭
 ひげ

 が印象的な、落ち着いた風貌の男だ。

　対するヘイシェルは今年で60
 歳ちょうど。大柄な体躯につるつるの頭、柔和な表情がよく似合う老紳士である。

　結婚はしているが子どもに恵まれず、養子も取っていない。

　後継者をどうするかという問題が領内ではたびたび持ち上がっているが、いまだに方向性すら決まっていない。

「はい。新しい試みの連続で、逐次各領地に連絡というわけにもいきませんでした。どの道具も試作にすらこぎつけていない状態でしたので」

「にしては、ずいぶんと領内は発展しているではないか」

「食糧事情が急改善した影響です。新しい道具のおかげで、鉱山の採掘量が増えたという理由もあります」

「ああ、確か手押しポンプとかいったか。私の耳にも入ってきておるぞ」

　反応を確かめるように、エルミア国王はナルソンの顔を凝視して言う。

　ナルソンは特に動じた様子もなく、「よくご存知で」と
微
 ほほ

 
笑
 え

 んで見せた。

　手押しポンプの存在を彼らが知っているという情報を、ナルソンは事前に得ていたからだ。

「はい。その道具のおかげで、鉱山では排水が行えるようになりました。古い鉱山は貯めた水を流し込んで
崩
 ほう

 
落
 らく

 させ、残っていた鉱石を回収したりもしております」

「その道具はここにあるのか？」

「ございます。ごらんになられますか？」

「うむ。設計図も一緒に頼む。王都の職人を何人も連れて来ているから、その者らに作り方を教えてやってくれ」

「かしこまりました。技術提供の代金に関しましては、宴の後で契約書を作成するということでよろしいでしょうか。前回の取引と同様の形式にできればと思うのですが」

「ナルソンさんよ、あんた少し勘違いしてるんじゃねえの？」

　ナルソンが答えると同時に、それまで退屈そうにしていたルグロが口を開いた。

「前にさ、水を
汲
 く

 み上げるぐるぐる回るやつ……ええと、なんだっけ？」

「水車ですか？」

「そう、それ。その水車の話を聞いた時も思ったんだけどさ、仲間同士もっと協力しようって姿勢を見せられないわけ？　４年前の戦争では皆が一丸となって戦ったんだからさ。それを忘れて仲間から金とろうってのはどうかと思うわけよ」

　ぞんざいな口調で講釈をたれるルグロに、ナルソンは内心ため息をついた。

　現国王であるエルミアは外交交渉や貴族の
掌
 しよう

 
握
 あく

 に長け、領地運営もそこそこ上手く戦時の決断力もあり、統治者としては優秀な部類に入る。

　だが、その息子である第一王子ルグロは、物事を深く考えて発言しないというか、その時の感情に従う性格というか、ナルソンに言わせれば『ダメな子』だった。

　国王は遅くにできた一粒種であるルグロに対して甘々で、
褒
 ほ

 めることばかりで怒ることをせずに好き勝手にやらせていた。

　そのためか、彼は勉学にはまったく興味を示さず、『息子にはのびのびと育って欲しい』というエルミア国王の意向で誰も強制しなかったため、知識力は地の底だ。

　若い頃は貴族の不良息子たちと勝手に市街をぶらついたり、場末の酒場で一般市民と乱闘騒ぎを起こしたりと問題行動のオンパレードだった。

　結婚してからは問題行動こそなりをひそめているが、チンピラのような性格は変わっていない。

　彼に１ついいところがあるとすれば、王都の権力者には珍しく超愛妻家だということだろう。

　妾や側室を一切持たず、妃殿下にベタ惚れで今もラブラブである。

「ルグロ様、それは違います。技術開発というものは非常に労力のかかるものでして、開発した者には相応の対価が支払われるべきなのです」

「んなことは分かってるよ。でもさ、俺たち皆仲間だよな？　それなら金なんていらねえだろ。仲間なんだから協力し合えばいいじゃねえか」

「いえ、そうではなくてですね。いくら優れたものを作ってもタダで技術をとられてしまうとなっては、技術開発に取り組む意欲が薄れてしまいます。次からの技術開発に悪影響が出るのですよ」

「だから、んなことは分かってるんだって。でもさ、俺たち仲間じゃん？　だったら協力し合うべきだろ？」

「い、いえ、だからですね……」

　駄目だ、こいつは言葉が通じない、とナルソンが絶望していると、横からダイアスが「まあまあ」と止めに入ってくれた。

　エルミア国王はそ知らぬ顔でお茶をすすっている。

「お互い
譲
 ゆず

 れないところがあるとは思いますが、この話はまた後日ということにして、とりあえず話を進めましょう。ナルソン殿、先日連絡のあった『鉄』について詳しくお聞かせいただけますか？」

「お、おお、そうですな。では先にそちらの話を片付けましょう。ルグロ様、よろしいでしょうか？」

「ん？　ああ、別にいいけどよ。もっと仲間意識持とうぜ？」

「は、はい。では、すでにご存知かとは思いますが、我が領で新たに発見された鉄というものについて今一度説明させていただきます。これは青銅器に代わる画期的な材料でして……」

　なるべく意識をルグロに向けないようにしながら、ナルソンは鉄器についての説明を始める。

　そうしてひととおりの説明を終え、バルベールが鉄器を作っているだろうことも合わせて説明した。

「ふむ、その鉄器とやらをバルベールが作っているとな。なるほど、大規模な軍制改革の背景にはそのような存在があったわけか」

　険しい表情で
唸
 うな

 る国王に、ナルソンは
頷
 うなず

 く。

「はい。なので、我々も速やかに鉄器を製造しなければなりません。鉄の採掘方法と加工方法はすでに我が領の職人が確立済みです。情報は無償で提供いたしますので、各地で採掘と製造に取り組んでいただきたいのです」

「お、それだよそれ。ナルソンさん、分かってきたじゃん」

「あ、ありがとうございます」

　立てた親指を揺らしながら満足げに言うルグロに対し、ナルソンが引きつった笑みを浮かべる。

「ナルソン、平地ばかりの我が領では
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 はほとんど採掘できないだろう。出来上がった鉄器を売ってもらうかたちをお願いしたいのだが」

　ヘイシェルの申し出に、ナルソンはすぐに
頷
 うなず

 いた。

「もちろんだ。だが、こっちは深刻な職人不足で生産力に不安があってな。よければ職人を貸してもらいたいのだが」

「分かった。領に戻ったら調整を行ってすぐに送り出そう」

「すまん、助かる。可能な限り早く鉄器を融通できるよう努力する」

「できれば一定期間ごとに職人を入れ替えて、フライス領の職人の技術力を早く向上させたい。鉱石も安く送ってもらえるなら、精製も自分たちで何とかしよう」

「ならば、折をみてこちらからも技術指導の職人を何名か派遣することにしよう。鉱石の供給も任せておいてくれ」

「鉄器もそうですが、最近のバルベールの様子についてもお話ししてよろしいかな？」

　黙って話を聞いていたダイアスが、深刻そうな表情で口を開いた。

「ん、何か懸念するようなことでも起こったのか？」

　エルミア国王の問いに、ダイアスが
頷
 うなず

 く。

「はい。近頃、バルベールは我が国の国境線を
睨
 にら

 むようなかたちで軍団を配置し始めているのは知ってのとおりですが、ことは陸地ばかりで起きているわけではないようです。我が領からほどないバルベールの街で、大量の軍船が建造されているとの情報が入ってきました」

「む、軍船か。それほどに多いのか？」

「数もそうですが、大きさが今までのものとは段違いのようです。何でも、船が２階建てになっていて、こぎ手が上下２段になっている大型船を建造したとか」

　この世界で用いられている軍船は、２本のマストを備えた平べったい構造のガレー船が主流である。

　ガレー船とは、多人数でオールを漕いで舟を動かす軍船だ。

　戦い方は至極単純で、相手の軍船に接近して乗り込み、白兵戦で制圧するのだ。

　それ以外の戦法となると、弓矢やスリングなどの射撃武器を用いた遠距離攻撃のみとなる。

「こぎ手が二段の大型船……これまたやっかいなものを作ってきたな」

「前回の海戦は隣国クレイラッツの援軍もあって我々は善戦しましたが、このまま手をこまねいていては次は危ういかもしれません。我々にも大型船が必要です」

「うむ……すぐに取り掛からねばならないか」

　深刻な面持ちで
唸
 うな

 るエルミア国王に、ダイアスが
頷
 うなず

 く。

「はい。そこで、皆様に私からお願いがあります。海軍力増強のため、資材と資金を我が領に提供していただきたいのです」

「それならば王都に職人を集めて集中して取り掛かったほうがよかろう。フライス領は隣だし、物資の輸送も安く済む」

「それはそうですが、海戦の主戦場となるのはバルベールと国境を接している我がグレゴルン領です。造船設備を整えるにしろ、職人を育てるにしろ、我が領で行ったほうが適切でしょう」

「ふむ……」

　思案しているエルミア国王を一瞥すると、ダイアスはナルソンに顔を向けた。

「ナルソン殿、イステール領は優秀な職人を多数保有していると聞いているが、その者たちを貸してはいただけないだろうか？」

「確かに優秀な職人は多いが……海に面していない我が領は軍船の造船技術などほぼ
皆
 かい

 
無
 む

 だぞ。そんな者たちを貸したところで役には立たないと思うが」

「それはそうだが、腕のいい大工職人を使えばより
頑
 がん

 
丈
 じよう

 な船が作れるし、何より我が領としても手が足りないのだ。何とか頼まれてはくれないか」

「いや、そうは言ってもだな……今も受け入れ続けている移民に家も作らないとならないし、河川の治水工事やら古い建物の建て直しやらでこちらもいっぱいいっぱいなのだよ」

「むう、そうか……では、せめて毎年無償支援している食料をもっと減らせないだろうか」

「それなら協力できるだろう。後で試算しておくよ」

　ナルソンが
頷
 うなず

 いた時、部屋の扉がノックされた。

　扉が開き、緊張で
強
 こわ

 
張
 ば

 った顔をした
侍
 じ

 
女
 じよ

 が入ってきてふかぶかと頭を下げる。

「失礼いたします。宴の準備が整いましてございます」

「うむ。皆様、話の途中ですが、会場に参りましょう。続きはまた後ほど」

　

『年越しの宴』という何とも捻りのない名称をいつ誰が付けたのか、それは主催している本人たちも知らない永遠の謎である。

　国が興った時から行われているのか、はたまたこの国がまだ小さな部族の集まりだった頃から行われていたのかも定かではない。

　ともあれ、最初の目的はこうだったであろうことは、今に伝わっている宴の形式を見ればおのずと推測できる。

　とりあえず理由をつけて集まり、大騒ぎしながら酒を飲み、作れるだけのコネをこしらえて、あわよくば将来の伴侶と運命の出会いを果たすのだ。

「うう、めんどくさいなあ。休んじゃダメかなあ？」

　真紅のドレスに身を包み、リーゼは青銅の姿見の前で大きくため息をついた。

　そんな彼女の後ろから、エイラはドレスの最終チェックを行っている。
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「リーゼ様が欠席なんてしたら、来場された殿方が暴動を起こします。
諦
 あきら

 めて朝まで頑張ってきてください」

「暴動ってあんたね……ていうか、何で夕食時から朝日が昇るまでずっと宴会なんだろうね。いくらなんでも長すぎる気がするんだけど」

「そうですね……これは私の推測ですが、国が大きくなるにつれて宴会の規模が大きくなって、
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に要する時間が増えた結果、ずるずると延びていったのではないでしょうか」

「うわ、何かすごくそれっぽい。あと、朝までだったらその晩に仲良くなった男女が一夜をともにするのにもちょうどいい時間配分だよね」

「あー、それもありそうですね。朝チュンっていうやつですか」

「朝チュン？　なにそれ？」

　聞きなれない単語に、リーゼが鏡越しにエイラを見る。

「男女が一晩を共にした後、朝に鳥のさえずりを聞きながら目覚めること、とカズラ様がおっしゃっていました」

「……あんたたち、普段どんな話してるのよ。ていうか、いつの間にそんな話ができる仲になってたわけ？」

「い、いえ、たまたま立ち話をした時にそんな話になっただけですよ」

「たまたまの立ち話で下ネタにはならないでしょうが」

「え、ええと……」

　エイラが答えに窮していると、部屋の扉がノックされた。

　扉が開き、そろそろ開宴の
挨
 あい

 
拶
 さつ

 が始まってしまうので急いで欲しい、と顔をのぞかせた
侍
 じ

 
女
 じよ

 が焦り顔で言う。

「こ、こんな話をしている場合じゃないですよ！　早く行かないと！」

　エイラは慌てた様子でリーゼの背中を押し、扉へと急がせる。

「えー、何か消化不良だなあ……あ、カズラは今夜どうするか聞いてる？」

「しばらくしたら料理をつまみに行くとおっしゃってました。それ以外は自室にこもっていると」

「そっか。バレッタは？」

「特にうかがっておりません。ご自分の部屋か、カズラ様の部屋にいるのではないでしょうか」

「……エイラ、すぐにあの娘を見つけて、ドレス着せて会場まで引っ張ってきて。ドレスは私のを使っていいから」

「か、かしこまりました」

「ふう……よし、行ってくる」

　リーゼは両手でぺしっと顔を叩くと気合を入れ、戦地へ向けて足を踏み出した。





　

転章

　

　バルベール南西地域アルカディア国境、通称『骸の丘』。

「はえー、すっごい
砦
 とりで

 ですねぇ。これは大変そうですねぇ」

　ラタの上でカイレンの背にしがみつき、厚手の
外
 がい

 
套
 とう

 を纏った少女は感心した声を漏らした。

　歳は17
 なのだが、幼い顔付きと小柄な体格、そして本人の舌ったらずな口調のせいで、実年齢よりもかなり幼く見える。雪のように真っ白な肌と赤い
瞳
 ひとみ

 、そしてこれまた真っ白な長い髪が目を引く少女だ。

　視線の先には、緩やかな丘の上に鎮座する長大な石造りの防壁が広がっている。

「だろ？　ていうか、何カ月か前に受けた報告内容と実物が全然違うじゃねえか……いくら休戦中だからって、現地軍のやつら弛みすぎだろ……」

　ぱっと見ただけでも、受けていた報告よりも
砦
 とりで

 の工事はかなり進んでいるように見える。

　バルベール側の防壁はほぼ完成しているようで、高さも人の背丈の３倍は優にありそうだ。今もたくさんの人びとが、わらわらと防壁建築に精を出しているのが遠目にも見て取れる。

「どうだ、何とかなりそうか？」

「うーん、あの防壁をですかぁ。どうしましょうかねぇ……」

「頼むよ。お前だけが頼りなんだ。前に見せてくれたような攻撃兵器と似たようなのを作れば簡単だろ？」

　カイレンが少女を振り返って言うと、彼女は不満そうな顔をカイレンに向けた。

「お前、じゃないです。名前で呼んでください」

「す、すまん。フィレクシア、頼むよ」

　カイレンが名を呼ぶと、少女――フィレクシア――は満足そうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「んー、どうしましょうかねぇ。あの壁を何とかすればいいんですよね？」

「ああ。防壁さえ突破できれば、後はどうとでもなる。できれば５日くらいで突破したいな。あの
砦
 とりで

 さえ何とかしちまえば、敵の自信と戦意を粉々にすることができるはずだ」

「なるほどー。そのために５日間で、ですか。大変ですねぇ」

　まるで他人事のような言いかたに、カイレンは少し顔をしかめた。

「大変ですね、じゃなくてだな。できるかできないかを聞いてるんだ」

「できますよぉ。でも、大変だなって思って」

「む、５日で突破は難しいか？」

　カイレンの言葉に、フィレクシアは「いえいえ」、と首を振る。

「そうじゃなくて、壊した後の修復が大変だなって」

「お、じゃあ、できるんだな？」

「はい。できます」

　期待に目を輝かせるカイレンに、フィレクシアはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「防壁なんて、役に立たないような戦いになります。私に任せてくださいね」

　

「で、高熱を出して寝込んでしまったと？」

「あ、ああ。ちょっと長く外にいすぎたみたいでな……」

　その日の夜。カイレンは宿屋の一室で、目の前に仁王立ちするティティスに
睨
 にら

 まれていた。

　隣の寝室からは、時折フィレクシアのけほけほと咳き込む音が響いてくる。

「いったい何を考えているんですか？　女性をこっそり首都から呼び寄せて、私を差し置いてラタで遠乗りって何なんですか？　それに、まだ私たちは正式に異動が決まったわけではないのですよ？　街に着いたらすぐに現地軍に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしに行くって、私ちゃんと説明しましたよね？」

　ティティスは相当頭にきているのか、まくし立てる言葉の中に私情が見え隠れしてしまっている。カイレンは冷や汗を掻きながら、気まずそうに彼女の顔色を
窺
 うかが

 っている。

「いや、お前の言うことはもっともだ。でもな、どうしても一度彼女に現地を見てもらいたかったんだよ」

「それなら、どうして私に黙って出かけたんですか！　現地軍の将軍に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 もしないで勝手に半日以上も姿をくらませて！　どれだけ私がしんぱ……迷惑したと思ってるんですか!!
 」

「わ、悪い！　お前の言うとおりだ！　本当にすまなかった！　返す言葉もない！」

　これは何を言っても火に油だと、カイレンは謝り倒すことにした。

　ティティスは怒りが収まらないのか、軍規がどうだの私に黙って女の人とだのとまくしたてている。そうしていると、寝室へと繋がる扉ががちゃりと開いた。

「けほっ、けほっ……あ、あの、私が悪いんです。カイレン様を怒らないでください」

「こ、こら！　横になってないとダメだろ！」

　扉にもたれるようにして姿を見せたフィレクシアに、カイレンは慌てて駆け寄って身体を支えた。フィレクシアは高熱のためか顔は真っ赤で、今にも倒れそうなほどにふらついている。

　彼女はカイレンを見上げ、えへへ、と表情を緩めて
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「見てください、下書きができたんですよぉ。ほら……あ、れ？」

　抱えていた大きな皮紙を広げようとしてカイレンの手から離れた途端、フィレクシアはふらふらとよろめいた。とっさにカイレンがその手を掴んだが、彼女は足の力が抜けてその場に崩れ落ちる。

「お、おい！」

「……気絶してますね」

　目を回して気を失った彼女の額に手を当て、ティティスはげんなりした様子でため息をついた。

「はあ……彼女のことは私が見ておきます。カイレン様は現地軍へ
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に行って来てください」

「いや、このまま置いていくってのは……」

　渋るカイレンに、ティティスは鋭い視線を向けた。『不機嫌です』と顔に書いてあるような表情だ。

「高熱で気絶している彼女を引きずっていくつもりですか？　
挨
 あい

 
拶
 さつ

 の日程は引き延ばせませんよ？」

「……分かった。すぐに戻ってくるから、よろしく頼むぞ。医者でも
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 でも何でも呼んでいい。金はこれを使ってくれ」

　ずっしりとした布の小袋をテーブルに置き、カイレンは部屋を出て行った。

　ティティスはそれを見送り、もう一度深くため息をつく。

「いったい、どうしてそんなにこそこそするんだか。現地の偵察くらい堂々と行けばいいのに」

　ぶつぶつ文句を言いながら、フィレクシアを後ろから抱えるようにし、よっこらしょとベッドまで運んで引きずり上げた。毛布を掛け、床に転がった大きな皮紙を取りに戻る。

　何気なくそれを広げ、中に描かれているものにティティスは目を見張った。

「……え？」

　そこには、巨大な石弾をはるか遠方にまで投擲できる、大型の攻撃兵器が描かれていた。





　

番外編　匂いクラゲ騒動

　

　多くの人びとで賑わうイステリアの高級商業区画に、バレッタとマリーの姿があった。屋敷で使う食材や
消
 しよう

 
耗
 もう

 品を普段購入している店を、マリーが案内しているのだ。

「いつも贔屓にしている果物屋さんはこのお店です。購入の際は必ずこの専用の帳簿にお店のサインをもらってください。もし手持ちが足りない場合は、イステール家にツケというかたちで手形が必要で……」

　マリーはお仕事モードのキリッとした表情で、一つ一つ丁寧に買物の手順を説明していく。

　ちなみに、バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 直属の部下という扱いになっており、形式的にはイステール家に雇用されている状態だ。当然ながら給料も支払われることになっており、毎月それなりの額を受け取ることになっている。それに加えて、当座の支度金として２０００アル、ナルソンのポケットマネーから渡されていた。

　かくいう上司の
一
 かず

 
良
 ら

 は無給＆
 無休で働いているのだが、ナルソンとほぼ同列の発言力を保持しているため、イステール領のお金は使い放題である。とはいっても、今まで１アルたりとも私用に使ったことはないのだが。

「帳簿は
侍
 じ

 
女
 じよ

 長さんに提出すればいいのかな？」

「いえ、帳簿は財務担当官に月末に提出することになっています。数日後には帳簿は返却されますが、その間は専用の木板に記入して、帳簿が返ってきたらそれを書き写してからお店の人に確認のサインをもらって……」

　そんな話をしながら商業区画を巡り、実際に買物をしつつ店主にバレッタを紹介して回る。

　そして最後に、とある店の前にやってきたのだが、店の前には『準備中』と書かれた板が立てかけられていた。

　マリーは構わず、看板の横を通って店に入っていく。

　商品が並ぶ棚の間を抜けて奥へと進み、扉をコンコンと叩いた。

「クレア様、マリーです」

　少しの間を置いて、ギイッと扉が開き１人の老婦人が顔をのぞかせた。

「おや、マリーちゃんじゃないか。よく来た……」

「マリーさん！　いらっしゃい！」

　クレアの言葉をさえぎり、６歳くらいの女の子がクレアの脇の下あたりから顔をのぞかせた。

　クレアはその女の子を「こら！」と一喝する。

「勝手に出てくるんじゃないよ！　仕事に戻りな！」

「ごめんなさーい！」

　笑いながら奥へと走っていく女の子を見送り、クレアはやれやれとため息をついた。

「まったく、あんたが甘やかすうえに変なことを吹き込むから、あの娘たちが最近調子に乗ってきて困ってるんだよ。可愛がりたくなるのは分かるが、ほどほどにしといてくれないかい？」

「も、申しわけございません。私、そんなつもりじゃ……」

　マリーが慌てて頭を下げると、クレアはもう一度ため息をついてバレッタに目を向けた。

「その娘はあんたの連れかい？」

「はい。私と一緒にカズラ様のお世話をすることになった、バレッタ様です。本日はご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に伺いました」

　マリーに紹介され、バレッタがぺこりと頭を下げる。

「バレッタです。よろしくお願いします」

「ああ、よろしく。まあ、中に入りな。お茶でも出すよ」

　クレアはそう言うと、返事も聞かずに奥へと戻っていってしまった。

　２人も彼女の後に続き、中へと入る。

　奥の部屋に入ると、６人の女の子が
暖
 だん

 
炉
 ろ

 を囲むようにして床に座り、何やら作業をしていた。

　彼女たちの手元には、作りかけの革の手袋や木切れなど、いろいろなものがまとめて置かれている。

「マリーさん！　こんにちは！」

「いらっしゃーい！」

「皆さん、おひさしぶりです」

　マリーの顔を見て表情を綻ばせる彼女たちに、マリーもにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んで返事を返す。

　彼女たちはこの辺りの区画ではあまり目にしない簡素な服装をしており、歳も６歳くらいから10
 代半ばまでとバラバラだった。

　マリーに紹介されてバレッタがぺこりと頭を下げると、一番年上の少女が皆を一人ずつバレッタに紹介した。

「２人とも、そんなところに突っ立ってないで椅子に座りな。お前たちも休憩にしていいよ」

「はーい！」

「お茶飲んでいい？」

「クッキー食べたい！」

「お腹空いた！」

「ああもう！　お茶でもお菓子でも好きにしな！　まったく、あんたたち自分の立場を忘れてるんじゃないかい……」

　騒ぎ立てる少女たちにクレアは文句を言いながらも、木のトレーにお茶とお菓子を用意する。

「ほら、お前たちはこれと仕事道具を持って隣の部屋に行ってな。適度に休んだら、また仕事に戻るんだよ」

「「「はーい！」」」

　彼女たちはトレーを受け取ると、仕事道具を抱えてわいわい騒ぎながら部屋を出て行った。

「騒がしくてすまないね。最近はいつもこんな調子なんだよ」

「あの、彼女たちは従業員なんですか？」

　少女たちの出て行った扉から目を戻して、バレッタが問う。

「従業員とは少し違うかもしれないが、似たようなものだね。一応、給料も出してるし」

「彼女たちは、クレア様が街の孤児院から通わせているんです」

　その言葉に、バレッタはマリーに顔を向ける。

「彼女たちをお店で雇って、
裁
 さい

 
縫
 ほう

 や家具の作り方、井戸屋さんに売れる石の見分け方や商人との取引の仕方など、いろいろなことを教えて手に職をつけさせてあげているんです。クレア様は、とても優しいおかたです」

「やめとくれ、そんな高尚なものじゃないよ。気に入った娘しか雇ってないし、ただの年寄りの暇つぶしさ」

　
微
 ほほ

 
笑
 え

 みながら言うマリーとは対照的に、クレアは不機嫌そうな顔付きだ。

「あんたがそういうことをあの娘たちに吹き込むから、最近じゃ私を怖がるどころか纏わりついてきちまって、やりにくいったらないよ。せっかく今まで上手くやってたのに……」

「クレアー！　いるー？」

　その時、店の入口から大きな呼び声が響いてきた。

「はぁ、またお客かい。ちょっと待ってておくれ」

　クレアが出て行った扉を、マリーは苦笑しつつ見つめる。

　バレッタが
戸
 と

 
惑
 まど

 った顔をしていると、それに気づいたマリーが困ったように
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「えっと、前にクレア様とお話をした時に、どうしてその若さで
侍
 じ

 
女
 じよ

 なんてしてるのかと聞かれたことがあったんです。それで今までの経緯をお話ししたところ、クレア様ご自身の身の上話と、彼女たちをここで働かせることになった経緯を話してくださって……」

　以前、マリーはクレアに問われるがままに自身の身の上話をしたことがあったのだが、前の主人とその
奴
 ど

 
隷
 れい

 との間の子どもであるといった過去をすべて包み隠さず話した。クレアは悪いことを聞いてしまったと思ったのか、代わりにとでもいうかのように、自分の生い立ちもすべてマリーに話して聞かせたのだった。

　その後日、マリーがお使いでこの店に立ち寄った際に、先ほどの少女たちが半泣き状態で店番をしていたことがあった。

　どうしたのかと話を聞くと、何やら仕事を失敗して店に損害を出してしまい、そのせいで大目玉を食らったうえに給料も減額されてしまったとのことだった。

　毎日毎日きつい言葉を浴びせられながら安い賃金で朝から晩まで働かされて、もう嫌だとその場で全員が泣き出してしまった。

　そこで、マリーはつい我慢できずに、クレアが彼女たちと同じ孤児だったこと。物乞い、スリ、
泥
 どろ

 
棒
 ぼう

 、売春など、生きていくために何でもやってきたこと。彼女たちがそうならないように、孤児院を出た後でも１人で生きていけるように、あえて懐かれないように厳しく接し、いろいろと仕事を教えて手に職を付けさせているといったことを、すべて話してしまったのだ。

　その時から彼女たちのクレアを見る目は一気に変わり、クレアがいくらきつく接しても懐いて
傍
 そば

 を離れないようになってしまった。

「クレア様はあのようにおっしゃっていましたが、クレア様も彼女たちも、私には今のほうが幸せそうに見えます。やっぱり、思っているだけじゃなくて言葉にして伝えたほうがいいこともあると思います」

　マリーがそう言った時、扉が開いてクレアが戻ってきた。

　そして彼女に続き、見知った２人がその後ろから姿を現した。

「あれ？　バレッタとマリーじゃない。どうしたのこんなところで」

　予期せぬ顔ぶれに、きょとんとした声を漏らすリーゼ。その後ろでは、エイラも驚いたような顔をしている。

　バレッタたちが慌てて立ち上がろうとすると、リーゼは「いいって」とそれを押しとどめた。

「この娘さんがこれからうちに使いに来ることになるっていうんで、
挨
 あい

 
拶
 さつ

 に来てくれてたんだよ。せっかくだからお茶でも飲んでいけって話になってね」

「へえ、そうだったんだ。じゃあさ、バレッタたちもついでに見ていけば？　今日は珍しい物があるって話だしさ」

「珍しい物……ですか？」

　なんだろう、といった顔をしているバレッタに、リーゼは「うん」と
頷
 うなず

 く。

「滅多にお目にかかれないすごいものが手に入ったっていうから、それを見に来たの。だよね、クレア？」

「ああ、そうだよ。大粒の透き通った色付き
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 と同等とまではいかないが、負けない価値のある品物だよ。まあ、２人とも椅子に座りな」

　クレアはリーゼとエイラを席に着かせると、背後の棚から木箱を取り出した。

　テーブルの真ん中にそれを置き、フタを開ける。

　中には、子どもの拳ほどの大きさの、黄色がかった灰色をした石のような物体が置かれていた。

「……なにこれ？」

　怪訝そうにそれを見つめるリーゼに、クレアは、ふふん、と得意げに鼻を鳴らした。

「〝匂いクラゲ〟だ。聞いたことくらいあるだろう？　ちょいと小ぶりだがね」

「「えっ!?
 」」

　驚いた声を上げるリーゼとエイラ。対して、バレッタとマリーは何のことか分からず、２人して頭に疑問符を浮かべている。そんな２人を見て、クレアはそれを箱から取り出した。

「匂いクラゲっていうのはね、独特な匂いのする、水に浮かぶ鉱石のことさ。何年かに一度くらいの割合で、海を
漂
 ただよ

 っていたり砂浜に打ち上げられていたりしているものが見つかることがあるんだよ。水面に浮かんでいる時の見た目がクラゲそっくりだから、〝匂いクラゲ〟って呼ばれてるんだ」

「……『焼いた香りはどんな人間もイチコロの媚薬であり、
煎
 せん

 じて飲めば万病に効く万能薬』、だよね？」

　付け加えるようにリーゼが言うと、クレアは「そうだ」と
頷
 うなず

 いた。

「まあ、万能薬ってのはどうもデマらしいが、強力な媚薬っていうのはまんざら嘘でもないよ。私も若い頃に貴族のボンボンに付き合わされて一度だけ使ったことがあるが、この香りを嗅ぐと頭がぼうっとしてきて、身体がじわじわと熱を持って……」

「買うわ。それ、いくらなの？」

　クレアの
台詞
 せりふ

 を食い気味に、リーゼがずい、と身を乗り出した。

　言った後で一瞬バレッタに目を向けたが、すぐにクレアに視線を戻す。

「おや、嬢ちゃんずいぶんと乗り気じゃないか。あの兄ちゃんに使うのかい？」

「そんなことどうだっていいでしょ。いくらなの？」

「20
 万アルって言いたいところだが、大まけにまけて19
 万８０００アルでどうだい？」

「じゅうきゅ……え？」

　あまりにもな金額に、クレア以外の全員がぎょっとした表情になった。

　ちなみに、19
 万８０００アルという金額はマリーの給料16
 年６カ月分に相当する。

「い、いくらなんでもそれは高すぎでしょ。前にカズラが持ってきたっていうピンク色の
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 の６倍近い値段って何なのよ」

「別にふっかけた値段じゃないよ。それに、こいつは正規のルートから真っ当な手順を踏んで手に入れた品物なんだ。
闇
 やみ

 市で出回る品みたいに、いわく付き扱いで買い叩かれた値段じゃない。金に糸目を付けずに欲しがるやつだってごまんといるくらいだし、値が張るのは当たり前だろ」

「うー……」

　リーゼはしばらく
唸
 うな

 った後、上目遣いでクレアを見た。

「１００分の１くらいに切り分けて売ってくれない？」

「何でわざわざ商品価値を暴落させるようなことをしなきゃならないんだい。肉の
塊
 かたまり

 を切り売りするのとはわけが違うんだよ」

「うう……でも、19
 万８０００アルっていうのは……エイラ、貯金いくらある？　いくらか貸してくれない？」

「だ、ダメですよ！　王都の学校に通っている弟たちの授業料と生活費の仕送りもありますし、来年の春から美容師になる２番目の妹と調理人になったばかりの末妹に道具も買ってあげないといけないんです！　しかも、この間中心街に新しい家を買って両親にプレゼントしたばかりで家具もそろえないといけないですし、その新居の分割返済金も15
 年分あるんですよ!?
 」

「そ、そこをなんとかお願い！　その新居を抵当に入れて、銀行からいくらかお金を……」

「ダメに決まってますよね!?
 　というか、自分の従者の土地を抵当にっておかしいですよね!?
 」

　リーゼとエイラがそんなやり取りをしていると、匂いクラゲを怪訝そうな顔で見つめているバレッタにクレアが気づいた。

「ん、どうしたんだい、そんなに見つめて。何かおかしなところでもあるのかい？」

「えっと……これって、本当に本物なんですか？」

　その
台詞
 せりふ

 に、皆の視線がバレッタに集まる。

「……そりゃどういう意味だい？　私が偽物を売りつけようとしているとでもいうのかい？」

「いえ、そういうことでは……ただ、この
塊
 かたまり

 を見せられて『匂いクラゲだ』って言われても、私たちじゃ本物なのかそうでないのか判別が付かないじゃないですか。なので、少し試させていただければなと思って」

「試すったって、どうするつもりだい？　まさかこいつを直接焼いて、匂いを嗅がせろなんていうんじゃないだろうね？」

「ダメですか？」

「ダメに決まってるだろ。火をかけるとそこが変色して、中古品扱いになって価値が下がっちまう。こいつを持ってるっていうだけで、それだけの財力とツテを持っているっていう一種のステータスにもなるんだよ。中古品じゃ、そのステータスも半減さ」

「でもそれなら、海でこれを見つけた人は、どうやって『匂いクラゲ』だって判別するんですか？」

「そりゃあ、熱した針を刺してから引き抜いて、そこにまとわり付いたものに火を……お、おい、まさかお前さん、それをやらせろっていうんじゃないだろうね？」

「やらせてくれないんですか？」

　焦り顔で言うクレアに、バレッタは何がいけないのか、といった口調で、真顔で問いかける。

「いや、それは……」

「ダメ、ってことはないですよね？　１００アル２００アルの品物ならともかく、こんなに高額なものを本物かどうかすら判別させてもらえないなんて、買う買わないの話以前の問題ですよ？」

「……分かったよ。今、針を持ってきてやるから」

「あ、待ってください。針もこっちで用意したものを使います」

　バレッタがそう言うと、クレアはあからさまに顔をしかめた。

「私が何か細工した針を出すとでもいうのかい？」

「そういうわけではありませんが、どうせやるならお互い納得したやり方のほうがいいじゃないですか」

　２人のやり取りを、他の３人ははらはらとした様子で見守っている。

　クレアは「ほう」と感心した声を漏らすと、にやりと笑みを浮かべた。

「確かに筋は通ってるね。お前さん、気に入ったよ」

「ありがとうございます。それで、試してもいいんですか？」

「ああ、好きにしな。ただし、あんまり大穴開けるんじゃないよ」

「分かりました」

　バレッタは
頷
 うなず

 くと、きょろきょろと周囲を見渡した。そして、マリーの髪に付いている銅のヘアピンに目を留める。

「マリーちゃん、そのヘアピンって大切なもの？」

「いえ、そういうわけでは。前のお屋敷で貰った余り物です」

「じゃあ、もしよかったら私に貰えないかな？　帰りに代わりのものを買って返すから」

「あ、はい。いいですよ」

　マリーがヘアピンを外してバレッタに手渡すと、バレッタはそれを指で曲げ、一直線にした。

　
暖
 だん

 
炉
 ろ

 の前に行き、火かき棒で燃えている薪を引っ張り出して、服の
袖
 そで

 でつまんだヘアピンをその上で炙る。それを持ってテーブルに戻ると、クレアが匂いクラゲを差し出した。

「どこに刺せばいいですか？」

「底面のこのあたりにしておくれ。前に刺した針の穴が開いてるだろ」

　バレッタは
頷
 うなず

 くと、そこに焼けたヘアピンを深々と刺し込んだ。

「こ、こら！　そんなに深く刺すんじゃないよ！　ほんの少し刺せばいいんだよ！」

「あっ、ごめんなさい！」

　謝りながら、ヘアピンをゆっくりと引き抜く。そこには、黒い樹脂のようなものがべったりとへばりついていた。

「あーあー、こんなに大穴開けちまって……何が『分かりました』だよ。全然分かってないじゃないか」

「す、すみません。思ったよりも軟らかくて、つい……」

　クレアは匂いクラゲに開いてしまった大穴を見てげんなりした顔をすると、バレッタたちに目を向けた。

「やるなら窓を開けて、そこから顔を出して１人でやるんだよ。この歳になって発情なんて、私はごめんだからね。それで、誰がやるんだい？」

　クレアの
台詞
 せりふ

 に、なぜかその場にいる全員がエイラに目を向けた。

「ど、どうして皆して私を見るんですか!?
 　私、関係なくないですか!?
 」

「えっと……一番年上だから？」

「年齢関係ないですよね!?
 　欲しがっているのはリーゼ様なんですし、リーゼ様が試してみればいいじゃないですか！」

「あー、えっと……ほら、もし毒だったら大変じゃない？　こういうのって、主人より先に従者が試すのが当たり前だと思うんだけど」

「う……で、でも……」

　リーゼの指摘にエイラが言葉を詰まらせていると、マリーがおずおずと手を挙げた。

「あ、あの、それなら私が……」

「あんた、確か13
 歳だろ？　初潮は来たのかい？」

「ま、まだです」

「じゃあダメだ。初潮前の女がこれを使うと、効きすぎて錯乱することがあるらしいんだ。やめといたほうがいい」

　クレアがそう言うと、再び全員の視線がエイラに集まった。

「うう……分かりましたよ……」

　エイラは半泣きになりながらもバレッタからヘアピンを受け取ると、壁際に寄って窓を開けた。クレアは近場にあった陶器の皿に燃えている木片を載せ、エイラに手渡した。

「いいかい、本当は部屋に匂いを充満させて使うものなんだが、今回は窓の外でやってもらうよ。香りが拡散しちまうから、炙って出た煙を直接鼻で吸いな。何回か深く吸い込んだら、嗅ぐのを止めるんだよ」

「はい……」

　エイラは窓から外に上半身を出すと、木片の小さな炎でヘアピンを炙った。

　ゆらゆらと、一筋の白く細い煙が薄っすらと立ち上る。同時に、しっとりとしたなかにも凛として落ち着きのある甘く芳しい香りが、エイラの鼻腔をくすぐった。どこか懐かしく、幸福感すら覚える心地良い香りだ。エイラは先ほどまでの陰鬱な気持ちも忘れて、肺いっぱいにその煙を吸い込んだ。

「……エイラ、どう？」

　窓から上体を出し、黙々とスーハースーハーしているエイラの後ろ姿に、リーゼが心配そうに声をかける。

「すごく……いい香りです……」

　その何とも気持ちよさげな恍惚とした声に、見守っている４人は顔を見合わせた。

「身体に何か変化はあるかい？」

「いえ……まだ何とも……もう少し待ってください……」

「……何か、ちょっと危なそうじゃない？」

　しばらくの沈黙の後でリーゼがそう言うと、バレッタがさっとエイラに歩み寄ってヘアピンを取り上げた。すぐにハンカチでそれを包み、煙を止める。

「エイラさん、大丈夫ですか？」

「あっ、はい。大丈夫ですよ？」

　エイラははっとしたような顔でバレッタを見ると、満足そうににっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「すごく、いい香りでした。何だか元気になった気がします」

「元気に……ですか。ほかに体調に変化はないんですか？」

　バレッタの問いに、エイラは「んー」と少し考える。

「……特に何もないように思えます。ムラムラするとか、そういった感覚はないですね」

「なにそれ!?
 　ただの
香
 こう

 
木
 ぼく

 みたいなものってこと!?
 」

「は、はい。今のところはそうとしか……」

「ちょっと、クレア……」

　リーゼがクレアをじろりと
睨
 にら

 むと、クレアは慌てた様子で口を開いた。

「いや、普通は香りを嗅いでしばらくしてから効果が出るんだよ。今回は煙を直で吸ったから、すぐに効果が出るかもと思ったんだがね。少し様子を見ようじゃないか」

「んー、そっか。分かった」

「あっ、エイラさん、鼻に
煤
 すす

 が付いてますよ」

　バレッタはそう言うと、いつの間にか取り出していた別のハンカチでエイラの鼻を
拭
 ふ

 いた。

「バ、バレッタ様、自分で
拭
 ふ

 きますので」

「いえ、すぐに落ちますから、じっとしててください……あれ、なかなか取れないな……」

　10
 秒近くもごしごしとエイラの鼻を
拭
 ふ

 き、バレッタはようやく手を下ろした。

「はい、落ちました」

「ありがとうございます。そのハンカチ、とてもいい香りがするんですね」

「え、ええ、まあ。あはは」

　バレッタは
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すように笑うと、ハンカチをポケットにねじ込んだ。

　

　それから約30
 分後。

「エイラちゃん、どうだい？　そろそろ何か感じてこないかい？」

　クレアの問いに、エイラはお茶を飲んでいた手を止めて困ったように苦笑した。

「いえ、特に何もありません」

「む……こう、身体が熱くなってきたり、気分が高揚してきたりとかは？」

「そういったことも特には……」

　それを聞き、リーゼは「あーあ」と気の抜けた声を漏らしてテーブルに突っ伏した。

「なーんだ、イチコロの媚薬っていうのもデマだったんじゃん。期待して損した」

「い、いや、イチコロってのはさすがに大げさだとは思うがね、まったく効かないってことは……あれだけしっかり香りを嗅げば、少しくらい効果が出てもおかしくないと思うんだが……」

「でも、実際効いてないじゃん」

「そ、それはそうだけどさ……ううむ、直吸いのほうが効きはいいはずなんだけどね……」

「効能の話自体が全部デマなんじゃないの？　実際にそれを使うのって、大金出して買ったお金持ちだけなんだしさ。それに、使ってみたけど全然効きませんでした、なんて言ったら偽物掴まされたって恥を
晒
 さら

 すことになるわけでしょ？　自分の目利きのダメさを宣伝するようなこと、これを買って他人に自慢するような人たちがするわけないじゃん。きっと、そういうことなんだよ」

　リーゼの指摘に、クレアは「むう」と難しそうな顔になった。

「うーん、そんなことはないと思うんだが……私が使った時は確かに……」

「あの、リーゼ様、私たちは食事の仕度があるので、そろそろ屋敷に戻らせていただきますね」

　バレッタがそう言うと、皆は天井近くにある採光用の格子窓に目を向けた。

　やや日が落ちてきているようで、外は薄暗くなっている。

「ん、分かった。エイラ、私たちも帰ろっか。クレア、また何か珍しい物が入ったら教えてね」

「ああ、気をつけて帰りな。……ううむ」

　首を傾げるクレアを残し、４人は店を後にした。

　

「ねえ、バレッタ」

「はい？」

　クレアの店を出てすぐ、リーゼがバレッタに声をかけた。

「あのさ……さっきはありがと。効能が本当かどうかも確認しないで、すごい借金してまで買っちゃうところだった」

　少し気まずそうに目を泳がせながらリーゼが言うと、バレッタはにっこりと
微
 ほほ

 
笑
 え

 んだ。

「いえ、お役に立ててよかったです。危なかったですね」

「うん……でも、どうして助けてくれたの？　私が匂いクラゲをカズラに使おうとしてることは分かってたでしょ？」

「え、えっと……嗅がせるだけで相手をその気にさせるなんて、そんな都合のいい薬があるわけがないって思って。値段も常識はずれな額でしたし、怪しいんじゃないかなって」

　バレッタが言うと、リーゼは少しの間黙り、「うん」と
頷
 うなず

 いた。

「……そうだよね。そんな都合のいい薬があるわけないよね。もしあったとしても、そんなものに頼っちゃダメだよね」

「……ハイ」

「私、またカズラに
酷
 ひど

 いことするところだったよ。止めてくれてありがとう」

「いえ……お気になさらず……」

　先ほどのリーゼのように気まずそうに目を泳がせて答えるバレッタに、リーゼは小首を傾げるのだった。

　

　その日の夜。

「……えへへ」

　マリーは自室の鏡台の前で、青銅の鏡に映る自分の姿を見て嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 んでいた。

　その髪には、帰りがけにバレッタに買ってもらった、貝のワンポイントが付いた花びら型の銀のヘアピン（１６０アル）が揺れていた。ヘアピンは
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りに照らされて、きらきらと虹色に輝いている。

　――やっぱり、もう一度お礼を言いたいな。お風呂に行く前に言ってこようかな。

　店でヘアピンを買ってもらった時にも何度も礼を言ったのだが、寝支度をする前にもう一度言いに行くことにした。

　部屋を出て、トコトコと夜の廊下を歩く。途中途中で会う夜勤の警備兵や
侍
 じ

 
女
 じよ

 たちは、皆がマリーのヘアピンに気づくと「かわいい！」と
褒
 ほ

 めてくれた。

　上機嫌で廊下を進み、４階のバレッタの部屋の前までやってきた。コンコン、と控えめにノックをするが、中から返事は返ってこない。

　まだ一階の仕事部屋にいるのだろうかと、
踵
 きびす

 を返しかけた時。部屋の中から、パチン、と何かが
爆
 は

 ぜる音が聞こえた。

　もう一度、扉をノックする。だが、やはり返事は返ってこない。

「誰か……いるんですか？」

　もしや
泥
 どろ

 
棒
 ぼう

 、と物騒な予感が頭を過り、マリーはドアノブに手をかけた。

　ぐっと、ノブを捻る。すると、鍵は開いていた。

「マリーさん？」

「うひゃあ!?
 」

　突然背後から声をかけられ、マリーは飛び上がらんばかりに驚いてその場にへたり込んだ。

　振り返ると、そこには驚いた顔の
一
 かず

 
良
 ら

 が立っていた。

「ちょ、大丈夫ですか!?
 」

「か、カズラ様……」

　マリーは慌てて立ち上がろうとするが、足に力が入らない。

　どうやら、あまりにも驚いたために腰が抜けてしまったようだ。

「す、すみません。驚かすつもりはなかったんですが……あの、立てます？」

「も、申しわけございません……腰が抜けてしまって……」

「うへ、マジですか……えっと、ちょっと失礼しますね」

「えっ、あ、あの……あ、あわわ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はマリーの肩を抱くと膝裏に手を差し入れ、お姫様抱っこをした。

　半開きになった部屋の扉を足で開き、中に入る。

「ん？　これは精油……あ、
香
 こう

 
木
 ぼく

 か。いい匂いだな」

　壁際の鏡台には小皿が置かれており、中の
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 で何かが炙られ、薄っすらと細い煙が立ち上っていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は嗅いだことのない甘い香りに鼻をひくつかせながら、部屋の扉を閉める。

　マリーをそっと丸テーブルの椅子に座らせ、自身も対面の椅子に座った。

「ここで座って休んで待っていましょう。マリーさんもバレッタさんに用があるんですよね？」

「はっ、はい！　もう一度ヘアピンのお礼を言おうと思いまして！」

　
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 して言うマリーに、
一
 かず

 
良
 ら

 は、ああ、とマリーの頭に目を向けた。

　壁の
燭
 しよく

 
台
 だい

 の炎の灯りを反射して、花びらの形のヘアピンがきらきらと輝いている。

「それ、かわいいですよね。どこのお店で買ったんですか？」

「はい！　西の第３中央商業区画にある、『ピエージェ』というお店で買っていただきました！」

「あ、いや、そんなに硬くならないで。もっと肩の力を抜いてもらっていいんで」

「はいっ！」

　まるで新卒の採用面接のように、背筋を伸ばしてハキハキと答えるマリー。

　最近ようやく肩の力が抜けてきたと感じていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、また元に戻ってしまったと苦笑した。

「へえ、こんなお
洒落
 しやれ

 なものを売ってるお店があるんですね。ヘアピンをたくさん取り扱っているお店だったんですか？」

「はい！　ヘアピンだけでなく、帽子やカチューシャなど、いろいろと置いてありました！」

「ああ、頭の装飾品を扱ってるお店だったんですね。大きな店なんですか？」

「いえ！　個人経営の小さなお店でして！」

　そのまましばらく面接のようなやり取りをしているうちに、段々とマリーの話し方や態度から硬さが取れてきた。だが、それに比例するように、今度はそわそわと視線を泳がせたり、もじもじと小さく身体をよじるようになってきた。

「……あの、どうかしましたか？　もしかして、体調悪かったりします？」

「い、いえ……そんなことはない……です」

「そうですか？　……それにしても、バレッタさん遅いですね。少ししたら行くから部屋で待ってて欲しいって言ってたけど、何かあったのかな……ちょっと探しに行ってきますね」

「わ、私も行き……あうっ！」

「えっ!?
 　だ、大丈夫ですか!?
 」

　立ち上がろうとしてそのまま床に倒れ込んだマリーに、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌てて駆け寄った。

　抱き起こそうと肩を抱いた時、その身体が異常に熱を帯びていることに気づいてぎょっとした。
燭
 しよく

 
台
 だい

 の灯りでは薄暗くてよく分からなかったのだが、マリーの顔はのぼせたように真っ赤になっていた。呼吸は荒く、
瞳
 ひとみ

 は
潤
 うる

 んで焦点が定まっていない。

「うわっ！　顔が真っ赤じゃないですか！　すごい熱ですよ!?
 」

「カズラ……様……身体、が……」

　朦朧としているマリーを抱きかかえ、バレッタのベッドへと運んでそっと横たえる。

「ちょっと待っててください。すぐに薬を持ってきますから」

　そう言って扉へ向かおうとすると、その手首をマリーがぎゅっと掴んだ。

「ん？　どうし……いだだだ!?
 」

「行かない……で……」

「わ、分かった！　分かりましたから離しいだだだ!?
 　折れる！　折れちゃうから!!
 」

　とんでもない力で手首を握られて悶絶する
一
 かず

 
良
 ら

 の
襟
 えり

 首を、マリーはもう片方の手でがしっと掴んだ。ぐいっと思い切り引き寄せ、
一
 かず

 
良
 ら

 の頭を胸に抱きかかえるようにしてぎゅっと抱き締める。

「何……を……くる……しっ……！」

「やだ……行っちゃ、やだ。置いていっちゃ、やだ……」

　マリーは涙声でそうつぶやきながら、両腕にさらに力を込めた。

「わかっ……離しっ……」

　頭はすさまじい力でがっちりとロックされており、いくらもがいても外すことができない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はマリーの胸に顔を押し付けられながら、呼吸困難で意識が
朦
 もう

 
朧
 ろう

 とし始めた。

　

「……うー。そろそろ、行かなきゃ」

　月明かりに照らされる屋上で、バレッタは檻の中の熊のように同じ場所をぐるぐると歩き回っていた。冬の冷たい空気に
晒
 さら

 されているはずなのに、これから自分がやろうとしていることを考えると、顔がカーッと熱くなってくる。

　やはり、こんなやりかたは間違っているのではないか、といった考えが頭をもたげるが、それを必死で振り払う。

　昼間に匂いクラゲを見た時のリーゼの発言を考えれば、正々堂々などと甘っちょろいことを言っている余裕はないはずだ。第一、すでに自分は作戦を実行に移してしまっている。

　ライバルが油断している今が、絶好のチャンスなのだ。

　あのヘアピンにこびりつけて持ち帰った匂いクラゲの香りが
一
 かず

 
良
 ら

 にどれほど効くかは未知数だが、まったく無意味ということはないだろう。少なくとも、自分の決意の後押しにはなっている。

「ニィナ、私、やるよ。今度こそ頑張るよ」

　遠い場所にいる親友に宣言し、ポケットから取り出したハンカチを口に当てた。

　ハンカチには、非常に優れた
鎮
 ちん

 
静
 せい

 効果を持つサンダルウッドの精油がたっぷりと染みこませてある。前回使ったクラリセージとは違って眠気は誘発しないので、ことを成す前に眠ってしまうといったことにはならないはずだ。万が一、匂いクラゲの効果が自分には強すぎたとしても、精油の力で意識はしっかりと保っていられるに違いない。

　バレッタは何度か深呼吸をすると、ハンカチをポケットにねじ込んだ。

　頭はスーっと落ち着きを取り戻し、先ほどまでの緊張は嘘のように消えている。

「……よし」

　小さくつぶやき、屋上を出て階段を下る。

　１分ほどで自室の前にたどり着き、ドアノブを回してゆっくりと扉を開いた。

「カズラさん、お待たせしました……」

　気恥ずかしさを隠すように、バレッタはうつむいたまま部屋に入って後ろ手に扉を閉めた。

　そっと顔を上げ、そこに
一
 かず

 
良
 ら

 がいないことに気づき、「あれ？」と部屋を見渡す。

　すると、ベッドの上で何かがもぞもぞと動いていることに気がついた。

「そこで何を……えっ!?
 」

「やだ……どこにも行っちゃ、やだ……」

　そこには、泣きじゃくりながら両腕で
一
 かず

 
良
 ら

 の頭を抱き締めるマリーの姿があった。
一
 かず

 
良
 ら

 は今にも力尽きそうな動きで、うねうねと日光に
晒
 さら

 されたミミズのようにもがいている。

　バレッタはマリーに駆け寄ると、その腕を掴んで無理矢理引き
剥
 は

 がした。

「っ！　かひゅっ！　はあっ！　はあっ！」

「やだぁ！　行っちゃやだぁ!!
 」

「マリーちゃん落ち着いて！　カズラさんっ！　大丈夫ですか!?
 」

「げほっ！　げほっ！　……あ、危ねえ、本気で死ぬかと思った」

　バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 に再び掴みかかろうとするマリーを羽交い絞めにしながら、ポケットから先ほどのハンカチを取り出した。それでマリーの鼻と口を押さえてしばらくすると、マリーの
瞳
 ひとみ

 に光が戻った。

「……あ、あれ？　私、お母さんと……」

「大丈夫？　私のこと分かる？」

「は、はい……じゃあ、さっきのは夢……？　あ、そうだ、私、バレッタ様にヘアピンのお礼をと思って、それで……」

　マリーはそこまで言うと押し黙り、サーッと顔を青ざめて小刻みに震え始めた。

　どうやら、錯乱していた時にしでかしたことを覚えてはいるらしい。

「か、カズラ様！　もも申しわけございません！　私、そんなつもりでは！」

「な、何が何だかよく分かりませんが、とりあえず落ち着いてください。いったい何がどうしたっていうんですか？」

　マリーは涙目でペコペコと頭を下げ、
一
 かず

 
良
 ら

 は状況が理解できずにその場にへたり込んでいる。

　バレッタはすぐさま窓に駆け寄り、全開にした。冷たい風が部屋の中に吹き込み、中にこもっていた甘い香りを
綺
 き

 
麗
 れい

 に洗い流す。

「ごめんなさい、私のせいです。珍しい
香
 こう

 
木
 ぼく

 が手に入ったので、それを部屋で
焚
 た

 いていたんです。たぶんマリーちゃんがおかしくなったのはそのせいで……こんなことになるなんて思ってなくて……本当にごめんなさい」

　バレッタが伏し目がちにそう言うと、マリーはそれで顛末を察したのか驚いた顔をバレッタに向けた。
一
 かず

 
良
 ら

 はまた違った意味で驚いた顔をバレッタに向けている。

「ま、マジですか。それ、
香
 こう

 
木
 ぼく

 っていうより危ない薬か何かなんじゃないですか？　ちゃんと効能調べました？」

「い、一応は確認したんですが……マリーちゃん、本当にごめんね……」

「いえ、私は大丈夫ですので……えっと、私はこれで失礼いたします」

　そう言ってマリーは立ち上がろうとするが、またよろよろとその場にへたり込んでしまった。

　まったく足に踏ん張りが利かない様子だ。

「ありゃ、足にきちゃってますね。部屋まで送っていきますよ」

「い、いえ！　壁に手を付いていけば歩けますので！」

　マリーは慌てて、ベッドに手を付きながら立ち上がろうとした。だが、足がプルプルと震えてしまい、生まれたての小鹿のようになっていた。

「いや、どう見ても無理でしょ、それ……俺がおんぶしていきますよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は立ち上がると、マリーに背中を向けてしゃがみ込んだ。

「ほら、乗ってください」

「い、いいいえ！　カズラ様にそのようなことをしていただくわけには！」

「いいから早く乗りなさい」

「は、はい」

　ぴしゃりと言い切られ、マリーはちらちらとバレッタを気にしつつも
一
 かず

 
良
 ら

 の背におぶさった。

「俺はこのまま、マリーさんを送ったら部屋に帰りますね。今日はもう遅くなっちゃいましたし、話はまた明日でもいいですか？」

「はい……本当にごめんなさい……」

　しゅんとした様子で謝るバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑を向けた。

「わざとじゃないんですし、そんなにしょげ返らないでください。ただ、次から
香
 こう

 
木
 ぼく

 はよく調べてから買ってくださいね。中にはこういう危ないものもあると思いますから」

「うう……はい……」

　しゅんとするバレッタの頭をぽんぽんと
撫
 な

 で、
一
 かず

 
良
 ら

 はよっこらしょと立ち上がるのだった。

　

「しかし、散々な目に
遭
 あ

 いましたね。気分は大丈夫ですか？」

「はい、今のところは……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の背に揺られながら、マリーは恥ずかしそうに小声で答えた。

　両腕をしっかりと
一
 かず

 
良
 ら

 の首に絡め、その広い背中にしがみつく。

　こうしていると、どこか懐かしい思いで胸が満たされていくように感じられた。

「念のため、部屋に戻ったらしばらくは窓を開けて、新鮮な空気を吸うようにしてください。もし少しでも気分が悪く感じたら、すぐに人を呼んで俺に知らせてください。すっ飛んで行きますから」

「はい、ありがとうございます」

　その温もりをもっと強く感じようとするかのごとく、マリーの腕にわずかに力が入る。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は少し息苦しく感じたが、何も言わずにそのまま黙って歩を進めた。

　廊下を進み、マリーの部屋の前にたどり着く。
一
 かず

 
良
 ら

 はしゃがんで、マリーをそっと降ろした。

「よし、着きました。歩けます？」

「はい……」

　マリーは名残惜しそうに絡めていた手を解くと、ふらつきながらも何とかその場に立った。

　ゆっくりとなら、歩くこともできそうだ。

「ん、大丈夫そうですね。今日はこのままゆっくり休んで、明日も念のため１日お休みを取ってください。
侍
 じ

 
女
 じよ

 長さんには俺から伝えておくんで」

「えっ！　だ、大丈夫です！　ちゃんと普段どおりに働けますので！」

　慌てた様子で辞退を申し出るマリーの頭を、
一
 かず

 
良
 ら

 はよしよしと
撫
 な

 でた。

「あ……」

「いつも休みなしで一生懸命やってくれてるんですし、たまにはゆっくり休んでください。身体が大丈夫そうなら、遊びに出かけても構いませんから」

「……はい」

　マリーが
頷
 うなず

 くと、
一
 かず

 
良
 ら

 はその頭から手を退けた。

　その手を、マリーはとっさに両手で掴んだ。それは、無意識のうちにとってしまった行動だった。

「ん？」

「あっ、も、申しわけございません！」

　マリーは慌てて手を離し、頭を下げる。
一
 かず

 
良
 ら

 は数秒考え、「そうだ」と手を打った。

「もしよかったら、寝る前に少し付き合いませんか？　実は、いつもこれくらいの時間になるとエイラさんと待ち合わせして、調理場でお茶をしてるんですよ」

「えっ！　で、でも、私なんかが……」

　
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子で見上げてくるマリーの頭を、
一
 かず

 
良
 ら

 はもう一度ぽんと
撫
 な

 でた。

「夜中にばたばたしちゃって大変でしたし、暖かいものでも飲んでほっとしてからのほうがよく眠れると思います。それに、俺ももっとマリーさんと話したいですし。昼間の話の続き、聞かせてもらえませんか？」

　その申し出にマリーは一瞬驚いた顔をしたが、すぐに嬉しそうに
微
 ほほ

 
笑
 え

 み、
頷
 うなず

 くのだった。





　

あとがき

　

　こんにちは、すずの木くろです。ここ最近、いいことと悪いことが交互にやってきて、浮かれたと思ったら落ち込んだりの繰り返しで、正直ヘロヘロです。何があったのかを順に書くと、

・スイカが大豊作で４００個以上採れた。しかも盗まれなかった。

・祖母が長きに渡る闘病生活の末、鬼籍に入る。

・本作のコミカライズが決定した。

・ある日会社に行ったら、朝一で社員全員が社長に呼び出されて、『今日で会社は倒産します』と宣言された。→突然の失職。

・義祖父が急病で入院。約一週間後に鬼籍に入る。

・なんやかんやあって、前職と同じ職業に再就職決定。

　これが約１ヵ月半の間に全部起こりました。よくネットとかで「朝会社に行ったら倒産してた」みたいな話を目にすることはありますが、まさか自分の身に降りかかってくるとは夢にも思っていませんでした。会社って本当にいきなり倒産するんですね……。

　ええと、暗い話ばかりしていても仕方がないので、別の話も。

　バレッタの実家があるグリセア村は、作中ではわりと貧乏な村として描かれています。ところが、私の父の幼少期は、グリセア村もかくやという貧困ぶりだったと以前父に聞かされたことがありました。父は祖父に連れられて、開拓団として、千葉から埼玉にやってきたとのこと。

　どのようなレベルの貧困だったのかというと、住居は板の柱と泥壁とトタン屋根の掘っ立て小屋。玄関扉はなくて、ムシロがぶら下がっているだけ。扉がなくても盗まれる物自体何もないので、雨と風と砂が吹き込んでくる以外は問題なかったとのこと。近所には、地面に穴を掘って竹と茅で編んだ屋根を載せた竪穴式住居住まいのお宅も１軒あったらしいです。水道やガスなどはないので、水は井戸から。煮炊きの燃料は開拓地に大量にあった切り株を掘り起こして薪にして使う。夜の明かりは灯油ランプ。食べ物も全然なくて、主食は麦飯。おかずは畑で作った少々の野菜のみ。約65
 年前の話だそうです。大変だったね父さん……（涙）。

　住居だけ見れば、グリセア村はわりと裕福ですね！　どの家にも玄関扉があるんだから！

　そ、そんなこんなで、「宝くじ～」シリーズも無事６巻目を発売することができました。

　応援してくださっている読者様、素敵なイラストを描いてくださっている黒獅子様、素晴らしい装丁デザインに仕上げてくださっているムシカゴグラフィクス様、コミカライズをしてくださることになったメディアファクトリー様、漫画家の今井ムジイ様、本作担当編集の荒田様。

　ありがとうございます。今後も頑張りますので、ご助力のほど、よろしくお願いいたします。

　

２０１６年９月　　すずの木くろ





すずの木くろ（すずのき くろ）

埼玉県在住の兼業作家。好んで読むものは第二次世界大戦のノンフィクション戦記と架空戦記だが、自身で執筆する作品はファンタジーものばかり。（二〇一六年一〇月現在）

　

イラストレーション

黒獅子（くろじし）

熊本県出身、東京都在住。シリーズ「ゲート―自衛隊彼の地にて、斯く戦えり」（アルファポリス文庫）のイラストレーションなどを担当しています。（二〇一六年一〇月現在）
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